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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おほおば　大祖母　　　　　　　　　なにかは　何かは

　　　　は　　　　　　　かは皮　　　　とっこのかはとっこの皮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一かは　（係助）　　　　　　　やすのかは　安の河

　　　　　は　（感）　　　　　　　　　　　がは．（副）　　　　　　　　うそのかは　嘘の皮

　　　　　は　（羽）　　　　　　　　　　あかは　明衣　　　　　　　　さんつのかは　三途の川

　　　　　は破　　　　　 うかは鵜川　　　　すっぱのかは素破の皮
　　　　　は　端　　　　　　　てんぴゃうがは　天平革　　　　　　　てんぽのかは　てんぼの皮

　　　　　一は　（終助）　　　　　　　いかがは　如何は　　　　　　へちまのかは　糸瓜の皮

　　　　　一は　（格助）　　　　　　　あすかがは　飛鳥川　　　　　　　　ままのかは　儘の皮

　　　　　一ば　（係助）　　　　　．　　　きがは　黄皮　　　　　　　　　　みのかは　身の皮

　　　　　あは安房　　　　　　　　　あきがは　明川　　　　　　　しらみのかは　風の皮

　　　　　あは阿波　　　　　　　むらさきがは　紫革　　　　　　　　　ものかは　物かは

　　　　　いは岩　　　　　　　　　しきがは敷き皮　　　　　　　一ものかは　（終助）

　　　　いは　家　　　　　　　　　みそぎがは　襖ぎ川　　　　　　　　とはかは　（副）

　　　かいば海馬　　　　　　　　　たきがは　滝川　　　　　　　　おもひがは　思ひ川

　　せいがいは青海波　　　　　　　ゆくかは　行く川　　　　　　　ちょびかは　（副）

　　　　げいは　鯨波　　　　　　　　　あさかは　朝川　　　　　　　　　あらひがは　洗ひ革

　　　すいは　水破　　　　　　　　　いささがは　いささ川　　　　　　しゃうぶがは　菖蒲革

ぶっしんすい憶　仏神水波　　　　　　　　おしかは　章　　　　　　　　　　　しぶかは　渋皮

　　　せいば征馬　　　　　　　　　なじかは　何かは　　　　　　　　ゆふかは　夕川
　　　　だいば　提婆　　　　　　　　みなしがは　水無し川　　　　　　　ふすべがは　煉べ革

　ちびきのいは千引きの岩　　　　　なにしかは何しかは　　　　　　おほかは　大鼓
　　さんまいば三昧場　　　　　　　　一ましかば　（連語）　　　　　　　　　まかは　眼皮

　　　やいば　刃　　　　　　　　みたらしがは　御手洗川　　　　　　　　あまかは　甘皮

こほりのやいば氷の刃　　　　　　　　をしかは　章　　　　　　　　　　あまかは　雨皮

こころのやいば　心の刃　　　　　　　　いすずがは　五十鈴川　　　　　　　　いまがは　今川

　　　あるいは　或いは　　　　　　　ふたせがは　二瀬川　　　　　　　　そまがは　杣川

　　　れいば礼場　　　　　　　　みつせがは　三瀬川　　　　　　　　たまがは　玉川
　　　　　うは一上　　　　　　　　　みなせがは　水無瀬川（枕）　　　　　なまかは　生皮

　　　　　うば姥　　　　　　　　　みなせがは水無瀬川（名）　　　　　やまかは　山川

　　　　　うば　祖母　　　　　　　みもすそがは　御裳濯川　　　　　　　やまがは　山川

　　　　　うば　乳母　　　　　　　　　やそかは　八十川　　　　　　　　　みかは　三河

　　　　一うば（連語）　　　　　　たつたがは　立田川　　　　　　　　みかは　御溝

　　　だきうば抱き乳母　　　　　　なみだがは　涙川　　　　　　　　もがみがは　最上川

　　　　こうは紅波　　　　　　　　　うちかは　（副）　　　　　　　　いつみがは　泉川

　　　　さうは　浩波　　　　　　　　　うちがは　宇治川　　　　　　　　　もみかは　揉み革

　　　さしうば　差し乳母　　　　　　　ぎっちかは　（副）　　　　　　　　　　むかば　向か歯

　　　　ちうば　乳母　　　　　　　　　ふちかは　淵川　　　　　　　　　さめがは　鮫皮

　　　かつうは　且つうは　　　　　　　もちかは　（副）　　　　　　　　いためがは　擁め革

　　　しでうは　四条派　　　　　　　　あつかは　厚皮　　　　　　　　サントメがは　機留革

　　　かのうは　狩野派　　　　　　　　　いつかは　何時かは　　　　　　　　かもがは　賀茂川

　　　やまうば　山姥　　　　　　　　　　とつかは　（副）　　　　　　　　　ころもがは　衣川

　　ゆぎゃうは　遊行派　　　　　　　　こまつがは　小松川　　　　　　　　　からかは　唐皮

　たうしゃうは　堂上派　　　　　　　いかでかは　如何でかは　　　　　ちからがは　力皮

　　　ちゃうば　町場　　　　　　いかにしてかは　如何にしてかは　　　　こざくらがは　小桜革

　　　きゅうば　弓場　　　　　　　　　　などかは　（連語）　　　　　　　いさらがは　いさら川

　やうきゅうば楊弓場　　　　　　　なにとかは　何とかは　　　　　　　しらかは　白川

　　さんようば算用場　　　　　　　　　なかば　半ば　　　　　　　　かつらがは　桂川

　　　ほんうば　本乳母　　　　　　　　まゆなかぱ　眉半ば　　　　　　　　　いりがは　入側

　　　だっえば　奪衣婆　　　　　　　　いかにかは　如何にかは　　　　いかばかりかは　如何ばかりかは

　　　　おば（名）　　　　　　　げにかは　（副）　　　　　　　わたりがは渡り川
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　　　なとりがは　名取川　　　　　　　　しゅくば　宿場　　　　　　　　　いつしば　いっ柴

　　　　しぷりかは　渋り皮　　　　　　のぞむらくは　望むらくは　　　　　　　としは　年端

　　　　　あゐかは　藍革　　　　　　　　　くろくは　黒鍬　　　　　　　　　ほねしば　骨柴

　　　　おほゐがは　大堰川　　　　　　　　　　げば　下馬　　　　　　　　　しひしば　椎柴

　　　　おほゐがは　大井川　　　　　　　　　　あげば　揚げ場　　　　　　　　　　ましば　真柴

　　　いささをがは　いささ小川　　　　　　　かけば　駆け場　　　　　　　　いましは　今しは

　　　いんでんがは　印伝革　　　　　　　　　ぢげは　地下派　　　　　　　　　もしは　若しは

　　　　　　きは　際　　　　　　　　　　はっつけば　礫場　　　　　　　　　すみよしは　住吉派

　　　　　　ぎぱ　（名）　　　　　　　　　おほげば　大下馬　　　　　　　　ならしば　檜柴

　　　　　　ぎぱ書婆　　　　　　　　こは一強　　　　　　　　すは（感）
　　　　　いきは　行き端　　　　　　　　　　こは　（連語）　　　　　　　　一ずは　（連語）

　　　　　かうぎは　髪際　　　　　　　　　さいごば　最期場　　　　　　　ようせずは　（連語）

　　　　　えきば　駅馬　　　　　　　　じゃうごは　情強　　　　　　　　　はちすば　蓮葉

　　　　　しおきば　仕置き場　　　　　　　　おこは　（名）　　　　　　　　　はすは　蓮葉

　　　　　かきは　片葉　　　　　　　　　　ここば　（副）　　　　　　　　　すはすは　（連語）

　　　　　かきは　堅磐　　　　　　　　　　ざこぱ　雑魚場　　　　　　　　すはすは　（副）

　　　　　さかきば　榊葉　　　　　　　　　　そこば　（副）　　　　　　　　　すばすば　（副）

　　　ときはかきは　常磐堅磐　　　　　　　　　とこは　常葉　　　　　　　　　　さらずは　（接）

　　　　いましきは　今しきは　　　　　　　　とこば　床場　　　　　　　　　　一せぱ　（連語）

　　　　　てぎは　手際　　　　　　　　　　　さは　（副）　　　　　　　　　こせは　巨勢派

　　　　　　ときは　常磐　　　　　　　　　　　さば　散飯　　　　　　　　　せはせは　忙忙

　　　　せとぎは　瀬戸際　　　　　　　　　いさは　斑葉　　　　　　　　　一ませぱ　（連語）

　　　　　ひときは　一際　　　　　　　　　　　いさば　（名）　　　　　　　　ややもせぱ　動もせば

　　　　みなきは　水際　　　　　　　　　さしさば　刺し鯖　　　　　　　なかりせば　（連語）

　　　　　のきば　軒端　　　　　　　　　うたざは　歌沢　　　　　　　　くだりせば　行狭

　　　　　しのぎは　（名）　　　　　　　しぎたつさは　鴫立沢　　　　　　　　　　そは　岨

　　　　　てのきは　手の際　　　　　　　　　とさは　土佐派　　　　　　　　　そは　（連語）

　　　いまはのきは　今はの際　　　　　　やまだのさは　山田の沢　　　　　　　　　一ぞは　（終助）

　　　　　ものぎは物際　　　　　さはさは爽爽　　　　　　そば稜
　　　　　きはぎは際際　　　　　　しば柴　　　　　 おそば御側
　　　　せっぱぎは　切羽際　　　　　　　　　　　しば　莱草　　　　　　　　　よたかそば　夜鷹蕎麦

　　　　きははきは際は際　　　　　しば暫　　　　　一こそば（連語）
　　　　やまぎは　山際　　　　　　　　　　　　しば一屡　　　　　　　　　　さもこそは　（連語）

　　　　　みぎは汀　　　　　 かしは槻　　　　　かたそば片側
　　　　つるぎば　剣羽　　　　　　　　　あかが．しは　赤柏　　　　　　　　　にはちそば　二八蕎麦

　　　　こころぎは　心際　　　　　　　　あきがしは　秋柏　　　　　　　　　いつぞは　何時ぞは

　　　　　じんぎは　新義派　　　　　　　　みつがしは　三つ柏　　　　　　　　なにそは　何ぞは

　　　　　　　くは　（感）　　　　　　　　このてかしは　側柏　　　　　　　　　　そばそば　（名）

　　　　　　　くは桑　　　　 もとかしは本柏　　　　　やそば八十葉
　　　　　　　くは　鍬　　　　　　　　　みつなかしは　御綱柏　　　　　　ふうりんそば　風鈴蕎麦

　　　　　いくは　的　　　　　　　　　みつのかしは　三角柏　　　　　　　　　　いたば　板場

　　びっちゅうぐは　備中鍬　　　　　　ならのはがしは　楢の葉柏　　　　　　　　かたは　片端

　　　　　とかくは　（連語）　　　　　　　　ほほがしは　朴柏　　　　　　　　　なまかたは　生片端

　　　　　　ζくは　（名）　　　　　　　　たまがしは　玉柏　　　　　　　　　たけたば竹束

　　　　　　こくは　木鍬　　　　　　　　　たまがしは　玉堅磐　　　　　　　　　　したば　下葉

　　　　おなじくは　同じくは　　　　　あからがしは赤ら柏　　　　　　　　したば下歯

　　　　　つくば　筑波　　　　　　　　　　さしは　聲　　　　　　　　　　　ねたば　寝刃

　　　　　さなくば（接）　　　　 ふししば柴　　　　　おほたば大束
　　　　ねがはくは願はくは　　　　　　かたしは堅し磐　　　　　　　　うちは　団扇

　　こひねがはくは翼くは　　　　　　　ただしは但しは　　　　　　　　うちば内端
ぎょりょうじゃくば　魚龍爵馬　　　　　　　みちしば　路芝　　　　　　　ぐんばいうちは　軍配団扇
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　たううちは　唐団扇　　　　　　　　きんっぱ　金鍔　　　　　　　　はやりことば　流行詞
　かきうちは　柿団扇　　　　　　　　　一ては　（接助）　　　　　　くるわことば　廓言葉

　　はうちは　羽団扇　　　　　　　　　　では　出端　　　　　　　　　ゑことば　絵詞

　　ひうちば　火打ち羽　　　　　　　　　では　出羽　　　　　　　　　　　そとば　卒塔婆

　　ならうちは　奈良団扇　　　　　　　　一では　（連語）　　　　　　　きりひとは　桐一葉

さんぽんうちは　三本団扇　　　　　　　　一てば　（連語）　　　　　　　　　もとは　本葉

　　　おちば　落ち葉　　　　　　　　おいては　於ては　　　　　　　　さりとは　（接）

　　　　くちは　口端　　　　　　　　　　えては　得ては　　　　　　　　　　　なは　縄

　　　　くちば朽ち葉　　　　　　　　さては　（連語）　　　　　　　　一なは　（助動未然）

　　あかくちぱ　赤朽ち葉　　　　　うちまかせては　（連語）　　　　　　　　　一なば　（連語）

　　　きくちば　黄朽ち葉　　　　　　　　たてば　立て場　　　　　　　　　　いなば　因幡

　　あをくちば　青朽ち葉　　　　　　　一とては　（連語）　　　　　　　　　うなは　鵜縄

　　　たちは　起ち端　　　　　　　　さりとては　（接）　　　　　　　　　たかなは　高縄

　　　たちば　立場　　　　　　　　　一にては　（連語）　　　　　　　　ときなは　解き縄

　はつもみちば　初紅葉　　　　　　　　　はては　果ては　　　　　　　　むぎなは　麦索

　　　　つば　鍔　　　　　　　　　　せめては　（連語）　　　　　　　　たくなは　拷縄

　　　いつは　何時は　　　　　　　　さらでは　（接）　　　　　　　　　かけなは　掛け縄

　　　いっぱ　言っぱ　　　　　　　一ならでは　（連語）　　　　　　　たけなは　酎

　　　うつは　器　　　　　　　　　　　一とは　（連語）　　　　　　　　たけなは　聞

　　ひゃうつば　（副）　　　　　　　　　　とば　永久　　　　　　　　　こしなは　腰縄

　　　おっば　（名）　　　　　　　　　　けとば　言葉　　　　　　　　　　さしなは　差し縄

　　　かつは　且つは　　　　　　　　　ごとは　（連語）　　　　　　　　さしなは　縛縄

　　　かっぱ　河童　　　　　　　　　　ことば　言葉　　　　　　　　　　たなは　手縄

　　　カッパ　合羽　　　　　にょうばうことば　女房言葉　　　　　　　　くちなは　蛇

　あかガッパ　赤合羽　　　　　ろっぱうことば　六法言葉　　　　　　ひとすちなは　一筋縄

　ばうずガッパ　坊主合羽　　　　　　さかことば　逆言葉　　　　　　　　つなでなは　綱手縄

　かみガッパ　紙合羽　　　　　　　たかことば　鷹詞　　　　　　　　　　となは　斗納

　　はんガッパ半合羽　　　　　　かけことば掛け詞　　　　　　　　はななは　鼻縄
　　あきつは　蜻蛉羽　　　　　　やっこことば　奴詞　　　　　　　　　　ぬなは　（名）

　　きくつば菊鍔　　　　　　さかさことば逆さ言葉　　　　　　うきぬなは　浮き専

　　　こっぱ一木っ葉　　　　　　もさことば　もさ言葉　　　　　　ねぬなは根ぬなは
　とっぱさっぱ　（副）　　　　　　　　はしことば　端詞　　　　　　　　　ばくのなは　縛の縄

　わっぱさっぱ　（副）　　　　しゃうぐわつことば　正月言葉　　　　　　　　　はなは　塙

　はみだしつば食み出し鍔　　　　　すてことば捨て言葉　　　　　　　　ひなは火縄
　　　すっぱ素破　　　　　　　　とことば常永久　　　　　　　くびなは頸縄
　　　せっぱ　切羽　　　　　　　ことことは　（連語）　　　　　　わらびなは蕨縄

　けんだっぱ　乾闇婆　　　　　　　さとことば　里言葉　　　　　　　　きりびなは　切り火縄

　　　まつは　先づは　　　　　　　やまとことば　大和言葉　　　　　　　　　ふなば　船場

　　　まっば　松葉　　　　　　　ちよとことば　千代常永久　　　　　しゃうぶなは　菖蒲縄

　　しきまつば　敷き松葉　　　　　みくにことば　御国言葉　　　　　　しりくべなは　注連

　　　みつは　岡象　　　　　　　なげのことば　無げの言葉　　　　　　　すみなは　墨縄

　　　みつは　瑞歯　　　　　　　はしのことば　端の詞　　　　　　しりくめなは　尻久米縄

　　ちゃっぱ　（名）　　　　　あめつちのことば　天地の詞　　　　　　　　しめなは　標縄

　　　しゅっば　出馬　　　　　　　　あひことば　合ひ詞　　　　　　　　はやなは　早縄

みっばよつば　三ば四ば　　　　　まにあひことば　間に合ひ言葉　　　　　いかりなは　碇縄

　　　らっぱ　乱波　　　　　　　　かへことば　替へ詞　　　　　　　もがりなは　虎落縄

　　ちりっぱ　塵っ葉　　　　　　いるまことば　入間言葉　　　　　　　　きりなは　切り縄

　　ねりつば　練り鐸　　　　　　　いみことば　忌み詞　　　　　　　　みくりなは　みくり縄

　　　わっぱ　（名）　　　　　　　ふみことば　文詞　　　　　　　　ひだりなは　左縄

　　　わっぱ　（副）　　　　　　まくらことば枕言葉　　　　　　　　っりなは釣り縄

　　こわっぱ　小童　　　　　　　ひじりことば　聖言葉　　　　　　　　とりなは　捕り縄
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　　くちとりなは　口取り縄　　　　　うこんのばば　右近の馬場　　　さやうしからば　左様然らば
　　　　　をなは　苧縄　　　　　　　さこんのばば左近の馬膓　　　　　　わくらば　わくら葉

　　　さんずんなは　三寸縄　　　　　　　　ひばば曾祖母　　　　　　　わくらば　（形動）

　　　　ほんなは　本縄　　　　　　　けんくわはば　喧嘩幅　　　　　　　　　さらば　（接）

　　　　　　には　庭　　　　　　　　　もめんはば　木綿幅　　　　　　　いざさらば　（連語）

　　　　　　一には　（連語）　　　　　　　　　　　びは　琵琶　　　　　　　　　よしさらば　（連語）

　　　　　げには　実には　　　　　　　　　　　ひば　乾葉　　　　　　　　　　しらは　白羽

　　　　　こには　小庭　　　　　　　　　　きびは　（形動）　　　　　　　　　しらは　白歯

　　　　　さには　さ庭　　　　　　　　　つぎびは　継ぎ琵琶　　　　　　　したらば　（接）

　　　　あさには　朝庭　　　　　　　　へいけびは　平家琵琶　　　　　　一とならば　（連語）

　　　　ひとには、一庭　　　　　　　　　　おほひば　覆ひ羽　　　　　　　　ごとならば　（連語）

　　　　　なには　難波　　　　　　　　　　おもひば　思ひ羽　　　　　、　　ものならば　（連語）

　　　　　なには　何は　　　　　　　　　　たぶば　塔婆　　　　　　　　　　めらは　女童

　　　まなびのには　学びの庭　　　　　　らんたふば　卵塔場　　　　　　　　しゅらば　修羅場

　　　のりのには　法の場　　　　　　　　　いへば　言へば　　　　　　　　わらは　童

　　　　ゆふには　夕庭　　　　　　　ことといへば　事と言へば　　　　　　　わらは　妾

　　　　おほには　大庭　　　　　　　　　　うへは　上は　　　　　　こんでいわらは　健児童

　　　さるままには　（連語）　　　　　　　そのうへは　其の上は　　　てんじゃうわらは　殿上童

　　　　　やには　家庭　　　　　　　しかるうへは　然る上は　　　　　　　こわらは　小童

　　　　　ゆには　斎庭　　　　　　　　　かたへは　片方は　　　　　　　　たわらは　手童

　　　つくりには　作り庭　　　　　　　たとへば例へば　　　　　はしたわらは端童
　　　　ひろには　広庭　　　　　　　　　　おほば　祖母　　　　　　　をんなわらは　女童

　　　　さらんには　（連語）　　　　　　　おほおほば　大祖母　　　　　　こせちのわらは　五節の童女

　　　　　　一ねば　（連語）　　　　　　　　　いまは　今は　　　　　　　　めのわらは　女の童

　　　　　おねば　大根葉　　　　　　　　　うまば　馬場　　　　　　ひとりのわらは　火取りの童

　　　　　つねは　常は　　　　　　　　まるやまは　円山派　　　　　　　をのわらは　男の童

　　　　　てねば　手粘　　　　　　　　おひこみば　追ひ込み場　　　　うしかひわらは　牛飼ひ童

さても　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つみは　鍔　　　　　　　　さぷらひわらは　侍ひ童

　あるべきならねば　（連語）　　　　　　　　　　むば　姥　　　　　　　　　　うへわらは　上童

さてしもある　　　　　　　　　　　　　　　せめば　責め場　　　　　　　おほわらは　大童

　べきことならねば　（連語）　　　　　　　　　そめは　染め羽　　　　　　あづまわらは　東儒

　　　　たかのは　鷹の羽　　　　　　　　　　とめば　留め場　　　　　　こどねりわらは　小舎人童

　　　　あきのは　秋の葉　　　　　　　　　　もは　藻葉　　　　　　　　　わわらば　（名）

　　　　たけのは　竹の葉　　　　　　　　　　もは　（副）　　　　　　　あをわらは　青童

　　　　　このは　木の葉　　　　　　　　　　やは　（副）　　　　　　　　　おりは　下り端

　　　　あさのは　麻の葉　　　　　　　　　　一やは　（終助）　　　　　　　　　かりば　狩り場

　　　　としのは　年の端　　　　　　　　　　　やば　矢場　　　　　　　　　かかりば　掛かり端

　　　　はすのは　蓮の葉　　　　　　　　　えやは　（連語）　　　　　　　　さがりは　下がり破

　　　　かちのは　梶の葉　　　　　　　　　しゃば　娑婆　　　　　　　　　さがりば　下がり端

　　　　　くちのは　口の端　　　　　　　とひやば問屋場　　　　　　　しきりぱ仕切り場
　　　　　ことのは　言の葉　　　　　　　　さのみやは　（連語）　　　　　　　　こぞりは　小反り刃

　　　うきことのは　憂き言の葉　　　　　さてもやは　（連語）　　　　　　　ゆづりは　譲り葉

　　やまとことのは　大和言の葉　　　　　　　　ゆば　弓場　　　　　　　　　　てりは　照り葉

　　　　やまのは　山の端　　　　　　　　　　　よは　夜半　　　　　　　　　　めとりば　雌鳥羽

　　　　せみのは　蝉の羽　　　　　　　　　あらは　顕　　　　　　　　　めんどりば　雌鳥羽

　　　　　　はは　母　　　　　　　　　　さあらば　（連語）　　　　　　　　　まりぱ　鞠場

　　　　　　はば　幅　　　　　　　　　おほあらは　大童　　　　　　　　　さゆりば　小百合葉

　　　　ちゅうはば　中幅　　　　　　　　　　うらば　末葉　　　　　　　　　一よりは　（連語）

　　　とりあげばば　取り上げ婆　　　　くずのうらば葛の裏葉　　　　ただなるよりは　唯なるよりは

　　　　ねこばば　猫糞　　　　　　　　　　一からは　（接助）　　　　　　　　　をりは　折葉

　　　　くにのはは　国の母　　　　　　　　しからば　然らば　　　　　　　　　あるは　或は
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　　　　　さるは　（接）　　　　　　　　　やまんば　山姥

　　　　ゆつるは譲る葉．もんぱ紋羽ひ　　　　しかあれば然あれば　　　　　くわうりんは　光琳派

　　　　かかれば　斯かれば　　　　　　ゆくわんば　湯灌場　　　　　　　　　　　ひ　日

　　　　しかれば然れば　　　　　　　　　　　　　ひ火
　　　　　これは　（連語）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　比

　　　　　されば（接）　　　　　　　　　　　　　　ひ氷
　　　　　すれば　（接）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　妃

　　　ともすれば　（連語）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　梓

　　ややともすれば　動ともすれば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　埠

　　ややもすれば動もすれば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　樋

　　それはそれは　（副）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　械

　　　　　なれば　（接）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　緋

　　　いかなれば如何なれば　　　　　　　　　　　　 ひ檜
　　　　　ぬれば　濡れ場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　非

　　　　てへれば者　　　　　　　　　　　　　　　一び辺
　　　　　われは吾は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あひ　合ひ

　　　　　いろは母　　　　　　　　　　　　　　 あひ相（名）

　　　　　いろは　伊呂波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あひ一相（接頭）

　　　かぞいろは　父母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あひ　間

　　　ななっいろは　七つ以呂波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あび　阿鼻

　　　　　くろは　黒羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃうあひ　情合ひ

　　　　こころば　心葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃうあひ　帳合ひ

　　　　　ほろば　保呂羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さんようあひ　算用合ひ

　　　　まほろば　（名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おあひ　お間

　　くにのまほろば　国のまほろば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きあひ　気合ひ

　　　　　もろは　諸刃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきあひ　息合ひ

　　　　　せわば　世話場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じぎあひ　辞儀合ひ

　　　　とりゐは　鳥居派　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいきゃうづきあひ　愛敬付合ひ

　　　　　　ゑば　餌ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃうぎづきあひ　町義付合ひ

　　　　　すゑぱ末葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できあひ　出来合ひ

　　　　　　をは尾羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひきあひ　引き合ひ

　　　　　　をば伯母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆきあひ　行き合ひ
　　　　　　一をば　（連語）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけあひ　掛け合ひ

　　　　　あをぱ青羽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけあひ　駆け合ひ

ことのか　　　　　事の語り言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つけあひ　付け合ひ

　たりごともこをぱ　　　もこをば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じあひ　時合ひ

　　　　てにをは　手爾乎波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さしあひ　差し合ひ

　　　いぬのをば犬の小母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ししあひ　肉合ひ

　　　　おほをば従祖母　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしあひ　星合ひ

　　　　　おんば恩波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すあひ　牙倫

　　　　　かんば汗馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おちあひ　落ち合ひ

　　　　ときんぱ　時んば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くちあひ　口合ひ

　　　　　げんば玄蕃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みつあひ　三つ合ひ

　　　　しきさんば式三番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てあひ　手合ひ

　　　　　一ずんぱ　（連語）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であひ　出合ひ

　　　しからずんば然らずんば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとあひ　人間

　　　　　たんぼ丹波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まにあひ　間に合ひ

　　　　しうたんば愁嘆場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かねあひ　兼合ひ

　　　しゃうねんば正念場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いめのあひ　夢の逢ひ

　　せんしばんぱ千枝万龍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものあひ　物間
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　　　　　　ひあひ　火相　　　　　　　　　うまいひ　甘飯　　　　　　　　　くみおび　組み帯

　　　　　あひあひ　相合ひ（名）　　　　　　そめいひ　染め飯　　　　　　　たたみおび　畳み帯

　　　　　あひあひ一相合ひ　　　　　　　　ひめいひ　姫飯　　　　　　　　　いやおひ　弥生ひ

　　　　　　　　　　　　（造語形）　　　　　　やいひ　焼火　　　　　　　　　ちうやおび　昼夜帯

　　　　　　ふあひ　不合ひ　　　　　　　　かれいひ　乾飯　　　　　　　　なごやおび　名護屋帯

　　　　　しほあひ　潮合ひ　　　　　　　　　　うひ一初　　　　　　　　　　はやおひ　早追ひ

　　おきつしほあひ　沖つ潮会　　　　　　　　きうび　鳩尾　　　　　　　　くぢらおび　鯨帯

　　　　　やほあひ　八百合ひ　　　　　　　　　さうひ　草扉　　　　　　　　　　ひらおび　枚帯

　　しほのやおあひ　潮の八百会　　　　　　　　さうび　薔薇　　　　　　　　　とりおひ　鳥追ひ

　　　　　　まあひ　間合ひ　　　　　　　せうちうび　焼酎火　　　　　　　うしろおび　後ろ帯

　　　　　やまあひ　山間　　　　　　　　じゃうび状日　　　　　　しゅきんおび手巾帯
ふじと　　　　　　富士と筑波　　　　しゃうじゃうひ　狸狸緋　　　　　　　　　　かひ　貝（名）

　っくばのやまあひ　　　　の山間　　　　ぶっしゃうび　仏生日　　　　　　　　　　一かひ　貝（助数）

　　　　　きみあひ　気味合ひ　　　　　　　　　えび　帯　　　　　　　　　　　　かひ　卵

　　　　　つめあひ　詰め合ひ　　　　　　　　　えび　葡萄　　　　　　　　　　かひ　峡

　　　　　くもあひ　雲合ひ　　　　　　　　　　えび　裏衣　　　　　　　　　　　かひ　匙

　　　　　そらあひ　空合ひ　　　　　　　　　　おひ　追ひ　　　　　　　　　　　かひ　殻

　　　　　ありあひ　有合ひ　　　　　　　　　　おひ　笈　　　　　　　　　　　　かひ　甲斐（名）

　　　　　いりあひ　入相　　　　　　　　　ながおひ　長追ひ　　　　　　　　　　かひ　甲斐（地名）

　　　　　ぎりあひ　義理合ひ　　　　　　　なかおび　中帯　　　　　　　　　　　かひ　蚊火

　　　　さぐりあひ　探り合ひ　　　　　　さきおひ先追ひ　　　　　　　　一かひ交
　　　　　せりあひ　競り合ひ　　　　　　　ひきおひ　引き負ひ　　　　　　　一がひ　（接尾）

　　　　あたりあひ　当たり合ひ　　　　　　ひきおび　引き帯　　　　　　　　　かび　牙

　　　　　のりあひ　乗り会ひ　　　　さんじゃくおび　三尺帯　　　　　　　　　かび　穎

　　　　　よりあひ　寄り合ひ　　　　　　　かけおび掛け帯　　　　　　　　あがひ蹟ひ
　　　　　わりあひ　割合　　　　　　　　　さげおび　下げ帯　　　　　　　おだいがひ　御台匙

　　　　　くれあひ　暮れ合ひ　　　　　　　つけおび　付け帯　　　　　　　したいがひ　（形動）

　　　　　つれあひ　連れ合ひ　　　　　　　　ちこおひ　稚児生ひ　　　　　　いひたいがひ　言ひたいがひ

　　　　　どれあひ　どれ合ひ　　　　　　　かたおひ　片生ひ　　　　　　　　　うかひ　鵜飼

　　　　　いろあひ　色合ひ　　　　　　　　したおび　下帯　　　　　　　　なまうかび　生浮かび

　　　　せころあひ　背頃合ひ　　　　　ゐでのしたおび　井手の下帯　　　　　　やらうかひ　野郎買ひ

　　　ねんごろあひ　懇合ひ　　　　　　　　さなだおび　真田帯　　　　　　　　　かがひ　擢歌

　　　　　　ゐあひ　居合ひ　　　　　　　いはたおび　岩田帯　　　　　　　　たかがひ　鷹飼ひ

　　　　　　　いひ　家　　　　　　　　　しつはたおび　倭文機帯　　　　　　　あきがひ　秋買ひ

　　　　　　　いひ　飯　　　　　　　　　ゆはだおび　斎肌帯　　　　　　　　ゆきかひ　行き交ひ

　　　　　　　いひ　械　　　　　　　　　　ひたちおび　常陸帯　　　　　　　　やくがひ　屋久貝

　　　　　　　いひ　言ひ　　　　　　　　　　ておひ　手負ひ　　　　　　　　　ごがひ　子飼ひ

　　　　　　かいひ　海彼　　　　　　　　　　あとおひ　後笈　　　　　　　　　　　こがひ　蚕飼ひ

　　　　　やきいひ　焼き飯　　　　　　ぬすびとにおひ　盗人に追ひ　　　　　　　さかひ　境

　　　　　わさいひ　早稲飯　　　　　　　　　　ねおひ　根生ひ　　　　　　　　　さかひ　堺

　　　　　ほしいひ　乾し飯　　　　　　　ごくのおび玉の帯　　　　　　　一さかひ　（接助）

だう　　　　　　　　　　　　　　　　　いしのおび　石の帯　　　　　　　　いさかひ　謹ひ

　みゃうじほしいひ　道明寺乾し飯　　　　　したのおび　下の帯　　　　　　　こいさかひ　小評ひ

　　　　　　すいび　翠微　　　　　　　　　くものおび　雲の帯　　　　　わらはべいさかひ　童部評ひ

　　　　　　だいひ　大悲　　　　　　　　　うはおび　上帯　　　　　　　　たうざがひ　当座買ひ

　　　だいじだいひ　大慈大悲　　　　　　　わらはおひ　童生ひ　　　　　　　ちかきさかひ　近き境

　　　　　かちいひ　摘飯　　　　　　　　　あひおひ　相生ひ　　　　　　とほきさかひ　遠き境

　　　　　もちいひ　餅飯　　　　　　’　てぬぐひおび　手拭ひ帯　　　　　　　　くさかひ　草飼ひ

　　　　　一といひ　（連語）　　　　　　　かかへおび　抱へ帯　　　　　　　しほざかひ　潮境

　　　　　ものいひ　物言ひ　　　　　　　　まへおび　前帯　　　　　おほっこもりざかひ　大晦日界

　　　　　こはいひ　強飯　　　　　　　　　うまおひ　馬追ひ　　　　　　　　あしかび　葦牙
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　　　　　うしかひ　牛飼ひ　　　　　　　まてつがひ　真手結　　　　　　　　ぜにかひ　銭買ひ

　　　　　くしがひ　串貝　　　　　　　あらてつがひ　荒手結　　　　　　　　いぬかひ　犬飼ひ

　　　　あすがひ　明日が日　　　　　　　ひとつがひ　一つ買ひ　　　　　ごしゃうねがひ　後生願ひ

　　　　かすがひ　鑓　　　　　　　　いつなつかひ　飯綱使ひ　　　　　ふるがねかひ　古金買ひ

　　　くぎかすがひ　釘鋸　　　　　　こてうのつかひ　後朝の使ひ　　　ごくらくのねがひ　極楽の願ひ

　　　　しなずがひ　死なず詮　　　　くわてうのつかひ　花鳥の使ひ　　はち

　　　すがひすがひ　〔副）　　　　　　はらかのつかひ　腹赤の使ひ　　　すのうへのねがひ　蓮の上の願ひ

　　　　こやすがひ　子安貝　　　　　　のさきのつかひ・荷前の使ひ　　　　　　おひねがひ　追ひ願ひ

　　　　かせかひ　梓買ひ　　　　　　うさのつかひ　宇佐の使ひ　　　　　　　のがひ　野飼ひ

　　　　ぜぜがひ　銭貝　　　　　　　こしのつがひ　腰の番ひ　　　　　　はとのかひ　鳩の飼ひ

　　　　うつせがひ　うつせ貝　　　おひたてのつかひ　追ひ立ての　　　　　うまのかひ　午の貝

　　　　　そがひ　背向ひ　　　　　　　　　　　　　　　使ひ　　　　　　はがひ　羽交ひ
　　　　いそがひ　磯貝　　　　　　　　しどのつかひ　四度の使ひ　　　　　　　うはがひ　上交ひ

　　　　みぞがひ　溝貝　　　　　　　よどのつかひ　四度の使ひ　　　　　　　いひがひ　飯匙

　　　　　たかひ　高日　　　　　ゆかもののつかひ　由加物の使ひ　　　　　　じひがひ　慈悲買ひ

　　　ものうたがひ　物疑ひ　　　　　からもののつかひ　唐物の使ひ　　　　　　になひがひ　荷ひ買ひ

　　　　かたがひ　片飼ひ　　　　　あまごひのつかひ　雨乞ひの使ひ　　　　　　いふかひ　言ふかひ

　　　　したがひ　下交ひ　　　　　　かみのつかひ　神の使ひ　　　　　　　たいふかひ　太夫買ひ

　　ことばだたかひ　言葉戦ひ　　　　　　やのつかひ　矢の使ひ　　　　　　さかほかひ　酒祝ひ

　　　あひたがひ　相互ひ　　　　　　かりのつかひ　雁の使ひ　　　　　　　しほがひ　潮貝

　　　あひみたがひ　相見互ひ　　　　　かりのつかひ　狩の使ひ　　　　　　　しほがひ　潮間

　　　こころたがひ　心違ひ　　　　　あまぐりのつかひ　甘栗の使ひ　　　　おほとのほがひ　大殿祭

　　　　　ちかひ　誓ひ　　　　　　　　はつがひ　初買ひ　　　　　　　　　まがひ　紛ひ

　　　じだいちがひ　時代違ひ　　　　　　よびつかひ　呼び使ひ　　　　　　　　まがひ　蹟

　　　　うちかひ打ち違ひ　　　　　げほふつかひ　外法遣ひ　　　　　ちりのまがひ　散りの紛ひ

　　　　うちがひ　打ち飼ひ　　　　　　そへつかひ　副使　　　　　　　　　やまがひ　山峡

　　　　すちかひ　筋交ひ　　　　　　　　まつかひ　間使ひ　　　　　　　　　むかひ　向かひ

　　　よこすちかひ　横筋違ひ　　　　　てづまつかひ　手妻遣ひ　　　　　　　　むかひ　迎ひ

　　いちにちがひ一日買ひ　　　　　はゆまつかひ　駅使ひ　　　　　　　さかむかひ　坂迎ひ

　　　　みちかひ　道交ひ　　　　　　　くるまつかひ　車使ひ　　　　　　　かけむかひ　掛け向かひ

　　　いうちがひ　色違ひ　　　　　　　ふみつかひ　文使ひ　　　　　　あひてむかひ　相手向かひ

　　　　わちがひ　輪違ひ　　　　　　　　めつかひ　目遣ひ　　　　　　　　をむかひ　峰向かひ

　　　　　っかひ　使ひ　　　　　　　しりめつかひ　後目遣ひ　　　　　　　あらがひ　諦ひ

　　　　　っがひ　番ひ　　　　　　あくしょつかひ　悪所使ひ　　　　　　ものあらがひ　物課ひ

　　　　あっかひ　扱ひ　　　　　　　ことりつかひ　部領使ひ　　　　　　　いたらがひ　いたら貝

　　　きあつかひ　気扱ひ　　　　さき　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほらがひ　法螺貝

　　こどもあつかひ　子供扱ひ　　　　もりことりつかひ　防人部領使　　　　かつさしりがひ　上総鍬

　　　せいつかひ　勢使ひ　　　　　　　いろつかひ　色遣ひ　　　　　　　　されがひ　曝れ貝

　　　ええうつかひ　栄耀使ひ　　　　　　こころつかひ　心遣ひ　　　　　　　わすれがひ　忘れ貝

　　　なかつかひ　中使ひ　　　　しゃうぐわつがひ　正月買ひ　　　　　こひわすれがひ　恋忘れ貝

　　　　きつかひ　気遣ひ　　　　　　　こわつかひ　声遣ひ　　　　　　　　しゃれがひ　曝れ貝

　　あふぎつかひ　扇使ひ　　　　　　　　　てがひ　手蓋　　　　　　　　　　をかび　岡辺

　　おほやけつかひ　公使ひ　　　　　　　　　てがひ　手飼ひ　　　　　　　　あをがひ　青貝

　　　めしっかひ　召使ひ　　　　　　　　あてがひ　宛行　　　　　　　　いちもんがひ　一門甲斐

　　　　せっかひ　切匙　　　　　　　　ふるてがひ　古手買ひ　　　　　　　　　きび　吉備

　　あまはせつかひ　海人馳せ使ひ　　　　　　おとがひ　頗　　　　　　　　　　　　あきび　明き日

きぎしのひたつかひ堆子の頓使ひ　　　　　ひとがひ　人甲斐　　　　　　　　おそきひ　遅き日

　　　　てつかひ　手遣ひ　　　　　　　　くながひ　婚がひ　　　　　　　　　っきひ　月日

　　　　でつかひ　出遣ひ　　　　　　うめのはながひ　梅の花貝　　　　　　　としつきひ　年月日

　　　　てつがひ　手結　　　　　　　　　　まなかひ　眼間　　　　　　　　　　　　くび　頸

　　　ふでつかひ筆遣ひ　　　　むながひ胸交ひ　　　　　くび首
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　　　　　くび　領　　　　　　　　　　　なまくび　生首　　　　　　　　　　　　さび　寂び

　　　　いくひ　斎杭　　　　　　　　　　　やくび　役日　　　　　　　　　　　　さび　籔

　　　　いくひ　射くひ　　　　　　　しゃくび　しゃ首　　　　　　　　あさひ　朝日
　　かじゃうぐひ　嘉祥喰ひ　　　　　　　　ひらくび　平頸　　　　　　　　やなぎさび　柳敏

　　かちゃうぐひ　嘉定喰ひ　　　　　　　きりくひ　切り杭　　　　　　　をとこさび　男さび

　　　もえぐひ　燃え代　　　　　　　くすりぐひ　薬食ひ　　　　　　　をのこさび　男の子さび

　　　さかおくび　逆祇　　　　　　　　　そりくひ　剃り杭　　　　　　　　よこさび　横敏

　　　　くぐひ鵠　　　　　　　　しばりくび縛り首　　　　　　　　すさび荒び
　　　なげくび　投げ首　　　　　　　　ほりくび　堀頸　　　　　　　　くちずさび　口遊び

　　　ぬけくび　抜け首　　　　　　　あばれぐひ　暴れ食ひ　　　　　　　てすさび　手遊び

　　　のけくび　仰け領　　　　　　　　しろくび　白首　　　　　　　ふでのすさび　筆のすさび

　　　　こくび　小首　　　　　　　　　　ゐぐひ　堰代　　　　　　　ありのすさび　有りのすさび

　　　　こくび　小領　　　　　　　　　　ゐくび　猪首　　　　　　　　　みのさび　身の錆

　　　はしぐひ　橋杭　　　　　　　　　　がんくび　雁i首　　　　　　　　こころのさび　心の錆

　　　さらしくび　晒し首　　　　　　　　らんぐひ　乱桟　　　　　　　　おほさび　大級

　　　かせぐひ　枷杭　　　　　　　　　　　げび　下卑　　　　　　　　　　みさび　水誘

　　　かせくび　かせ首　　　　　　　　　うけひ　誓ひ　　　　　　　　　かむさび　神さび

　　　　そくひ　続飯　’　　　　　　　　かけひ　寛　　　　　　　　　をとめさび　少女さび

　　　　そくび　素首　　　　　　　　　やさけび　矢叫び　　　　　　　　　　しひ　療ひ（名）

　　　ほそくび　細首　　　　　　　　　をたけび　雄話び　　　　　　　　　一しひ　療ひ（造形語）

　　　　たぐひ　類　　　　　　　　　　しっけび　仕付け日　　　　　　　　　じひ　慈悲

　　いざりたくひ漁り焚く火　　　　ゆけひ鞭負　　　　　 しび鮪
　　　うちくび　打ち首　　　　　　　　　　こひ　（名）　　　　　　　　　　しび鴎尾

　　　ねぢくび　捻ぢ首　　　　　　　　　こひ　恋　　　　　　　　　　あしび馬酔木

　ぜにもちくび　銭持ち首　　　　　　　　ζひ　腫　　　　　　　　　　あしび葦火
　　わらちくひ　草鞍食ひ　　　　　　　　かこひ　囲ひ　　　　　　　　　あきじひ　明き盲

　　　　つくひ　月日　　　　　　　　　　ながこひ　長恋　　　　　　　　　　　くしび　（形動）

　　あさつくひ　朝つく日　　　　　　　おきごひ　置き鯉　　　　　　　うつくしび　慈しび

　　　そっくび　素っ首　　　　　　　ゆきごひ　雪乞ひ　　　　　　　‘かなしび悲しび

　　ゆふつくひ　夕つく日　　　　　　　かけこひ　掛け乞ひ　　　　　　ことなしび　事無しび

　　　たてくび項　　　　　　　　　　そこひ　（名）　　　　　　　たのしび楽しび
　　　やなぐひ　胡篇　　　　　　　　　　かたこひ　片恋　　　　　　　　　　ほしひ　糖

　　つぼやなぐひ　壼胡線　　　　　　　　　したこひ　下恋　　　　　　　　　　たましひ　魂

　　ひらやなぐひ　平胡綴　　　　　　　　いのちこひ　命乞ひ　　　　　　やまとだましひ　大和魂

　　　おにくひ　鬼喰ひ　　　　　　　　そでごひ　袖乞ひ　　　　をとこのたましひ　男の魂

　　　いぬくひ　犬食ひ　　　　　　　いもにこひ　妹に恋ひ（枕）　　　きもだましひ　肝魂

　　おきてぬぐひ　置き手拭ひ　　　　　ねこのこひ　猫の恋　　　　　　つらだましひ　面魂

こしゃくてぬぐひ　五尺手拭ひ　　　　　　としのこひ　年の恋　　　　　　こころだましひ　心魂

　てうつてぬぐひ　手水手拭ひ　　　　　　　たのこひ　手拭ひ　　　　　　せけんだましひ　世間魂

　　おみぬぐひ　御身拭ひ　　　　　　　　てのこひ　手拭ひ　　　　　　　　なまじひ　生強ひ

　　　くすねぐひ　くすね食ひ　　さんじゃくてのこひ　三尺手拭ひ　　　　　　みみしひ　聾

　　　ときのくひ　時の代　　　　　　　そらのこひ　空拭ひ　　　　　　　　　めしひ　盲

　　　きぬのくび　衣の領　　　　　　　　あまごひ　雨乞ひ　　　　　　　　ともしび　燈し火

　　すんのくび　寸の首　　　　　　　　つまごひ　つま恋ひ　　　　　のりのともしび　法の燈火

　　　おひくび　追ひ首　　　　　　　　いとまごひ　暇乞ひ　　　　　　　　　くるしび　苦しび

　　　　へぐひ　竈食ひ　　　　　　しのぶるこひ　忍ぶる恋　　　　　　　　おすひ　襲

　　よもつへぐひ　黄泉つ竈食ひ　　　　　みだれこひ　乱れ恋　　　　　　　　　おすひ　磯辺

　　　おほくび　大領　　　　　　　　　よろこび　喜び　　　　　　きみしりなすび　きみしり茄子

　　　しほくび　潮頚　　　　　　　　そらようζび　空喜び　　　　　　　　　　むすひ　産霊

　　　　まぐひ　真代　　　　　　　しゃくせんこひ　借銭乞ひ　　　　　　　　むすび　結び

　とくこかまくび　独鈷鎌首　　　　　　　　　さひ　組　　　　　　　いとゆうむすび　糸遊結び
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　　うさぎむすび兎結び　　　　　　　ひのよそひ　昼の装ひ　　　　　　しでのたび　死出の旅

　あげまきむすび　揚げ巻結び　　　　　たびよそひ　旅装ひ　　　　　　　かみのたび　神の旅

　　　くさむすび　草結び　　　　　どきゃうあらそひ　読経争ひ　　　　　　うきよのたび　浮き世の旅

　　かくしむすび　隠し結び　　　　　くにあらそひ’国争ひ　　　　　　かぎりのたび　限りの旅

　　いもせむすび　妹背結び　　　くわぎう　　　　　蝸牛の角の　　　　　　　かはたび　革足袋

　　かたむすび　片結び　　　　のっののあらそひ　　　　　争ひ　　　　　うをはたひ　魚は鯛

　　カルタむすび　骨牌結び　　　　　くるまあらそひ　車争ひ　　　　　　　　　ひたひ　額

　　　はなむすび　花結び　　　　　　　まくらぞひ　枕添ひ　　　　　そうがうびたひ　惣髪額

　　みなむすび　蜷結び　　　　　　　　つれそひ　連れ添ひ　　　　　そがうびたひ　十河額

　　　こひむすび　恋結び　　　　　　　　　　たひ　手火　　　　　　　くわとうびたひ　火燈額

　　あはびむすび胞結び　　　　　　　　　たび度（名）　　　　　　すきびたひ　透き額
　　　まむすび　真結び　　　　　　　　　一たび　度（接尾）　　　　　　つきびたひ　月額

　　たまむすび魂結び　　　　　たび旅　　　　　こびたひ小額
　　はさみむすび挾み結び　　　　　　　　だび　茶屹　　　　　　　　うすびたひ　薄額

　　きちやむすび　吉弥結び　　　　　　　　あたひ　直　　　　　　　　　はちびたひ　鉢額

　　うしろむすび後ろ結び　　　　あたひ値　　　　 あつびたひ厚額
　　えんむすび　縁結び　　　　　　　　　いたび　木蓮子　　　　　　　きしのひたひ　岸の額

　　　まゆすひ　（名）　　　　　　　　　うたひ　謡　　　　　　　　　つのびたひ　角額

　　　　　ぜひ　是非　　　　　　　　　　うたひ　歌ひ　　　　　　　　　おほびたひ　大額

　　　　かせひ　峠　　　　　　　　　　こうたひ　小謡　　　　　　　　　あまびたひ　尼額

　　　　　そひ　傍　　　　　　　　　　あさうたひ　朝謡　　　　　　　　　まるびたひ　丸額

　　　　　そび　靖　　　　　こじきのあさうたひ　乞食の朝謡　　　　たうけんびたひ　唐犬額

　　　　あそび　遊び　　　　　　　　つじうたひ　辻謡　　　　　　　　　　またび　真旅

　　　らくあそび　楽遊び　　　　　　　　すうたひ　素謡　　　　　　　　　　もたひ　食

　　のがけあそび野駆け遊び　　　　　　ぢうたひ　地謡　　　　　　　　　ももたび　百度

　　いちざあそび　一座遊び　　　、　　かどうたひ　門謡　　　　　　　　　すきやたび　数寄屋足袋

　　　もちあそび玩び　　　　　　　ばんうたひ　番謡　　　　　　　　さくらだひ　桜鯛

　　　もてあそび玩び　　　　　　　　　　おだひ　穏ひ　　　　　　　　ふくろたび　袋足袋’

　　　ひなあそび雛遊び　　　　　　　　おたび　御旅　　　　　　　　　　いちひ　石儲

　　ひひなあそび雛遊び　　　　　　　　きたひ　膳　　　　　　　　　　うちび　打ち火
　ねのひのあそび　子の日の遊び　　　　　あくたび　芥火　　　　　　　　　　たちひ　（名）

　　とよのあそび豊の遊び　　　　　　　かけだひ　懸け鯛　　　　　　　　　たちび　立ち日

　　わらはあそび童遊び　　　　　　　　こたび　此度　　　　　　　　　もちひ餅
　　あづまあそび東遊び　　　　　　　かけこだひ　懸け小鯛　　　　　　かいもちひ　かい餅

ちょんのまあそびちょんの間　　　　　　　したひ　（名）　　　　　　つばいもちひ椿餅

　　　　　　　　　　　　遊び　　　　　　したび　下樋　　　　　　いただきもちひ　戴き餅

　　かみあそび神遊び　　　　　　　　さしたび　刺し足袋　　　　　　ひろきもちひ　広き餅

　きゃしゃあそび花車遊び　　　　　　いくそたび　幾そ度　　　　　　　　くさもちひ　草餅

　　　よあそび　夜遊び　　　　　いちどふたたび　一度再び　　　　　　いかのもちひ　五十日の餅

　　いろあそび　色遊び　　　　　　　あまたたび　数多度　　　　　　みかのもちひ　三日の餅．

　だいじんあそび　大尽遊び　　　　　　　　ちたび　千度　　　　　　　　まがりもちひ　糠餅

　　　　おそひ　襲　　　　　　　　　　やちたび　八千度　　　　　　　　　　つひ　終

　　　うはおそひ　上襲ひ　　　　　くいのやちたび、悔いの八千度　　　　　　　っび　尻

　　　　きそひ　競ひ　　　　　　　　　そばつたひ　岨伝ひ　　　　　　　　　　　っび　粒

　　ひめなぞび　姫遊び　　　　　　　しまつたひ　島伝ひ　　　　　　　　まがっひ　禍津日

　　　　うまぞひ馬副ひ　　　　　　　ようつたび　万度　　　　　　　　　　とつび　突鼻

　　　くるまぞひ　車副ひ　　　　　　かへらぬたび　帰らぬ旅　　　　　　　ひとつひ　一つ火

　　　もちゃそび　（名）　　　　　　　　うねたび　畝足袋　　　　　　どっぴどっぴ　（副）

　　　　よそひ　装ひ（名）　　　　ちゅううのたび　中有の旅　　　　　　　をとつひ　一昨日

　　　　一よそひ　装（助数）　　　　　　さきのたび　先の度　　　　　　　　　　はっひ　初日

　　ふなよそひ　船装ひ　　　　　　　　このたび　此の度　　　　　　　　　はっぴ　法被
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　　　　　　へつひ　竈　　　　　　　たてりあきなひ　たてり商ひ　　　　　　　ねのひ　子の日

　　　　　あまつひ　天つ日　　　　　のぼりあきなひ上り商ひ　　　　　　　ねのび寝伸び

　　　　　　むつび　睦び　　　　　　じぷんあきなひ　自分商ひ　　　　　　　けふのひ　今日の日

　　　ゆかりむつび　縁睦び　　　　　　　　おこなひ　行なひ　　　　　　いとなみのひ　営みの火

　　さんめんろっぴ　三面六腎　　　　　くものおこなひ　蜘蛛のおζ　　　　　　あめのひ　天の火

　　　　　　あとび　跡火　　　　　　　　　　　　　　　　　なひ　　　　　　ものび　物日

　　　　　　かどび　門火　　　　　　　ものぞこなひ　物損ひ　　　　　　　　　　はひ　灰

　　　　ひとかどひ　人かどひ　　　　　　　　しなひ　擁ひ　　　　　　　　　　はひ　萄

ちごくのう　　　　地獄の上の　　　　　　やしなひ　養ひ　　　　　　　　　　あはひ　間

　へのいっそくとび　　　一足飛び　　　　うぶやしなひ　産養ひ　　　　　　　　　あはび　飽

　　　　　　ことひ　特負　　　　　　　　　　おとなひ　（名）　　．　　　　　　すしあはび　鮨飽

　　　　　　さとび僅ぴ　　　　　　　　あななひ　（名）　　　　　　　のしあはび　奥斗飽

　　　　　　たとひ　誉ひ　　　　　　　　　　になひ　荷ひ　　　　　　　　うちあはび　打ち飽

　　　　　　たとひ　縦ひ　　　　　　　　しゃかになひ　釈迦担ひ　　　　　　　ひあはひ　廟間

　　　　　したどひ　下訪ひ　　　　　　　　さしになひ　差し担ひ　　　　　　　　いはひ　祝ひ

　　　　よのたとひ　世の磐ひ　　　　　　　まひなひ　賂　　　　　　　　　　　いはひ　斎ひ

　　　　　　つどひ　集ひ　　　　　　　みくにまなび　御国学び　　　　　　ちゃういはひ　帳祝ひ

　　　いほつつどひ　五百箇集ひ　　　　　うひまなび　初学び　　　　　　　さかいはひ　逆祝ひ

　　　ゆきのつどひ　行きの集ひ　　　　　からまなび　唐学び　　　　　みつかけいはひ　水掛け祝ひ

　　　　かみつどひ　神集ひ　　　　　　　　かむなび　神奈備　　　　　　　　さいはひ　幸ひ

　　　　　ことどひ　言問ひ　　　　　ごいんのうらなひ　五音の占ひ　　　　えせざいはひ　似非幸ひ

　　　　　　ねどひ　根問ひ　　　　　　　　かんなび　神奈備　　　　　　こぼれざいはひ　溢れ幸ひ

　　　　　いはとび　岩飛び　　　　　　　　　　にひ一新　　　　　　　　かうしいはひ　格子祝ひ

　　　ねどひはどひ　根問ひ葉問ひ　　　　　　　にび　鈍　　　　　　　　　うちいはひ　内祝ひ

　　　　　　ひとひ　一日　　　　　　　　　　　おにび　鬼火　　　　　　　　　みついはひ　水祝ひ

　　　　　ひひとひ　日一日　　　　　　　　　かにひ　莞花　　　　　　　　　がのいはひ　賀の祝ひ

　　　　　　まとひ　纏　　　　　　　　　　　うすにび　薄鈍　　　　　　　　いかのいはひ　五十日の祝ひ

　　　　　　まどひ　惑ひ　　　　　　　　　あをにび　青鈍　　　　　　おとこのいはひ　乙子の祝ひ

　　　　みちまどひ　道惑ひ　　　　　　かんせいぬひ　勘清縫ひ　　　　　まなのいはひ　真魚の祝ひ

　　　　　つまどひ　妻問ひ　　　　　　　　よこぬひ　横縫ひ　　　　　たのみのいはひ　頼みの祝ひ

　　　　　てまどひ　手惑ひ　　　　　　　　はしぬひ　端縫ひ　　　　　たのむのいはひ　田の実の祝ひ

　　　　　とまどひ　戸惑ひ　　　　　　　　　ひしぬひ　菱縫ひ　　　　　　　　うぶいはひ　産祝ひ

　　　よひねまどひ　宵寝惑ひ　　　　　　　からぬひ　唐縫ひ　　　　　　　　みいはひ　身祝ひ

　　　　よひまどひ　宵惑ひ　　　　　　　　しらぬひ　白縫（枕）　　　　　　えりいはひ　襟祝ひ

　　　　ゆふまどひ　夕惑ひ　　　　　　　　きつねび　狐火　　　　　　　こζろいはひ　心祝ひ

　　　こころまどひ　心惑ひ　　　　　　　　ものまねび　物学び　　　　　　　　　かはび　川辺

　　　　　れんとび　連飛び　　　　　　　　　　のび　野火　　　　　　　　　　さきはひ　幸ひ

　　　　　　うなひ　海辺　　　　　じふ　　　　　　　　　　　　　　　　　すぎはひ　生業

　　　　　まかなひ　賄ひ　　　　　　しいっしゃうのひ　十死一生の日　　　　　つくばひ　鷺ひ

　　たうざまかなひ　当座賄ひ　　　　　　いつまきのひ　五巻の日　　　　　　　まぐはひ　目合ひ

　　　　　あきなひ　商ひ　　　　　　　　　　あけのひ　明けの日　　　　　みとのまぐはひ　（連語）

つきつけあきなひ　突き付け商ひ　　　　　　しのび　忍び　　　　　　　　　けはひ　（名）

わたくしあきなひ　私商ひ　　　　　　　　いしのひ　石の火　　　　　　　　　こぼひ　粉灰

　　・はたあきなひ　旗商ひ　　　　　　　　うしのひ　丑め日　　　　　　　　くさはひ　種

ひとくちあきなひ　一口商ひ　　　　　　　おしのび　御忍び　　　　　　　　わざはひ　災

　　えどあきなひ　江戸商ひ　　　　　しのびしのび　忍び忍び　　　　　　　すばひ　素灰

　　たなあきなひ　店商ひ　　　　　だいもんじのひ　大文字の日　　　　　　あぢはひ　味はひ

はすのはあきなひ　蓮の葉商ひ　　　　　　　　そのひ　其の日　　　　　　らりこっぱひ　乱離骨灰

　かよひあきなひ　通ひ商ひ　　　　　　　またのひ　又の日　　　　　　　　　にはび　庭火

きゃしゃあきなひ　花車商ひ　　　　　　　もちのひ　望の日　　　　　　　ごまのはひ　護摩の灰

のこぎりあきなひ　鋸商ひ　　　　　　　　ひとのひ　人の日　　　　　　　　うはばひ　上這ひ
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　　まげゆはひ　雷結はひ　　　　　　　　　まひ　真日　　　　　　　　　にのまひ　二の舞

　　　　よはひ　齢　　　　　　　　　　まび　間日　　　　　　　　ぷのまひ武の舞
　　　　よばひ　婚ひ　　　　　　　　　あまひ　（動連用）　　　　　　とりのまひ　鳥の舞

　　　さよぱひ　さ婚ひ　　　　　　　ものいまひ　物忌まひ　　　　　　ずんのまひ　順の舞

　いくさよばひ　軍呼ばひ　　　　　　　　かまひ　構ひ　　　　　　　えんねんのまひ　延年の舞

　　としよはひ　年齢　　　　　　ほうこうかまひ　奉公構ひ　　　　　　ぷんのまひ　文の舞

　　まちよ、ばひ　待ち叫ひ　　　　　’かけかまひ　掛け構ひ　　　　　　じゅんのまひ　順の舞

　　ふなよばひ　船呼ばひ　　　　　　するがまひ　駿河舞　　　　　　　　　はまび　浜び

　まつのよはひ　松の齢　　　　　　かうわかまひ　幸若舞　　　　　　　　わらはまひ　童舞

　　さくらばひ　桜灰　　　　　　　　　ひきまひ　株儒舞　　　　　　　　あひまひ　相舞ひ

　　　なりはひ　生業　　　　　　　だいこくまひ　大黒舞　　　　　　　　つがひまひ　番ひ舞ひ

　　　　　ひび　震　　　　　　　　　　　こまひ　小舞　　　　　　　　　まひまひ　舞舞

　　　むかひび　向かひ火　　　　　　　　　こまひ　木舞　　　　　　　　　あづままひ　東舞

　　　むかひび　迎ひ火　　　　　　　　てこまひ　手古舞　　　　　　　　　みまひ　見舞

　　　くちひび　珍　　　　　　　　　をとこまひ　男舞　　　　　　　　ねずみまひ　鼠舞

　　　しのびび　忍び火　　　　　　　なれこまひ　馴講舞　　　　　　　　　くめまひ　久米舞

　　　　あふひ　葵　　　　　　　　　　　しまひ　仕舞ひ　　　　　　　　1くもまひ　蜘蛛舞

　のちのあふひ　後の葵　　　　　　　そうじまひ　総仕舞ひ　　　　　　　　やまひ　病

　　からあふひ　蜀葵　　　　　　　　　おしまひ　御仕舞　　　　　　　　　やまび　山辺

　　　　とぷひ　飛ぷ火　　　　　　　　きしまひ　吉志舞　　　　　　　かくやまひ　隔病ひ

　　　おもふひ　思ふ日　　　　　　せっきじまひ　節季仕舞ひ　　　　　　しにやまひ　死に病

　　　むかへび　迎へ火　　　　　　　りきじまひ　力士舞　　　　　　　　ひのやまひ　火の病

　　　かぞへび　数へ日　　　　　　せっくじまひ　節供仕舞ひ　　　　　こひのやまひ　恋の病

じゃのみちはへび蛇の道はへび　　　　かたじまひ　片仕舞ひ　　　　　ひんのやまひ　貧の病

　　　　おほひ　覆ひ　　　　　しゃうぐわつじまひ　正月仕舞ひ　　　　　つくりやまひ　作り病

　　　　おほひ　大炊　　　　　　　　かぶじまひ　株仕舞　　　　　　　うつりやまひ　移り病

　　うちおほひ　打ち覆ひ　　　　　たたふしまひ　楯節舞　　　　　　　はやりやまひ　流行病

　　くちおほひ　口覆ひ　　　　　　　　みじまひ　身仕舞ひ　　　　　　　　あゆまひ　歩まひ

　　　ひおほひ　日覆　　　　　　　　ちゃりじまひ　ちゃり仕舞ひ　　　　　あたゆまひ　（名）

　　かひおほひ　貝覆ひ　　　　　　　ぽんじまひ　盆仕舞　　　　　　　　　しりまひ　尻舞

　　あまおほひ　雨覆ひ　　　　　　　　　すまひ　（名）　　　　　　　　うつりまひ　移り舞

　　　　きほひ　競ひ　　　　　　　　　　すまひ　相撲　　　　　　　　　ふるまひ　振舞

　　　いきほひ　勢ひ　　　　　　　　　うすまひ　薄舞　　　　　　　　うけぶるまひ有卦振舞

　こころいきほひ心勢ひ　　　　　　　つけずまひ　付け争ひ　　　　のがけぶるまひ　野掛け振舞

　　　　しほひ　潮干　　　　　　　　たたずまひ　（名）　　　　　　　せちぶるまひ　節振舞

　　　よそほひ装ひ　　　　　　　　ねずまひ　鼠舞　　　　　　　たちふるまひ　立ち振舞

　　おほなほび大直日　　　　　　　わびずまひ　佗び住まひ　　　　　でぶるまひ　出振舞ひ

　　　　にほひ　匂ひ　　　　　　　　ふみずまひ　文相撲　　　　　　くものふるまひ　蜘蛛の振舞

こうばいにほひ　紅梅匂ひ　　　　　くるわずまひ　廓住まひ　　　　　ちゃぶるまひ　茶振舞

　　　きにほひ黄匂ひ　　　　　　　　ゐずまひ　居ずまひ　　　　わうばんぶるまひ　椀飯振舞

　　もえぎにほひ萌葱匂ひ　　　　　　　くせまひ　曲舞　　　　　　　　　もろまひ　諸舞

むらさきにほひ　紫匂ひ　　　　　　　　　たまひ　田舞　　　　　　　　　　　ゑまひ　笑まひ

　　はじにほひ　黄櫨匂ひ　　　　　　しかたまひ　仕方舞　　　　　　　だいじんまひ　大尽舞

　　うすにほひ　薄匂ひ　　　　　　　ひとだまひ　人給ひ　　　　　　くわんじんまひ　勧進舞

　　はなにほひ　花匂ひ　　　　　　　やまとまひ　大和舞　　　　　　　　　いみび　斎火

すはうのにほひ　蘇芳の匂ひ　　　　　さかなまひ　肴舞　　　　　　　　　ちいみび　血忌み日

　はじのにほひ櫨の匂ひ　　　　　つるぎのまひ　剣の舞　　　　　　　　うつみひ　埋み樋

　くれなゐにほひ　紅匂ひ　　　　　　しちとくのまひ　七徳の舞　　　　　　　　うつみび　埋み火

　　　ころほひ　頃ほひ　　　　　　　いちのまひ　一の舞　　　　　　　　　いむび　斎火

　　　　　まひ舞　　　　こせちのまひ五節の舞　　　　かむび神び
　　　　　まひ　幣　　　　　　　　たつっのまひ　殊の衡　　　　　　　うまこめひ　孫姪
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　　　　　　　もひ銀　　　　　　　　　　　よひ　宥　　　　　　　　　つのだらひ　角盟

　　　　　　　もひ水　　　　　 および指　　　 はんざふだらひ半挿盟

　　　　　いもひ　斎ひ　　　　　　　　　　および　及び　　　　　　　　みみだらひ　耳盟

　　　　　おもひ　思ひ　　　　　　ひとさしのおよび　人差しの指　　　　　こころだらひ　心足らひ

あはびの　　　　　　飽の貝の片　　　　ななしのおよび　名無しの指　　　　　　　わたらひ　渡らひ

　かひのかたおもひ　　　　思ひ　　　　おほおよび大指　　　　　　ゐなかわたらひ　田舎渡らひ

　　　　したおもひ　下思ひ　　　　　　　　　　かよひ　通ひ　　　　　　　　びんだらひ　費盟

　　　　　におもひ　煮御水　　　　　　　しんちがよひ　新地通ひ　　　　　　あげつらひ　論ひ

　　　　ものおもひ　物思ひ　　　　　　　かはらがよひ　河原通ひ　　　　　　　　しつらひ　（名）

　うきぐものおもひ　浮き雲の思ひ　　　　くるわがよひ　廓通ひ　　　　　　　　わづらひ　煩ひ

　ふううんのおもひ　風雲の思ひ　　　　　　　きよび　清火　　　　　　　えどわづらひ　江戸煩ひ

　　　　かたもぴ　片思ひ．　　　．　　　　こよひ　今宵　　　　　　かげのわづらひ　影の煩ひ

　　　　かたもひ　片境　　　　　　　けふのζよひ　今日の今宵　　　　やみわづらひ　病み煩ひ

　　　　　したもひ　下思ひ　　　　　　　　あさよひ　朝宵　　　　　　つくりわづらひ　作り患ひ

　　　　おほともひ　弁　　　　　　　　　いさよひ　（名）　　　　　　　　ほどらひ程らひ

　　　　　ものもひ　物思ひ　　　　　　　　いさよひ　十六夜　　　　　　　　　ならひ　慣らひ

　　　　　たまもひ　玉怨　　　　　　　　　まつよひ　待つ宵　　　　　　　ひきならひ　引き習ひ

　　　　　みもひ　（名）　　　　　　　　なぬかのよひ　七日の宵　　　　　　　にしならひ　西ならひ

　　　　　みやび雅び　　　　　　　　よひよひ　宥育　　　　　　　　てならひ手習ひ
　　　　　むやひ　肪ひ　　　　　　　　　　　まよひ　迷ひ　　　　　　　すなてならひ　砂手習ひ

　　　　　　もやひ　肪ひ　　　　　　　きりのまよひ　霧の迷ひ　　　ろくじふのてならひ　六十の手習ひ

　　　ふなもやひ　舟肪ひ　　　　　　　　　　もよひ　（名）　　　　　　　つぼねならび　局並び

　　　　あまもやひ　雨催ひ　　　　　　　　　一もよひ　催ひ　　　　　　　うきよのならひ　浮き世の習ひ

　　　　　　ゆひ　（名）　』　　　　　　あさもよひ　朝催ひ　　　　　　つくばならひ　筑波ならひ

　　　　　あゆひ　足結ひ　　　　　　　　　やよひ　弥生　　　　　　　こころならひ　心習ひ

　　　　　おゆび　指　　　　　　　　　　　あらひ　洗ひ　　　　　　　ところならひ　所習ひ

　　　　なかゆひ　中結ひ　　　　　　　　ゆあらひ　湯洗ひ　　　　　　　　　はらひ　祓ひ

　　　　　うきゆひ　蒙結ひ　　　　　　　　かりいらひ　借りいらひ　　　　　あはうばらひ　阿呆払ひ

　　　　　　ごゆひ　小結ひ　　　　　　　　　けがらひ　藏らひ　　　　　　　　らうばらひ　牢払ひ

　　　　　こゆび　小指　　　　　　　　　なからひ　仲らひ　　　　　　　　おはらひ　御祓ひ

　　　かのこゆひ　鹿の子結ひ　　　　　　はからひ　計らひ　　　　　　　なかばらひ　中払ひ

　　　　　　しゅび　首尾　　　　　　　こしゃうぎらひ　後生嫌ひ　　　　　　さきばらひ　先払ひ

　　　　　こしゆひ　腰結ひ　　　　　　　おもぎらひ　面嫌ひ　　　　　　　やくはらひ　厄払ひ

　　　べにさしゆび　紅差し指　　　　　　　さりきらひ　去り嫌ひ　　　　　　　ざばらひ　座払ひ

　　　　てしゅび　手首尾　　　　　　　　　さらひ　竹杷　　　　　　　たうざばらひ　当座払ひ

　　　　ふしゅび　不首尾　　　　　　　　こまざらひ　細杷　　　　　　　　くしはらひ　櫛払ひ

　　　　みつゆび　三つ指　　　　　　　　あしらひ　（名）　　　　　　　すすはらひ　煤払ひ

　　　　ふでゆひ　筆結ひ　　　　　　しゅうあしらひ　主あしらひ　　　　　　しっぱらひ　尻払ひ

　　　　　もとゆひ　元結ひ　　　　　　　　あひしらひ　（名）　　　　　　　　あとばらひ　後払ひ

　ひきさきもとゆひ　引き裂き元結ひ　　　　　まじらひ　交らひ　　　　　　　えどばらひ　江戸払ひ

ぷんしちもとゆひ　文七元結ひ　　　　　こころしらひ　心しらひ　　　　　　やどばらひ　宿払ひ

　　　はつもとゆひ　初元結ひ　　　　　　　うすらひ　薄氷　　　　　　せんどのはらひ　千度の祓ひ

　　　えどもとゆひ　江戸元結ひ　　　　　　　なずらひ　準ひ　　　　　　　　かまはらひ　竈祓ひ

　　　はねもとゆひ　跳ね元結ひ　　　　　　やすらひ　躊躇　　　　　　なかとみばらひ　中臣祓ひ

　　しのびもとゆひ　忍び元結ひ　　　　　　やすらひ　休らひ　　　　　　　つゆはらひ　露払ひ

　　　ひらもとゆひ　平元結ひ　　　　　　　　やすらひ　安楽　　　　　　　　むらばらひ　村払ひ

　　　きんもとゆひ　金元結ひ　　　　　　　　たらひ　盟　　　　　　　　ところばらひ　所払ひ

　　をんなかみゆひ　女髪結ひ　　　　　　　かたらひ　語らひ　　　　　もんぜんばらひ　門前払ひ

　　　　　めゆひ　目結ひ　　　　　　ひとかたらひ人語らひ　　　　せいもんばらひ誓文払ひ

　　　　しげめゆひ　滋目結ひ　　　　　さらしだらひ晒し盟　　　　　　　あぶらび油火

　　　よつめゆひ　四目結ひ　　　　　　　てだらひ　手盟　　　　　　　　　けぷらひ　気振らひ
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　　　　さぷらひ　侍　　　　　　あくしゃうぐるひ　悪性狂ひ　　　　　　かけようひ　桂甲

　　ゐ．なかざぷらひ　田舎侍　　　　　　　　だぐるひ　駄狂ひ　　　　　　　おほよろひ　大鎧

　　あささぷらひ　朝侍ひ　　　　　　おかたぐるひ　御方狂ひ　　　　　　　うまようひ　馬鎧

　　　ぢさぷらひ地侍　　　　　　　　しにぐるひ　死に狂ひ　　　　　　　　わび　尾び

　　　うちさぷらひ　内侍　　　　　　　　ものぐるひ　物狂ひ　　　　　　　　　　ゑひ　酔ひ

　　　とさぷらひ　外侍　　　　　　　しれものぐるひ　痴れ者狂ひ　　　　　　ふなゑひ　船酔ひ

にょ　　　　　　　　　　　　　　　　ゑひぐるひ　酔ひ狂ひ　　　　　　　なまゑひ　生酔ひ
　うばうのさぷらひ　女房の侍ひ　　　　　たいふぐるひ　太夫狂ひ　　　　　　　そらゑひ　空酔ひ

　　うへのさぷらひ上の候ひ　　　　　　まぶぐるひ　間夫狂ひ　　　　　　うまごをひ　孫甥

　　　とほさぷらひ遠侍　　　　　　　おやまぐるひ　おやま狂ひ　　　　　　　けんぴ犬皮

　　　なまさぷらひ生侍　　　　　　ねんじゃぐるひ　念者狂ひ　　　　　しゃうじんび　精進日

　　　みさぶらひ　御侍　　　　　　　ちゃやぐるひ　茶屋狂ひ　　　　　　　　ちんぴ　陳皮

　　　しもさぶらひ　下侍　　　　　　　うきよぐるひ　浮き世狂ひ　　　　　らうかとんび　廊下鳶

　　こしょさぷらひ　御所侍　　　　　　あくしょぐるひ　悪所狂ひ　　　　　　　　ことんび　小鳶

　　　あをさぶらひ　青侍　　　　　　　　わるぐるひ　悪狂ひ　　　　　　よつやとんび　四つ谷紙鳶

　　　　なほらひ　直会　　　　　　　　ちわぐるひ　痴話狂ひ　　　　　　　　はんぴ　半腎

　　　　さむらひ侍　　　　ぎをんぐるひ紙園狂ひ　　　　もんび紋日
　　　がうざむらひ郷侍　　　　　　　　　たるひ　足る日　　　　　　　　けもんび褻紋日

　　　　こざむらひ　小侍　　　　　　　　　　たるひ　垂氷　　　　　　　　せんぐわんび　千貫樋

　　まいすざむらひ　売僧侍　　　　　　いくひのたるひ　生く日の足

　　　いそざむらひ　磯侍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る日

　　かちざむらひ　徒士侍　　　　　　　　　ほたるび　螢火

　　　いぬざむらひ犬侍　　　　　　　　いなつるび　（名）

　　　はざむらひ　端侍　　　　　　　　　　てるひ　照る日

　　　とほざむらひ遠侍　　　　　　　　　　はるひ　春日

　　　ひらざむらひ　平侍　　　　　　　　　　はるび　腹帯

　さんびんざむらひ　三一侍　　　　　　　どうぶるひ　胴震ひ

　　　とひとむらひ　問ひ弔ひ　　　　　　こひぶるひ　恋振るひ

　　　　　もらひ　貰ひ　　　　　　　むしゃぶるひ　武者震ひ

　　　　さもらひ侍ひ　　　　　　　こころぶるひ　心震ひ
　　　おにやらひ　追灘　　　　　　　　こころゆるび　心弛び

　　　　さわらび　早蕨　　　　　　　　　　　うれひ　憂ひ

　　　　したわらび　下蕨　　　　　　　　　　　かれひ　餉

　　　　ものわらひ物笑ひ　　　　　　　あさがれひ　朝餉

　　　　しれわらひ痴れ笑ひ　　　　いろひ綺
　　　　　　りひ　理非　　　　　　　　　　かろび　軽び

　　　　　うりび　売り日　　　　　　　　かぎろひ　陽炎

　　　　かがりび　簑火　　　　　　　　　　くろび　黒日

　　　　　きりび切り火　　　　　　かいつくろひ　かい繕ひ

　　　　おくりび送り火　　　　　　はつくろひ　羽繕ひ

　　　　いざりび漁り火　　　　　　みつくろひ　身繕ひ
　　　　はしりぴ　走り火　　　　　　　こわつくろひ　声繕ひ

　　むねはしりび　胸走り火　　　　　　　かげろひ　（名）

　　　　　すりび擦り火　　　　　　　　ころび転び
　　　　　くすりび　薬日　　　　　　　　ほころび　綻び

　　　　あたりび　当たり日　　　　　　せいそろひ　勢揃ひ

　　　　けづりひ　削り氷　　　　　　　　ねそろひ　根揃ひ

　　　　かやりび　蚊遣り火　　　　　　　おひろひ　御拾ひ

　　　たけううるひ　竹植うる日　　　　　たるひろひ　樽拾ひ

　　けいせいぐるひ　傾城狂ひ　　　　　　　　ようひ　鎧

　　　あはうぐるひ　阿呆狂ひ　　　　　　　　一ようひ　具
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　たちあふ　立ち合ふ　　　　　　　　たいふ　大夫

　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　であふ　出合ふ　　　　　　　　　　たいふ　大副

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いであふ　出で逢ふ　　　　　　　　　たいふ　大輔

　　　　　ふ布　　　　　たてあふ立て合ふ　　　　だいふ大府
　　　　　ふ　生　　　　　　　　　　乙とあふ　事合ふ　　　　　　　　　だいふ　内府

　　　　　ふ　府　　　　　　　　　　　　にあふ　似合ふ　　　　　　　　　　だいぶ　大夫

　　　　　ふ　封　　　　　　　　　ときにあふ　時に遇ふ　　　　　　　ぎだいふ　義太夫

　　　　　ふ符　　　　 ことにあふ事に逢ふ　　 ひゃくだいふ百大夫

　　　　　ふ傅　　　　 あひにあふ合ひにあふ　　　ごたいふ五大夫
　　　　　ふ　臆　　　　　　　おほきなめにあふ　大きな目に　　　　かうしだいふ　格子太夫

　　　　　ふ節　　　　　　　　　 合ふ　 ぎょしたいふ御史大夫

　　　　　ふ　賦　　　　　　　　　　よにあふ　世に逢ふ　　　　　をんなだいふ　女太夫

　　　　　ふ　経　　　　　　　　　こころにあふ　心に合ふ　　　くわうたい　　　　　皇太后宮の

　　　　　ふ　綜　　　　　　　　　　しぐひあふ　（動）1　　　　　こうぐうのだいぶ　　　　　大夫

　　　　一ふ　（接尾）　　　　はのねもくひあふ　歯の根も食　　くわう

　　　　　ぶ夫　　　　　　　　 ひ合ふごうぐうのだいぶ皇后宮の大夫
　　　　　ぶ　歩（名）　　　　　　おもひあふ　思ひ合ふ　　　とうぐうのだいぶ　春宮の大夫

　　　　　ぷ　分（名）　　　　　　まろぴあふ転び合ふ　　　うきゃうのだいぶ右京の大夫

　　　　一ぷ　分（助数）　　　　　　わびあふ　佗び合ふ　　　さきゃうのだいぶ左京の大夫

　　　　一ぷ　歩（助数）　　　　　　あぶあぶ　（副）　　　　　しきぷのたいふ　式部の大夫

　　　　一ぷ　（接尾）　　　　　　　　たまあふ　魂合ふ　　　　　　みやのだいぶ　宮の大夫

　　　　あふ　合ふ（動）　　　　　　　　みあふ　見合ふ　　　　　　すりのだいぶ　修理の大夫

　　　一あふ　合ふ（接尾）　　　　　ぎしみあふ　軋み合ふ　　　　　しゅりのだいぶ　修理の大夫

　　　　あふ　逢ふ　　　　　　　　　　　めあふ　目合ふ　　　　　　うこんのたいふ　右近の大夫

　　　　あふ　会ふ　　　　　　　　　つめあふ　詰め合ふ　　　　　さごんのたいふ　左近の大夫

　　　　あふ　敢ふ（動）　　　　　　　ゆめあふ　夢合ふ　　　　だいぜんのだいぶ　大膳の大夫

　　　一あふ　敢ふ（接尾）　　　　　　ありあふ　有り合ふ　　　　うゑもんのたいふ　右衛門の大夫

　　　　あふ　和ふ　　　　　　　　　　ありあふ　有り会ふ　　　　さゑもんのたいふ　左衛門の大夫

　　　　あふ饗ふ　　　　　　　くさりあふ鎖り合ふ　　　むくわんのたいふ無官の大夫

　　きえあふ　消え敢ふ　　　　　　わたりあふ　渡り合ふ　　　　　　しょだいぶ　諸大夫

　　みえあふ　見え逢ふ　　　　　　　とりあふ　取り敢ふ　　　　じゃうるりたいふ　浄瑠璃太夫

わりふがあふ割り符が合ふ　　　　たどりあふ辿り合ふ　　　　てうさんだいぶ朝散大夫

　うまがあふ　馬が合ふ　　　　　　　なりあふ　成りあふ　　　　　　　うちいふ　うち言ふ

　　　きあふ　来合ふ　　　　　　　　けぷりあふ　煙り合ふ　　　　　　　　ついぶ　追捕

　　いきあふ　行き逢ふ　　　　　　　よりあふ　寄り合ふ　　　　　　　一といふ　（連語）

　　ききあふ　聞き合ふ　　　　　　　かよりあふ　か寄り合ふ　　　　　　　ないふ　内府

　　こぎあふ　漕ぎ逢ふ　　　　　　　　をりあふ　居り合ふ　　　　　　　ことにいふ　言に言ふ

　　さきあふ　咲き合ふ　　　　　　　くされあふ　鎖れ合ふ　　　　　　　ものいふ　物言ふ

　　せきあふ　塞き合ふ　　　　　　　　なれあふ　馴れ合ふ　　　　　いはのものいふ　岩のもの言ふ

　　せきあふ　塞き敢ふ　　　　　　　うまれあふ　生まれ合ふ　　　　　　　いふいふ　言ふ言ふ

　　ひきあふ　引き合ふ　　　　　　　くわあふ　花押　　　　　　　　たいへいふ　太平布

　　ゆきあふ　行き合ふ　　　　　　　　いふ揖　　　　　　　　くねりいふ　くねり言ふ

　　かけあふ　駆け合ふ　　　　　　　　　いふ　言ふ　　　　　　　　　　れいぶ　礼部

　　　しあふ　し敢ふ　　　　　　　　　あいぶ　（動）　　　　　　　　ぜいをいふ　贅を言ふ

　　さしあふ　差し合ふ　　　　　　　　かいぶ　海部　　　　　　　　わりをいふ　割を言ふ

　　さしあふ　指し合ふ　　　　　　　　しかいふ　然言ふ　　　　　　　　　　うふ　右府

　　ほしあふ　乾し敢ふ　　　　　　　ださ’いふ大宰府　　　　　　　　　．うぶ一産

　　はせあふ　馳せ合ふ　　　　　　　かねざいふ　金財布　　　　　　　　　　いうぶ　遊舞

　　うちあふ　打ち合ふ　　　　　　　　すいふ　水府　　　　　　　　　　こうぶ　工部

　　おちあふ　落ち合ふ　　　　　　　　せいふ　青亮　　　　　　　　　ざうふ　臓騎

　　くちあふ　口合ふ　　　　　　　　ちんぜいふ　鎮西府　　　　　　　　　さうぶ　菖蒲
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　　　　けさうぶ　懸想ぷ　　　　　　　　もんえふ　門葉　　　　　　　　　いさかふ　叱ふ

　　　　　たうぶ　賜ぷ　　　　　　　　　　　おふ　負ふ　　　　　　　みみにさかふ　耳に逆ふ

　　　　　たうぶ　食ぷ　　　　　　　　　　　おふ　生ふ　　　　　　　　　はさかふ　（動）

　　　　一たうぶ　（接尾）　　　　　　　　　おふ　追ふ　　　　　　　　まうしかふ　申し替ふ

　　　　のたうぶ　宣ぶ　　　　　　　　　　　おふ　覆ふ　　　　　　　　　　　すがふ　（動）

　　　　てうふ調布　　　　　　　　　おぶ帯ぷ　　　　　　　おっすがふ追っ鎚ふ
　　　　　とうぶ　東武　　　　　　　　かきおふ　かき負ふ　　　　　　おひすがふ　追ひすがふ

　はちはいどうふ　八杯豆腐　　　　　　　ききおふ　聞き負ふ　　　　　　　　せかふ　塞敢ふ

　なむおみどうふ　南無阿弥豆腐　　　　　　さきおふ　先追ふ　　　　　　　　　そがふ　蘇合

　　おぼろどうふ　朧豆腐　　　　　　　　　ひきおふ　引き追ふ　　　　　　　　　たがふ　違ふ

　　　　きゃうふ　狂夫　　　　　　　　なにしおふ　名にし負ふ　　　　　　　いだかふ　抱かふ

　　　　ぎゃうぶ　行歩　　　　　　　　　なにおふ　名に負ふ　　　　　おもひうたがふ　思ひ疑ふ

　　　　ぎゃうぶ　刑部　　　　　　　　せたらおふ　背たら負ふ　　　　　　ひきたがふ　引き違ふ

　　　　じゃうふ上布　　　　　　　　とりおふ　取り負ふ　　　　　　　したがふ従ふ
　　　　しゃうぶ　菖蒲　　　　　　　　さきをおふ　先を追ふ　　　　　　よにしたがふ　世に従ふ

　さつまじゃうふ　薩摩上布　　　　あごではへをおふ　顎で蝿を追ふ　　ところにしたがふ　所に従ふ

　　　　ひゃうぶ　兵部　　　　おと　　　　　　　　　　　　　　　　かたたがふ　方違ふ
　　　　びゃうぶ　屏風　　　　　　がひではへをおふ　願で蝿を追ふ　　　　こζち．たがふ　心地違ふ

　　こしびゃうぶ　腰屏風　　　　　　　　　　かふ　甲　　　　　　　　あんにたがふ　案に違ふ

　　そでぴゃうぶ　袖屏風　　　　　　　　　　かふ　買ふ　　　　　　　　　　　ちかふ　誓ふ

　まくらびゃうぶ枕屏風　　　　　　　　　　かふ　飼ふ　　　　　　　　　　ちがふ　違ふ

　あじろびゃうぶ　網代屏風　　　　　　　　　かふ　交ふ（動）　　　　　　ひきちがふ　引き違ふ

　むしろびゃうぶ莚屏風　　　　　　　　　一かふ　交ふ（接尾）　　　　　ゆきちがふ　行き違ふ

　　　みゃうぶ　名簿　　　　　　　　　　一かふ　肯ふ　　　　　　　　　さしちがふ　刺し違ふ

　　　みゃうぶ　命婦　　　　’　　　　　　がふ　楽府　　　　　　　　　さしちがふ　差し違ふ

　　ないみゃうぶ　内命婦　　　　　　　　　一がふ　合　　　　　　　　　　すちかふ　筋交ふ

　　わうみゃうぶ　王命婦　　　　　　　　　　かぶ　（名）　　　　　　　　　せちがふ　（動）

　　　げみゃうぶ　外命婦　　　　　　　　　　かぶ　株　　　　　　　　　　はせちがふ　馳せ違ふ

　ゐぎのみゃうぶ　威儀の命婦　　　　　　　あがふ　贋ふ　　　　　　　　せめせちがふ　責めせちがふ

ゆけひのみゃうぶ　収負の命婦　　　　　　かいかふ　開闘　　　　　　　　　たちかふ　裁ち替ふ

　　　　りゃうぶ　両部　　　　　　　　　たいかふ　太閤　　　　　　　　　つちかふ　培ふ

ごんたいりゃうぶ　金胎両部　　　　　　　　　うかぶ　浮かぶ　　　　　　　　　でちがふ　出違ふ

　　　　しょうぶ　勝負　　　　　　　　　かうがふ　香合　　　　　　　かなりはちがふ　可なり八合

　いのちしょうぶ　命勝負　　　　　　　　かうがふ　勘ふ　　　　　　あごがくひちがふ　顎が食ひ違ふ

　あひてしょうぶ　相手勝負　　　　　　　　　かかふ　（名）　　　　　　　　とびちがふ　飛び違ふ

　　　　　えふ　葉　　　　　　　　　　　かかふ　抱ふ　　　　　　　　　まちがふ　間違ふ

　　　　　えぷ閻浮　　　　　　　　　　かがふ　（動）　　　　　　　　　　つかふ　使ふ

　　　るいえふ　累葉　　　　　　　　　　かがふ　香ふ　　　　　　　　　　つかふ　着かふ

　　　　こうえふ　後葉　　　　　　　　　うかがふ　窺ふ　　　　　　　　　　つかふ　仕ふ

　　　ぎゃうえふ　杏葉　　　　　　　　ぜぜがかふ　手手が甲　　　　　　　　つがふ　番ふ

　　　ちくえふ竹葉　　　　　　　　　　きかふ　錯ふ　　　　　　　　　　つがふ　継ふ

きんしぎょくえふ　金枝玉葉　　　　　　　ときかふ　解き交ふ　　　　　　　　っがふ　都合

　　　　こえふ五葉　　　　　　　　　ひきかふ　引き替ふ　　　　　　　あつかふ　熱かふ

　　　　うすえふ薄葉　　　　　　　　ゆきかふ　行き交ふ　　　　　　　あつかふ　扱ふ

　　　いちえふ　一葉　　　　　　　　　　　くがふ　九合　　　　　　　　　しあっかふ　し扱ふ

　　　はちえふ　八葉　　　　　　　　　りくがふ　六合　　　　　　　　もちあっかふ　持ち扱ふ

　　　あっえふ　厚葉　　　　　　　　　‘うけがふ　肯ふ　　　　　　　　もてあつかふ　もて扱ふ

　　　ばっえふ　末葉　　　　　　　　　なげかふ　歎かふ　　　　　　　いひあつかふ　言ひ扱ふ

　　　まつえふ　末葉　　　　　　　　　　さかふ　逆ふ　　　　　　　おもひあっかふ　思ひ扱ふ

　　　　にえぷ　坤吟ぷ　　　　　　　　　　さかふ　境ふ　　　　　　　　　　きっかふ　亀甲

　　　しんえふ　心葉　　　　　　　　　いさかふ　課ふ　　　　　　　　　きつかふ　気遣ふ
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　　　たたきつかふ　敲き使ふ　　　　　　きもむかふ　肝向かふ（枕）　　　　　　うぐふ　（動）

　　　　めしつかふ　召し使ふ　　　　　おもてをむかふ　面を向かふ　　　　　　「　こくぷ　国府

　　　　　てっかふ　手っ甲　　　　　　　しゅがふ衆合　　　　　　　　　そくふ　続ふ
　　　　　てつがふ　手都合　　　　　　　　あらがふ　課ふ　　　　　　　　　　そぐふ　（動）

　　　　　につかふ　丹つかふ　　　　　　いひあらがふ　言ひ争ふ　　　　　　　　　たぐふ　類ふ

からすをうにつかふ　烏を鵜に使ふ　　　　　　からかふ　（動）　　　　　　　　　うちくふ　うち食ふ

　　　さきにつかふ　先に使ふ　　　　　　一しらがふ　（接尾）　　　　　　　　つくぷ　曝ぷ

　　　　さにつかふ　さ丹つかふ　　　　　みえしらがふ　見えしらがふ　　　　　きでくふ　気で食ふ

　　　　いひつかふ　言ひ使ふ　　　　　　　ちりかふ　散り交ふ　　　　　　　ととくふ　都督府

　　　　いひつがふ　言ひ継がふ　　　　　　とりかふ　取り飼ふ　　　　　　　　ばくふ　幕府

　　　　みつかふ　水飼ふ　　　　　　　　さるがふ　散楽ふ　　　　　　　　つめくふ　爪喰ふ

　　　　みやつかふ　宮仕ふ　　　　　　　　　　わかぶ　若ぷ　　　　　　　　　　ひゃくぷ　百歩

　　　こころつかふ　心使ふ　　　　　　　しゃうをかふ　生を代ふ　　　　　　　ぎょくふ　玉斧

　　ことばをつがふ　言葉を番ふ　　　　　　どくをかふ　毒を飼ふ　　　　　　　　　ろくふ　六府

　　へうりをつかふ　表裏を遣ふ　　　しゅうしをかふ宗旨を変ふ　　　　　　ろくぷ六部
　　　　　ゐなかぶ　田舎ぷ　　　　　　　かたちをかふ　形を変ふ　　　　　ろくじふろくぷ　六十六部

　　　　　ねがふ　願ふ　　　　　　　　ぜにをかふ　銭を買ふ　　　　　　したをくふ　舌を食ふ

　　　　ごひねがふ　乞ひ願ふ　　　　　　　ひをかふ　火を易ふ　　　　　　くちをくふ　ロを食ふ

　　　　　のがふ　野飼ふ　　　　　　　　そびをかふ　（連語）　　　　　　けちめをくふ　けちめを食ふ

　　　　　　ひかふ　控ふ　　　　　　　　　さまをかふ　様を変ふ　　　かまどにまめをくぷ　竈に豆をくぷ

　　　　　　ひかふ　引替ふ　　　　　　　　かんがふ　勘合　　　　　　　　うらをくふ　裏を食ふ

　　　　　とびかふ　飛び交ふ　　　　　　　かんがふ　勘ふ　　　　　　　　わりをくふ　割を食ふ

　　　　　なびかふ　廓かふ　　　　　　　　ぜんがふ　禅閤　　　　　　　　　　　けふ　今日

　　　　　ふがふ　不合　　　　　　　　　だんかふ　談合　　　　　　　　　　　げふ　業

　　　　　ふがふ　符合　　　　　　　　とひだんかふ　問ひ談合　　　　　　　　　けぷ　（形動）

　　　　しはぶかふ　咳かふ　　　　　　みみだんがふ　耳談合　　　　　　　　　うけふ　誓ふ

　　　　なまふがふ　生不合　　　　　　　　ぷんかふ　文厘　　　　　　　　　　うけふ　祈ふ

　　　　　　ほかふ　寿ふ　　　　　　　　　　　　きふ　急　　　　　　　　　　　いうけふ　遊挾

　　　　　　まがふ　紛ふ　　　　　　　　　　　　きふ　来経　　　　　　　　　　さうけふ　菖爽

　　　　みえまがふ　見え紛ふ　　　　　　　　　ぎふ　妓夫　　　　　　　　　なさけぷ　情けぷ

　　　　ききまがふ　聞き紛ふ　　　　　　　かいきふ　階級　　　　　　　　　　たけぶ　猛ぷ

　　　　ふきまがふ　吹き紛ふ　　　　　　　　ごきふ　御給　　　　　　　おもひたけぷ　思ひたけぷ

　　　　いひまがふ　言ひ紛ふ　　　　　　　　しきふ　職封　　　　　　　　　べっげふ　別業

　　　おもひまがふ　思ひ紛ふ　　　　　　　　　じきふ　食封　　　　　　　きのふのけふ　昨日の今日

　　　　みまがふ　見紛ふ　　　　　　　　　しきぶ　式部　　　　　　　　きのふけふ　昨日今日

　　　　くみまがふ　汲み紛ふ　　　　　　　　せきふ　隻亮　　　　　　　　　けんげふ　建業

　　　　ちりまがふ　散り紛ふ　　　　　　　　さっきふ　早急　　　　　　　　　　　こふ　劫

　　　　ふりまがふ　降り紛ふ　　　　　　　にっきふ　日給　　　　　　　　　　　こふ　鵠

　　　　　むかふ　向かふ　　　　　　　　べっきふ　別給　　　　　　　　　　　こふ　国府

　　　　　いむかふ　い向かふ　　　　　　　　にきぷ　和ぷ　　　　　　　　　　　こふ　乞ふ

　　　　　きむかふ　来向かふ　　　　　　　じょはきふ　序破急　　　　　　　　　　　こふ　恋ふ

　　　　ゆきむかふ　行き向かふ　　　　　　　きふきふ　急急　　　　　　　　　　　ごふ　業
　　　　みけむかふ　御食向かふ　　　　　　　よもぎふ　蓬生　　　　　　　　　　　こぶ　戸部

　　　　　　　　　　　　　（枕）　　　　　じゅんきふ　巡給　　　　　　　　　　　　こぶ　媚ぷ

　　　　さしむかふ　差し向かふ　　　　　　　　　くふ　食ふ　　　　　　　　　　いこふ　憩ふ
　　　　はしむかふ　箸向かふ（枕）　　　　　　　くふ　構ふ　　　　　　　　　　いごふ　意業

　　　　ただむかふ　直向かふ　　　　　　　　　くぷ　焼ぷ　　　　　　　　　えいごふ　永劫

　　　　たちむかふ立ち向かふ　　　　　　　ぐぷ　供奉　　　　　　　しんくいごふ　身口意業

　　　　いでむかふ　出で向かふ　　　　　　　あくぷ　（動）　　　　　　　　　ざいごふ　罪業

　　いのちにむかふ　命にむかふ　　　　　　　いくふ　射くふ　　　　　　　ぎゃうごふ　行業

　　　　いひむかふ　言ひ逆ふ　　　　　　　ないぐぷ　内供奉　　　　　　　じゃうごふ　成劫
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　　　たしゃうごふ　多生劫　　　　　　　　　かざふ　（動）　　　　　　　　　　くしぶ　（動）

　じゅんしゃうごふ　順生業　　　　　　　あきさぷ　秋さぷ　　　　　　　いつくしぶ　慈しぶ

　　　ちゃうごふ　定業　　　　　　　　　かくさふ　隠さふ　　　　　　　　しゅくしふ　宿執

　　　　ぢゅうζふ　住劫　　　　　　　　　　ささふ　支ふ　　　　　　　　しゅくしふ　宿習

　　　　くわうごふ　噴劫　　　　　　　　　　すさぶ　荒ぷ（動）　　　　　　　ろくじふ　六十

たしゃうくわうごふ　多生噴劫　　　　　　　　一すさぶ　荒ぶ（接尾）　　　　　　　ごじふ　五十

　　むしくわうごふ　無始噴劫　　　　　　かきすさぷ　書きすさぷ　　　　　　　　さしぶ　（名）

　　　　ききこふ　聞き恋ふ　　　　　　さきすさぷ　咲きすさぷ　　　　　　　しじふ　四十

　　　　　くごふ　口業　　　　　　　　ふきすさぶ　吹きすさぶ　　　　　　はちじふ　八十

　　　　あくごふ　悪業　　　　　　　　くちずさぷ　口遊ぷ　　　　　ごひゃくはちじふ　五百八十

　　　　とくごふ　得業　　　　　　　　たちさふ　立ち塞ふ　　　　　　　にっしふ　入集

　　　　しゅくごふ　宿業　　　　　　　　　なつさふ　（動）　　　　　　　　　　としふ　年経・

　　　じゅんこごふ　順後業　　　　　　　　　たつさふ　携ふ　　　　　　　　　　かなしぶ　愛しぶ

　　　みなそこふ　水底経（枕）　　　　うまひとさぷ　貴人さぷ　　　　　　　かなしぶ　悲しぶ

　　　　　とこふ　呪ふ　　　　　　　　　おきなさぷ　翁さぷ　　　　　　　　ことなしぶ　事無しぶ

　　　あふとこぶ　跨ぶ　　　　　　　　　ものさぷ　（動）　　　　　　　　　　にじふ　二十

　　　　しにごふ　死に業　　　　　　　　おはさふ　（動）　　　　　　　　いへのしふ　家の集

　　　　　のこふ　拭ふ　　　　　　　　　　ふさふ　相応ふ　　　　　　　　しぶしぶ　渋渋

　　　　いのこふ　（動）　　　　　　　　まさふ坐さふ　　　　　　　　まじふ交ふ
　　　かいのこふ　かい拭ふ　　　　　　　いまさふ　坐さふ　　　　　　　　　みしぶ　水渋

　　　おしのこふ　おし拭ふ　　　　　おはしまさふ　御座しまさふ　　　　　　ともしぶ　乏しぶ

　　　　　ひごふ　非業　　　　　　　　　やまさぷ　山さぷ　　　　　　　　あやしぶ　怪しぶ

　　　　こひこふ　恋ひ恋ふ　　　　　　　かみさぶ　神さぷ　　　　　　　あからしぶ　懇しぶ

　　　おもひこふ思ひ恋ふ　　　　　　　しみさぷ　茂みさぷ　　　　　　あたらしぶ　（動）

　　　　こぶごぷ　（副）　　　　　　　　かむさぷ　神さぷ　　　　　　　くるしぶ　苦しぶ

　　　　みやこぶ都ぶ　　　　　　　　うらさぷ　（動）　　　　　　　　うれしぶ　嬉しぶ

　　　　うらこふ　うら恋ふ　　　　　　　　てらさふ　街さふ　　　　　　　　　　ゑじふ　衛士府

　　　こもりこふ隠り恋ふ　　　　　　とりさふ　取り支ふ　　　　　　さんじふ三十
　　　　よろこぶ喜ぷ　　　　　　　　はんざふ　半挿　　　　　　　　　ぜんしふ　前集

　　　　いんこふ　因業　　　　　　　　　　　しふ　執　　　　　　　　　　せんじふ　撰集

　　じゅんげんこふ　順現業　　　　　　　　　　　しふ　集　　　　　　　　　　　なんじふ　難渋

　　　　さんごふ　三業　　　　　　　　　　　しふ　療ふ　　　　　　　　　へんしふ　偏執

　　　　しんこふ　身業　　　　　　　　　　　しふ　強ふ　　　　　　　　　　　すぶ　統ぶ

　　　　しんこふ　賑給　　　　　　　　　　　しふ　謹ふ　　　　　　　　　　　ずぷ　（副）

　　　　くすんごぷ九寸五分　　　　　　　　　しぶ　渋　　　　　　　　　　　くずふ　葛布

　　　　ぜんごふ　前業　　　　　　　　　　　しぶ　四部　　　　　　　　　　さすふ　誘ふ

　　　　ぜんごふ　善業　　　　　　　　　　　しぶ　使部　　　　　　　　　　　すすぷ　煤ぶ

　　　ててんごふ　手転業　　　　　　　　　あしぶ　葦火　　　　　　　　　　ふすぷ　煉ぷ

　　　　まんごふ　万劫　　　　　　　　　あいしふ　愛執　　　　　　　　　　すぷすぷ　（副）

　　おくまんごふ　億万劫　　　　にじふいちだいしふ　二十一代集　　　　　　　　むすぷ　結ぷ

　　　くおんごふ　久遠劫　　　　　　はちだいしふ　八代集　　　　　　　　　むすぷ　掬ぷ

　　　　　　さふ　左府　　　　　　　さんだいしふ　三代集　　　　　　　ひきむすぶ　引き結ぷ

　　　　　　さふ　障ふ　　　　　　じふさんだいしふ　十三代集　　　　　　　ふきむすぷ　吹き結ぷ

　　　　　　ざふ　雑　　　　　　　　　　こうしふ　後集　　　　　　　かたすそむすぷ　肩裾結ぷ

　　　　　　さぶ　（動）　　　　　　　　まうしふ　妄執　　　　　　　まくらむすぷ　枕結ぷ

　　　　　　一さぷ　（接尾）　　　　　　せつようしふ　節用集　　　　　　　　くさむすぶ　草結ぷ

　　　　　あさふ　浅ふ　　　　　　　　　　がしふ　我執　　　　　　　　きりむすぷ　切り結ぷ

　　　　　あざふ糾ふ　　　　　　　　むかしぶ　昔ぶ　　　　　　　ゆめをむすぷ　夢を結ぷ

　　　　　あさぷ　浅ぶ　　　　　ちょくせんわかしふ　勅撰和歌集　　　　ちぎりをむすぶ　契りを結ぷ

　　　　　いさふ叱ふ　　　　　　　　かきしぶ　柿渋　　　　　　　ちりをむすぷ　塵を結ぷ

　　　　　おさふ押ふ　　　　　　　　せきしふ　積習　　　　おな　　　　　　　同じ流れを
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じながれをむすぷ　　　　　掬ぶ　　　　　　　　たぷ　食ぶ　　　　　　　　　もんだふ　問答ふ

　えんをむすぷ　縁を結ぷ　　　　　　　　一たぷ　（助動）　　　　　　　らんたふ　卵塔

　　　　ゆすふ　結ふ　　　　　　　　　　あたふ　能ふ　　　　　　　　　りんたふ　輪塔

　　　とりすぶ　とり総ぷ　　　　　　　　あだふ　（動）　　　　　　　　　　ちふ　茅生

　　　　　せふ　妾　　　　　　　　　　さいたふ　西塔　　　　　　　　　　一ちふ　（連語）

　　　　　せふ　少副　　　　　　　　　だいたふ　大塔　　　　　　　　　　ちぶ　禿ぷ

　　　　むせぷ　喧せぷ　　　　　　　　　うたふ　訴ふ　　　　　　　　　　　ちぷ　治部

　こころにむせぷ　心に咽ぷ　　　　　　　だうたふ　堂塔　　　　　　　　　　いちぷ　一歩

　　　いんぜふ　引接　　　　　　　　　ほうたふ　宝塔　　　　　　　　　　いちぷ　一分

らいがういんぜふ　来迎引接　　　　　　　たほうたふ　多宝塔　　　　　　　　すいちぶ　素一歩

　　　　　そふ　添ふ　　　　　　　　　　かたふ　（動）　　　　　　　　　あさちふ　浅茅生

　　　　あそぷ　遊ぶ　　　　　　　　　　　きたふ　鍛ふ　　　　　　　　　　　はちぶ　八部

　　　もてあそぷ　玩ぶ　　　　　　　　　せきたふ　石塔　　　　　　　　むらはちぷ　村八分

　　　　いそふ　い添ふ　　　　　　　　てきたふ　敵対ふ　　　　　りゅうじんはちぷ　龍神八分

　　　　いそふ　争ふ　　　　　　　　　そくたふ　束帯ふ　　　　　　　　　もちふ　用ふ

　　　かいそふかい添ふ　　　しゃくたふ積塔　　　　　 っふ壷
　　　　おそふ　襲ふ　　　　　　　　ちょくたふ　勅答　　　　　　　　　　　つぶ　粒

　　　　かぞふ　数ふ　　　　　　　　　　こたふ　答ふ　　　　　　　　　　　っぶ　禿ぷ

　　　あかそぷ　赤そぷ　　　　　　　　　こたふ　堪ふ　　　　　　　　　　つぶ　（副）

　　かきかぞふ　かき数ふ　　　　　こころにこたふ　心に応ふ　　　　　　　　ごっぷ　小粒

　　そらかぞふ　空数ふ（枕）　　　　　　よこたふ　横たふ　　　　　　　　　　ざっぶ　（副）

　　　　きそふ　着襲ふ　　　　　　　しりこたふ　後答ふ　　　　　　　　つぶつぶ　（副）

　　　おきそふ　置き添ふ　　　　　　　　　したふ　（動）　　　　　　　　　つぶつぶ　円円

　　　ききそふ　聞き添ふ　　　　　　　　したふ　慕ふ　　　　　　　　　づぷづぷ　（副）

　　　ひきそふ　引き添ふ　　　　　　　みなしたふ　水下経（枕）　　　　　　　　まっふ．纏ふ

　　　ふきそふ　吹き添ふ　　　　　　　　たたふ　称ふ　　　　　　　　　　むつぶ　睦ぶ

　　　　さそふ　誘ふ　　　　　　　　　　　たたふ　湛ふ　　　　　　　　　　きむつぶ　来睦ぶ

　　はなさそふ　花誘ふ　　　　　　　　　たたぷ　田賜ぷ　　　　　　おもひむつぶ　思ひ睦ぶ

　　　かずそふ　数添ふ　　　　　　　　　つたふ　伝ふ　　　　　　　　なれむつぶ　馴れ睦ぷ

　　　かたそふ　片添ふ　　　　　　　　　うったふ　訴ふ　　　　　　　　　　らっぷ　乱舞

　　　　うちそふ　うち添ふ　　　　　　　ききつたふ　聞き伝ふ　　　　　　　　　ろっぷ　六蹄

　　　たちそふ　立ち添ふ　　　　　　　こづたふ　木伝ふ　　　　　　ござうろっぷ五臓六蹄

　　　　なぞふ　準ふ　　　　　　　　　みつつたふ　水伝ふ（枕）　　　　　　　わっぷ　割賦

　　　みにそふ　身に添ふ　　　　　　　みなつたふ　水伝ふ（枕）　　　　　　　　てふ　牒

　　　そぷそぶ　（副）　　　　　　　　いひつたふ　言ひ伝ふ　　　　　　　　　てふ　蝶

　　　　よそふ　装ふ　　　　　　　　あまつたふ　天伝ふ　　　　　　　　　一てふ　（連語）

　　　　よそふ　寄そふ　　　　　　　　しまつたふ　島伝ふ　　　　　　　　　一でふ　帖

　　たちよそふ　たち装ふ　　　　　　ももつたふ　百伝ふ（枕）　　　　　　　あてぶ　貴ぶ

　　おもひよそふ　思ひ寄そふ　　　　　　うらつたふ　浦伝ふ　　　　　　　　　いてふ　銀杏

　　　とりよそふ　とり装ふ　　　　　　　とりつたふ　取り伝ふ　　　　　　ちょうでふ　重畳

　　　あらそふ　争ふ　　　　　　　ごぢゅうのたふ　五重の塔　　　　　　てんぐでふ　天具帖

のきをあらそふ　軒を争ふ　　　　　　　　ぶたふ　舞踏　　　　　　　　　　こてふ　胡蝶

　　　なりそふ　成り添ふ　　　　　　　たぶたぷ　（副）　　　　　　　　でってふ粘葉

　　　のりそふ乗り添ふ　　　　　　だぶだぶ　（名）　　　　　　　　どてふ度牒
　　　いうそふ　色添ふ　　　　　　　　もみたふ　（動）　　　　　　　　　　なでふ　（連体）

　　　　　たふ　答　　　　　　　　　　　ゆたふ　（動）　　　　　　　あげはのてふ　揚げ羽の蝶

　　　　　たふ塔　　　　　たゆたふ揺蕩ふ　　　　 ふてふ符牒
　　　　　たふ　太布　　　　　　　　　しゃりたふ　舎利塔　　　　　　　　なんでふ　何でふ

　　　　　たふ　支ふ　　　　　　　　　さんたふ　三塔　　　　　　　　　はんでふ　半畳

　　　　　たふ　堪ふ　　　　　　　　　たんだふ　探題ふ　　　　　　　　　　とふ　問ふ

　　　　　たぷ　賜ぷ　　　　　　ひゃくまんたふ　百万塔・　　　　　　　　一とふ　（連語）
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　　　　　　とぷ　飛ぶ　　　　　　　　　　　なふ　柄　　　　　　　　　　しゅつなふ　出納

　　　　あとふ　聰ふ　　　　　　　　　　　なふ　萎ふ　　　　　　　　　　となふ　唱ふ

　　　　いとふ　厭ふ　　　　　　　　　　　なふ　絢ふ　　　　　　　　　　となふ　調ふ

　　　よをいとふ　世を厭ふ　　　　　　　　一なふ　（動）　　　　　　　　　おとなふ　（動）

　　　　かどふ　（動）　　　　　　　　　　　なぶ　並ぶ　　　　　　　　　　おとなぶ　大人ぷ

かさのだいがとぶ　笠の台が飛ぷ　　　　　　一なぶ　魔ぶ　　　　　　　　　　はなふ　唾ふ

　　　　たかとぷ　高飛ぷ　　　　　　　　　いなぶ　辞ぷ　　　　　　　　　　ひなぶ　鄙ぶ

　　　　あぎとふ　（動）　　　　　　　　　　うなふ　（動）　　　　　　　　　まひなふ　賄ふ

　　　　　さどふ　（動）　　　　　　　　　かなふ　叶ふ　　　　　　　　　うべなふ　諾ふ

　　　　　さとぷ僅ぷ　　　　　　　　あがなふ　贋ふ　　　　　　　　　さへなふ　（動）

　　　やまざとぷ　山里ぷ　　　　　　　ことかなふ　事適ふ　　　　　　　　　まなぶ　学ぶ

　　　　　たとふ　讐ふ　　　　　　こころにかなふ　心に適ふ　　　　　　　　あまなふ　和ふ

　　　　　つどふ　集ふ　　　　　　　　　のがなふ　（動）　　　　　　　　　あまなふ　甘なふ

　　　さしつどふ　さし集ふ　　　　　　　はかなぶ　（動）　　　　　　　　　つみなふ　罪なふ

　　　めしつどふ　召し集ふ　　　　　　いひかなふ　言ひかなふ　　　　　　ともなふ　伴ふ

　　　かむつどふ　神集ふ　　　　　　　　まかなふ　賄ふ　　　　　　　　　うらなふ　占ふ

　　　　あととふ　後訪ふ　　　　　　　とりまかなふ　とり賄ふ　　　　　　　　　　たぷ　鈍ぷ

　　　　あととふ跡問ふ　　　　　　　おきなぶ翁ぷ　　　　　　　　　くにふ　口入
　　　　こととふ　言問ふ　　　　　　　　しきなぶ　（動）　　　　　　　　　つくにふ　木菟入

　　　まこととふ　真言問ふ　　　　　　　おこなふ　行なふ　　　　　　　　　せにふ　施入

　　　　たふとぷ　尊ぶ　　　　　　まうしおこなふ　申し行なふ　　　　　　　はにふ　埴生

　　　　　ほどふ　程経　　　　　　　あておこなふ　宛て行なふ　　　　　しゅごふにふ　守護不入

　　　　ほとぶ　潤ぶ　　　　　　　とりおこなふ　執り行ふ　　　　　　　　よにふ　世に経

　　　　　まとふ　纏ふ　　　　　　　はりおこなふ　張り行なふ　　　　　　さんにふ　参入

　　　　　まどふ　惑ふ（動）　　　　　よをおこなふ　世を行なふ　　　　　　　しぬぷ　忍ぶ

　　　　一まどふ　惑ふ（接尾）　　　　　　そこなふ　損ふ　　　　　　　　　　　しぬぷ　偲ぶ

　　　　　まどふ　償ふ　　　　　　　もてそこなふ　もて損ふ　　　　　　　　たちぬふ　裁ち縫ふ

　　　　あまとぷ　天飛ぷ　　　　　　　　　あざなふ　糾ふ　　　　　　　　　　　　ねぶ　（名）

　　　きえまどふ　消え惑ふ　　　　　　　いざなふ　誘ふ　　　　　　　　　　　ねぶ　（動）

　　　ききまどふ　聞き惑ふ　　　　　　　をさなぶ　幼ぷ　　　　　　　　　つきねふ　（枕）

　　　なきまどふ　泣き惑ふ　　　　　　　　しなふ　擁ふ　　　　　　　　　　まねぶ　学ぷ

　　　ふきまどふ　吹き惑ふ　　　　　　　　しなぶ　蔵ぷ　　　　　　　　　　やねぶ　屋根ぷ

　　さわぎまどふ　騒ぎ惑ふ　　　　　　　あしなふ　養ふ　　　　　　　　　　　のぶ　伸ぶ

　　　　けまとふ　蹴纏ふ　　　　　　　　うしなふ　失ふ　　　　　　　　　　きのふ　昨日

　　　おちまどふ　怖ぢ惑ふ　　　　　ときをうしなふ．時を失ふ　　　　　　　つくのふ　償ふ

　　ここちまどふ　心地惑ふ　　　こころきをうしなふ　心気を失ふ　　　　　　　しのぶ　信夫

　　　　つまどふ妻問ふ　　　　　いろをうしなふ　色を失ふ　　　　　　　　しのぶ　偲ぶ

　　　めでまどふ　愛で惑ふ　　　ぐわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しのぶ　忍ぷ

　　やみにまどふ闇に惑ふ　　　　いぶんをうしなふ　外聞を失ふ　　　　　　　しのぶ　忍

　　そらにまどふ空に惑ふ　　　　　　おしなぶ　押し灘ぶ　　　　　　　おしのぶ押し延ぷ

　　おもひまどふ思ひ惑ふ　　　　　　　おしなぶ　押し並ぷ　　　　　　ききしのぶ　聞き忍ぷ

　　　ふみまどふ　踏み惑ふ　　　　　　たちしなふ　立ち擁ふ　　　　　　ひきしのぶ　引き忍ぷ

　　　あれまどふ　荒れ惑ふ　　　　　　　まじなふ　呪ふ　　　　　　　　　こしのぶ　腰伸ぷ

　あくがれまどふ憧れ惑ふ　　おとがいをやしなふ願を養ふ　　　　　　つりしのぶ釣り忍

　　　くれまどふ　暗れ惑ふ　　　　　　　　せなふ　（連語）　　　　　　　　　そのふ　園生

　　こころまどふ　心惑ふ　　　　　　　　　そなふ　備ふ　　　　　　　たけのそのふ　竹の園生

　　　　やとふ　雇ふ　　　　　　　　　みそなふ　見そなふ　　　　　　　みそのふ　御園生

　　　　さよとふ　小夜訪ふ　　　　　　　あたなふ　冠なふ　　　　　　　　　おちのぶ　落ち延ぷ

　　　　うらとふ　占問ふ　　　　　　　　べちなふ　別納　　　　　　　　　ととのふ　調ふ

　　　　うらどふ裏問ふ　　　　　　　　うつなふ　（動）、　　　　　　いひととのふ　言ひ調ふ

　　おはぐうどぶ　御歯黒溝　　　　　　　べつなふ　別納　　　　　　　　ねびととのふ　ねび整ふ
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　　　もののふ　武士　　　　　　　　　あぢはふ　味はふ　　　　　　　　わうぼふ　王法

　　おもひのぶ　思ひ延ぷ　　　　　　　うちはふ　うち延ふ　　　　　　　　おほふ　大風

　　　　みのぶ　見延ぶ　　　　　　　かたちはふ　億ふ　　　　　　　　　　おほふ　覆ふ

　　　とりのぶ　取り延ぶ　　　　　　　たまちはふ　魂ぢはふ（枕）　　　　うちおほふ　うち被ふ

　　　　しわのぶ　鐵伸ぷ　　　　　　　　　こっぱふ　骨法　　　　　　　　　　きほふ　競ふ

　　　くびをのぶ　頚を延ぷ　　　　　　　　ねばふ　根延ふ　　　　　　　　いきほふ　勢ふ

　　　　　はふ法　　　　 あしねはふ葦根はふ（枕）　 すすしきほふすすし競ふ
　　　　　はふ　破風　　　　　　　　　　のばふ　述ばふ　　　　　　　ふなぎほふ　船競ふ

　　　　　はふ　遣ふ　　　　　　　　　　　のばふ　延ばふ　　　　　　　　　　ぐほふ　弘法

　　　　　はふ　延ふ　　　　　はんで　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐほふ　求法

　　　　　ばふ　乏　　　　　　んしうじゅのはふ　班田収授の法　　　　　　げほふ　外法

　　　　　ばふ　奪ふ　　　　　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごほふ　護法

　　　　あはふ　粟生　　　　　ぜいっしんのはふ　三世一身の法．　　　よろこぼふ　喜ぼふ

　　　　あばふ　（動）　　　　　　　　　はふはふ　這ふ這ふ　　　　　　　　さほふ　作法

　　　　いはふ　い這ふ　　　　　　　きりづまはふ　切妻破風　　　　　　　　　じほふ　実法

　　　　いはふ　斎ふ　　　　　　　　　　むばふ　奪ふ　　　　　　　　　　ずほふ　修法

　　　　いばふ　噺ふ　　　　　　　　おもはふ思はふ　　　　　　　みずほふ　御修法
　　いつきいはふ　斎き祝ふ　　　　　　　　よばふ　呼ばふ　　　　ごし　　　　　　　後七日の御

　　　　さいはふ　幸ふ　　　　　　　　したよはふ　下よ延ふ　　　ちにちのみずほふ　　　　修法

　　　たいはふ　大法　　　　　　　　　　からはふ　唐破風　　　　ごだ　　　　　　　　五大尊の御

　　　へいはふ　兵法　　　　　　　　　ふらばふ　触らばふ　　　いそんのみずほふ　　　　修法

　　ぢゃうはふ　定法　　　　　　　　　ふりはふ　振りはふ　　　　ごだんのみずほふ　五壇の御修法

　　ひゃうはふ　兵法　　　　　　　　　をりはふ　折り延ふ　　　　　　　よそほふ　装ふ

うさぎびゃうはふ兎兵法　　　　　　　　ふればふ　触ればふ　　　　　　　じっぽふ　実法

なまびゃうはふ　生兵法　　　　　　　よころばふ　横ろばふ　　　　　　　せっぼふ　説法

　　みゃうばふ　明法　　　　　　　　　けんばふ　憲法　　　　　　　つじぜっぼふ　辻説法

　　　　おはふ　追はふ　　　　　　　　すんぱふ　寸法　　　　　いんえんせっぽふ　因縁説法

　　　　しきはふ　式法　　　　　　　　　　　ひふ　一二　　　　　　　　　ぷっぽふ　仏法

　　　　さきはふ　幸ふ　　　　　　　　　　　　ひふ　秘府　　　　　　　せたいぶっぽふ　世帯仏法

　　　にぎはふ　賑はふ　　　　　　　　　　ひふ　被風　　　　　　　　　まっぽふ　末法

　　　ひきはふ　引き延ふ　　　　　　　　　ぶぶ　（副）　　　　　　　　　めっぽふ　滅法

　　　　くはふ　加ふ　　　　　　　　かんがふふ　勘合符　　　　　そっぱうめっぽふ　外方滅法

　　　　　くはふ　衡ふ　　　　　　　　　　たふぶ　答舞　　　　　ぜしゃうめっぽふ　是生滅法

　　　　しくはふ　し加ふ　　　　　　　　　にふぶ　入部　　　　　　　　しらとほふ　白砥ほふ（枕）

　　　たくはふ　貯ふ　　　　　　　　　うすべふ　護田鳥斑　　　　　　　　にほふ　匂ふ

　　　つくばふ　埠ふ　　　　　　　　たかうすべふ　鷹護田鳥斑　　　　　　さきにほふ　咲き匂ふ

　かいつくばふかい鱒ふ　　　　 ほふ法　　 くじゃ

　ついつくばふ　つい鱒ふ　　　　　　　　ほふ　法（名）　　　　　くきゃうのほふ　孔雀経の法

　　　とくはふ　得法　　　　　　　　　だいほふ　大法　　　　　くじゃく

　　　ことくはふ　言加ふ　　　　　　　　ないほふ　内法　　　　　みゃうわうのほふ　孔雀明王の法

　　あぢさはふ　（枕）　　　　　　　　　けうほふ　教法　　　　　　　だいげんのほふ　大元帥の法

　　つのさはふ　（枕）　　　　　　　　　ざうぽふ　像法　　　　　　　　ごだんのほふ　五壇の法

　　　　さしはふ　さし延ふ　　　　　　　てうほふ　調法　　　　　　　　　　ひほふ　秘法

　　　　そばふ　戯ふ　　　　　　　　くちでうほふ　EI調法　　　　　　　　　しゅほふ　修法、

　　　いそばふ　い戯ふ　　　　　　　　ぶてうほふ　不調法　　　　　　　　　じゅほふ　受法

　　　おそばふ　（動）．　　　　　　　　めうほふ　妙法　　　　　　　　　　しょほふ　諸法

　　　　たぱふ　庇ふ　　　　　　　　　ぎゃうぽふ　行法　　　　　　　　　にょほふ　如法

　　　　たばふ　貯ふ　　　　　さんみっぎゃうぽふ　三密行法　　　　　　　さらぼふ　（動）

　　　おたはふ　（動）　　　　　　　　くやうぽふ　供養法　　　　　　おいさらぼふ　老いさらぽふ

　　　　したはふ　下延ふ　　　　　　　しゃうぽふ　正法　　　　　　　やせさらぼふ　痩せさら犀ふ

　　　　ちはふ　幸ふ　　　　　　　そんしょうほふ　尊勝法　　　　　おこなひさらぼふ　行なひさらぽふ
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　　　　ちりぼふ　（動）　　　　　　　　　　みぷ　乳部　　　　　　　いぎにおよぷ　異議に及ぷ

　　　　うるほふ　潤ふ　　　　　　　　　　　みぶ　御封　　　　　　　　　みおよぷ　見及ぶ

　　　　ようぽふ　（動）　　　　　　　　　かむぷ　神ぷ　　　　　　しさいにやおよぷ　仔細にや及ぷ

　　　　こしんぽふ　護身法　　　　　　　　　　めぶ　馬部　　　　　　　いふにやおよぷ　言ふにや及ぷ

　　くじこしんぽふ　九字護身法　　　　　　　ながめふ　眺め経　　　　　　　こころおよぷ　心及ぶ

　　　　せんぽふ　徴法　　　　　　　　　　　もふ　思ふ　　　　　　　　　　かよふ　通ふ

　　ほっけせんぽふ　法華儀法　　　　　　　　おもふ　思ふ　　　　　　　きこえかよふ　聞こえ通ふ

ひゃくにちせんぼふ　百日儀法　　　　　　　ききおもふ　聞き思ふ　　　　　　　　かがよふ　（動）

　　　　でんぼふ　伝法　　　　　　　　そこおもふ　其処思ふ　　　　　　いきかよふ　行き通ふ

　　　　びんぼふ　貧乏　　・　　　　　はちおもふ　恥ぢ思ふ　　　　　　　ききかよふ　聞き通ふ

　　あふちびんぼふ煽ち貧乏　　　　　へだておもふ　隔て思ふ　　　　　　ゆきかよふ　行き通ふ

　しぬものびんぼふ　死ぬ者貧乏　　　　わすれておもふ　忘れて思ふ　　　　　　ことかよふ　言通ふ

　　　　まんぽふ万法　　　　　　われとおもふ　吾と思ふ　　　　　　ゆめかよふ　夢通ふ

　けんぷつもんぽふ　見仏聞法　　　われをわれとおもふ　我を我と思ふ　　　　　ありがよふ　在り通ふ

　　　　くわんぽふ　観法　　　　　　　　ものおもふ　物思ふ　　　　　　　　　きよぷ　来呼ぷ

　　　　　　まぶ　間夫　　　　　　　　ものおもふ　物思ふ　　　　　　　　もこよふ　（動）

　　　　　いまふ　斎ふ　　　　　　　　いひおもふ　言ひ思ふ　　　　　　　いさよふ　（動）

　　　　　うまふ　生まふ　　　　　　　こひおもふ　恋ひ思ふ　　　　　　　ただよふ　漂ふ

　　　　　かまふ　構ふ　　　　　　　　おもひおもふ　思ひ思ふ　　　　　　　　のどよふ　（動）

　　　　あがまふ　崇ふ　　　　　　　’　あどもふ　率ふ　　　　　　　　　　なよぷ　（動）

　　きあひにかまふ　気合ひに構ふ　　　　　　ものもふ　物思ふ　　　　　　　　　によふ　嘩吟ふ

　　　しゃにかまふ　斜に構ふ　　　　　　　　　やふ　八節　　　　　　　　　かによふ　（動）

　　　あひかまふ　相構ふ　　　　　　　　　　やぶ　野夫　　　　　　　　　　　まよふ　迷ふ

　　　いひかまふ　言ひ構ふ　　　　　　　　あやふ一危ふ　　　　　　　　おきまよふ　置き迷ふ

　　　おもひかまふ　思ひ構ふ　　　　　　　　きゃふ　脚布　　　　　　　　ふきまよふ　吹き迷ふ

　　　　こぎまふ　漕ぎ廻ふ　　　　　　　　みやぶ　雅ぷ　　　　　　　　　さまよふ　吟ふ

　　　　わきまふ　弁ふ　　　　　　　　　　もやふ　肪ふ　　　　　　　　　　さまよふ．彷復ふ

　　　　あぐまふ足組まふ　　　　　　のらやぶ　野ら藪　　　　　　たちさまよふ　立ちさまよふ

　　　　かくまふ　囲まふ　　　　　　　　　　ゆふ　夕　　　　　　　　うとうにまよふ　路頭に迷ふ

　　　　　しまふ仕舞ふ　　　　　　　　　ゆふ　木綿　　　　　　なみだにまよふ　涙に迷ふ
　　　　　しじまふ　（動〉　　　　　　　　　　ゆふ　結ふ　　　　　　　　ふみまよふ　踏み迷ふ

　　　　　すまふ　争ふ　　　　　　　　　　あゆふ　足結ふ　　　　　　　　しもまよふ　霜迷ふ

　　　　　すまふ住まふ　　　　　　　　あゆぷ　歩ぷ　　　　　　　　　　らふ　薦

　　　　かずまふ　数まふ　　　　　　　　　かゆふ　通ふ　　　　　　　　　　　らふ　臓

　　　たたずまふ　停まふ　　　　　　　みじかゆふ　短木綿　　　　　　　　　あらぶ　荒ぶ

　　　　　たまふ　賜ふ　　　　　　　　　あさゆふ　朝夕　　　　　　ちでちをあらふ　血で血を洗ふ

　　　　　一たまふ　給ふ　　　　　　　　ちんじゅふ　鎮守府　　　　　　　　　いらふ　借ふ

　　　まうしたまふ　申し給ふ　　　　　　　まそゆふ　真麻木綿　　　　　　　　いらふ　答ふ

　　　まをしたまふ　申し給ふ　　　　　　　しなだゆふ　（枕）　　　　　　　　　　いらふ　弄ふ

　　　　のたまふ　宣ふ　　　　　　　　しもとゆふ　細枝結ふ（枕）　　　　　　うらふ　占ふ

　　　たびたまふ　賜び給ふ　　　　　　　ゆぷゆぷ　（形動）　　　　　　　　きうらふ　旧臓

　　　　たちまふ立ち舞ふ　　　　　　　まゆふ　真木綿　　　　　　　　さうらふ　候ふ（動）
　　　　っつまふ　惹ふ　　　　　　　　　　まゆふ　枇ふ　　　　　　　　　一さうらふ　候ふ（助動）

　　　　　ふまふ　踏まふ　　　　　　　　　はまゆふ　浜木綿　　　　　　　　一ざうらふ　候ふ

　　　　　みまふ　見舞ふ　　　　　　　　しめゆふ　標結ふ　　　　さうらふべくさうらふ　候ふべく候

　　　　　やまふ，病ふ　　　　　　　　そめゆふ　染め木綿　　　　　ござさうらふ　御座候ふ

　　　　おやまぶ　（名）　　　　　　　　しらゆふ　白木綿　　　いかにまうしさうらふ　如何に申し候

　　　　ゐやまふ礼まふ　　　　　なみのしらゆふ　波の白木綿　　そのことにさうらふ其の事に候

　　　　にらまふ睨まふ　　　　　　　　あよぷ歩ぷ　　　　　おんいりさうらふ御入り候ふ
　　　　ふるまふ　振舞ふ　　　　　　　　　およぷ1及ぷ　　　　　　．さんざうらふ　さん候ふ

　　　　　ゑまふ笑まふ　　　　　　ききおよぷ聞き及ぷ　　　　　　じゃうらふ上薦
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きゃうじゃうらふ　京上薦　　　　　　　　あへしらふ　（動）　　　　　　　　おしならぷ　押し並ぷ

　　こじゃうらふ　小上薦　　　　　　　　ましらふ　真白斑　　　　　　　さしならぷ　さし並ぶ

みやこじゃうらふ　都上薦　　　　　　　　　まじらふ　交らふ　　　　　　　たちならぷ　立ち並ぷ

　おほじゃうらふ　大上薦　　　　　　　かたりしらぷ　語り調ぶ　　　　　　　てならふ　手習ふ

だいりじゃうらふ　内裏上薦　　　　　　こころしらふ　心しらふ　　　　　　ものならふ　物習ふ

　　わじゃうらふ　和上薦　　　　　　　　　さすらふ　流離ふ　　　　　　　　ひならぶ　日並ぶ

　　　ちゅうらふ　中蘭　　　　　　　　　なずらふ　準ふ　　　　　　　　　ひならぶ　日並ぷ

　　　　えらぷ　選ぷ　　　　　　　　　やすらふ　躊躇ふ　　　　　　おもひならふ　思ひ習ふ

　　　　おらぶ　（動）　　　　　　　　やすらふ休らふ　　　　　　　みならふ、見慣らふ

　　　　からぷ　乾ぶ　　　　　　　たちやすらふ　立ち休らふ　　　　　ふみならふ　踏み慣らふ

　　　あからぷ　赤らぷ　　　　　おもひやすらふ　思ひ休らふ　　　　　　めならぷ　目並らぷ

　　　　あからぶ　明からぶ　　　　　　　なぞらふ　準ふ　　　　　　　ありならふ　在り習ふ

　　　　けがらふ穣らふ　　　　　　　　たらふ　足らふ　　　　　　はねをならぶ　羽をならぷ
　かきいだからふ　かき抱からふ　　　　　　かたらふ　語らふ　　　　　　　　うかねらふ　窺狙ふ

　　　　ながらふ　流らふ　　　　　　うちかたらふ　うち語らふ　　　　　　　はらふ　払ふ

　　　　ながらふ永らふ　　　　　　ことかたらふ言語らふ　　　　　　　ばらふ散斑
　　　　はからふ　計らふ　　　　　　ものがたらふ　物語らふ　　　　　　いはらふ　射払ふ

　　　　きらふ　霧らふ　　　　　　　ゆきたらふ　行き足らふ　　　　　かきはらふ　かき払ふ

　　　　きらふ　嫌ふ　　　　　　　　いぼたらふ　いぼた蠣　　　　　　ふきはらふ　吹き払ふ

　　むしがきらふ　虫が嫌ふ　　　　　　　わたらふ　渡らふ　　　　　　　うちはらふ　うち払ふ

　　　たなぎらふ　棚霧らふ　　　　　　　　いちらふ　一薦　　　　　　　　　やはらぶ　和らぶ

　　　みなぎらふ　脹らふ　　　　　　　　　はちらふ　恥ぢらふ　　　　　　さきをはらふ　先を払ふ

　　　あまぎらふ　天霧らふ　　　　　　　　あつらふ　謎ふ　　　　　　あたりをはらふ　辺りを払ふ

　　　　　くらふ　食ふ　　　　　　　　　かかづらふ　（動）　　　　　　　　　さふらふ　候ふ

　　　　　くらぷ　比ぷ　　　　　　　一かかづらふ　（接尾）　　　　　　　さぷらふ　候ふ（動）

　　　かくらふ　隠らふ　　　　　いひかかづらふ　言ひかかつ　　　　　一さぶらふ　候ふ（助動）

　　　　しぐらふ　（動）　　　　　　　　　　　　　　　　　　らふ　　　　　　とぷらふ　訪ふ

　　　たくらぶ　た比ぷ　　　　　　　　あげつらふ　論ふ　　　　　　　　　　とぷらふ　弔ふ

　　　とちくらふ　とち食ふ　　　　　　ひこづらふ　引こづらふ　　　　ゆきとぷらふ　行き訪ふ

　　　ふなくらぶ　船競ぷ　　　　　　　　しつらふ　（動）　　　　　　　　まぼらふ　守らふ

　　　むぐらふ　葎生　　　　　　　　　につらふ　丹つらふ　　　　　　　さむらふ　候ふ

　　　　めぐらふ廻らふ　　　　　　さにつらふさ丹つらふ（枕）　　　　とむらふ訪ふ

　　かぜをくらふ　風を食ふ　　　　　　いひづらふ　言ひづらふ　　　　　　ためらふ　躊躇ふ

　　　　げらふ　下薦　　　　　　　　さひづらふ　（枕）　　　　　　　　　もらふ　貰ふ

　　　　こらふ　堪ふ　　　　　　　　ゆづらふ譲らふ　　　　　　　くもらふ陰らふ
　　　かざらふ　飾ふ　　　　　　　　　　わづらふ　煩ふ（動）　　　　　　　さもらふ　候ふ

　　　よこさらふ　横去らふ　　　　　　　一わづらふ　煩ふ（接尾）　　　　たちさもらふ　たち候ふ

　　　ことさらぷ　殊更ぷ　　　　　　　ききわづらふ　聞き煩ふ　　　　　　　くちもらふ　口貰ふ

　　　　　しらふ　白面　　　　　　　たちわづらふ　立ち煩ふ　　　　　　　まもらふ　守らふ

　　　　　しらふ　白斑　　　　　　　　もてわづらふ　もて煩ふ　　　　　　めをもらふ　目を貰ふ

　　　　一しらふ　（接尾）　　　　　　いひわづらふ　言ひ煩ふ　　　　　　　　やらふ　遣らふ

　　　　　しらぶ　調ぷ　　　　　　おもひわづらふ思ひ煩ふ　　　　　　　なやらふ健遣らふ

　　　あしらふ　（動）　　　　　　　　　てらふ　街ふ　　　　　かむやらひゃらふ　神遣ひ遣ふ

　　　おいしらふ　老い痴らふ　　　　　　　とらふ　捕ふ　　　　　　　　　　ゆらふ　揺らふ

　　　かいしらぷ　掻い調ぷ　　　　　　　　あとらふ　謎ふ　　　　　　　　あざわらふ　あざ笑ふ

　　　かきしらぷ掻き調ぶ　　　　　　　ならふ慣らふ　　　　　　　うすわらふ　薄笑ふ

　　　　こしらふ　慰ふ　　　　　　　　　　ならぷ　並ぶ　　　　　　　　えせわらふ　似非笑ふ

　　　　こしらふ　持ふ　　　　　　　　　ききならふ　聞き習ふ　　　　　　やまわらふ　山笑ふ

　　いひこしらふ　言ひ慰ふ　　　　　　　けならぷ　日並ぷ　　　　　　．せせらわらふ　廟笑ふ

　　　はちしらふ恥ぢしらふ　　　　　　さならふ　さ馴らふ　　　　　にがりわらふ苦り笑ふ
　　　あひしらふ　（動）　　　　　　　　　しならふ　し習ふ　　　　　　　　　ゑわらふ　ゑ笑ふ
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　　　とゑらふ　（動）　　　　　　　つきしろふ突きしろふ　　　　　うこんゑふ　右近衛府

　　　とをらふ　（動）　　　　　　　　ひきしろふ　引きしろふ　　　　　　さごんゑふ　左近衛府

　　　　　りぷ　吏部　　　　　　　　　ひこじろふ　引こじろふ　　　　　　　　　をふ　麻生

　　　　ありふ在り経　　　　　　　つづしろふ　磯ろふ　　　　　　　　　をふ　終ふ
　　　いかりふ　怒り斑　　　　　とりつづしろふ　とり磯ろふ　　　　　　こふをふ　劫を経

　　　　きりふ　切り斑．　　　　　　いひしろふ　言ひしろふ　　　　　ごふろをふ　劫薦を経

　　うすぎりふ薄切り斑　　　　　　　すすろふ　畷ろふ　　　　　　　　　あんぷ　安否

　　おほぎりふ　大切り斑　　　　　　　すずうぶ　漫ろぷ　　　　　　　　　えんぷ　閻浮

　　　ふくりふ　腹立　　　　　　　　うちすすろふ　うち畷ろふ　　　　　　　　えんぷ　厭舞

　　　　せりふ台詞　　　　　　　　うつろふ　移ろふ　　　　　　　　　げんぷ　玄武
　　すてぜりふ　捨て台詞　　　　　　　　うつろふ　映ふ　　　　　　　　　　　ざんぶ　（副）

　　　　てりふ照り布　　　　　　　まつろふ服ふ　　　　　　　　　しんぷ　神符
　　　　ひりふ　拾ふ　　　　　　　　　　　ひろふ　拾ふ　　　　　　　　　　ごしんぷ　御親父

　　　いひりふ　い拾ふ　　　　　　　すねをひろふ　騰を拾ふ　　　　　　　　　ぜんぷ　膳部

　　　　わりふ割り符　　　　　　　　ほろぷ亡ぷ　　　　　　　　　だんぶ　（副）

　　　こんりふ　建立　　　　　　　　もとほろふ　（動）　　　　　　　　　　でんぶ　田侮

　　　　　るふ　流布　　　　　　　　　　まろぷ　転ぷ　　　　　　　　　　でんぶ　田夫

　　　　うるふ　潤ふ　　　　　　　　こいまろぷ　こい転ぶ　　　　　　　　　なんぷ　南部

　　　　くるふ　狂ふ　　　　　　　　ふしまろぷ　臥し転ぷ　　　　　　　　にんぷ　人夫

　　どちぐるふ　（動）　　　　　　　　　　ようふ　具ふ　　　　　　　　　　ぶんぷ　文武

　　　　っるぷ　連るぶ　　　　　　　　　　ようふ　鎧ふ　　　　　　　　　　　ぽんぷ　凡夫

　　　　ふるふ　振るふ　　　　　　　とりようふ　（動）　　　　　　　　あかぼんぶ　赤凡夫

　　　　ふるふ　震ふ　　　　　　　　　　わろぷ　悪ぷ　　　　　　　　　　みんぷ　民部

　　　　ふるぷ　旧るぶ　　　　　　　　　　わぷ　佗ぶ（動）　　　　　　　ゑもんふ　衛門府

　　うそぶるふ　うそ震ふ　　　　　　　　　一わぶ　佗ぷ（接尾）　　　　　うゑもんふ　右衛門府

　したをふるふ　舌を振るふ　　　　　　きえわぷ　消えわぷ　　　　　　さゑもんふ　左衛門府

　ふでをふるふ　筆を揮ふ　　　　　　　せきわぷ　塞き尾ぷ　　　　　　　　　らんぷ　乱舞

　　　　まるぷ　転ぷ　　　　　　　　　　しわぶ　し尾ぶ　　　　　　　　　れんぷ　蓮府

　　　　ゆるぷ　緩ぷ　　　　　　　　　ねんじわぷ　念じ佗ぷ　　　　　　　　くわんぷ　官府

　　　　うれふ憂ふ　　　　　　　　おちわぷ　怖ぢ佗ぷ　　　　　　　くわんぷ　官符

　　　あはれぷ　憐れぶ　　　　　　　　まちわぷ　待ち佗ぷ　　　だいじゃうくわんぷ　太政官符

　　　　いろふ　（動）　　　　　　　　　いひわぷ　言ひ荏ぶ　　　　　　くわくわんぷ　火涜布

　　　　いろふ色ふ　　　　　　　　ごひわぷ恋ひ佗ぷ
　　　　いろふ　綺ふ　　　　　　　　おもひわぶ　思ひ佗ぷ

　　　　かろふ　（動）　　　　　　　　　すみわぷ　住み尾ぷ

　　　かくろふ　隠ろふ　　　　　　　うらみわぷ　恨み佗ぷ

　　　つくろふ　繕ふ　　　　　　　　ながめわぷ　眺め佗ぷ

　かいつくろふ　かい繕ふ　　　　　　　ありわぷ　在り佗ぷ

　かきつくろふ　かき繕ふ　　　　　　　　　ゐふ　位封

　ひきつくろふ　引き繕ふ　　　　　　　　　ゑふ　絵符

　なでつくろふ　撫で繕ふ　　　　　　　　　ゑふ　衛府

　とりつくろふ取り繕ふ　　　　　　　　ゑふ酔ふ
えもんつくろふ　衣紋繕ふ　　　　　　　ひゃうゑふ　兵衛府

　　　ふくろぷ　綻ぶ　　　　　　　うひゃうゑふ　右兵衛府

　　　かげろふ　（動）　　　　　　　さひゃうゑふ　左兵衛府

　　　　ころふ　噴ふ　　　　　　　　　りくゑふ　六衛府

　　　　ころぷ転ぶ　　　　　　　　　ろくゑふ　六衛府
　　　ほころふ　誇ろふ　　　　　　　　　ごゑふ　五衛府

　　　ほころぷ　綻ぷ　　　　　　　　　このゑふ　近衛府

　　　一しろふ　（接尾）　　　　　　くらひゑふ　食ひ酔ふ

　　　きしろふ軋ろふ　　　　　　　　ゆゑぷ　故ぷ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くものうへ雲の上　　　　　　だうむかへ道迎へ

　　　　　へゐんのうへ院の上さかむかへ坂迎へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うへうへ　上上　　　　　　　えびすむかへ　恵比須迎へ

　　　　　　へ上　　　　　おほうへ大上　　　 にしのむかへ西の迎へ
　　　　　　へ辺　　　　　うらうへ裏表　　　　たびむかへ旅迎へ
　　　　　　へ食　　　　　 ようべ昨夜　　　　こまむかへ駒迎へ
　　　　　　へ家　　　　　　かへ柏　　　　 たまむかへ魂迎へ
　　　　　　へ　部　　　　　　　　　　　一がへ　（終助）　　　　　　かみむかへ　神迎へ

　　　　　　へ舳　　　　　　かべ壁　　　　たはらむかへ俵迎へ
　　　　　　へ綜　　　　　 おかべ御壁　　　　ころもがへ衣更へ
　　　　　　へ　（動已然）　　　　　　　　かかへ　抱へ　　　　　　　　　くらがへ　鞍替へ

　　　　　一へ　（格助）　　　　　　　　わかかへ　若かへ　　　　　　　　うつりかへ　移り替へ

　　　　　一へ　重　　　　　　　　　　おきがへ　置き換へ　　　　　　　のりがへ　乗り替へ

　　　　　一へ方　　　　　 くかへ探湯食　　　 こころがへ心替へ

　　　　　一べ方　　　　 なまこかべ海鼠壁　　　 ところがへ所替へ

　　　　　あへ饗　　　　　　　　　　さかべ　酒部　　　　　　　　　をかへ　岡辺

　　　　すあへ　酢甕へ　　　　　　　　さしがへ　差し替へ　　　　　　　へんがへ　変改へ

　　おほみあへ　大御饗　　　　　　　　　すかへ　洲処辺　　　　　　　　　おきへ　沖方

　　　くろあへ　黒墾へ　　　　　　　　　うそかへ　鶯替へ　　　　　　　　　かきべ　部曲

　　　　　いへ　家　　　　　　　　　　　たかべ　（名）　　　　　　　　　そきへ　退き方

　　　　おいへ　御家　　　　　　　　　したがへ　下交へ　　　　　　　　　ゆきべ　収部

　　　　こいへ　小家　　　　　　　　かたたがへ　方違へ　　　　　　　　　わぎへ　我家

　　さこそいへ　さこそ言へ　　　　　かどたがへ　門違へ　　　　　　　　　　くへ　柵

　　　そといへ　外家　　　　　　　　　ひとたがへ　人違へ　　　　　　　　　そくへ　退く方

　　　ひといへ　一家　　　　　　　ところたがへ　所違へ　　　　　　　　いつくへ　何処方

　おもひのいへ　思ひの家　　　　　せちぷんたがへ　節分違へ　　　　　　　　ふくべ　鞄

きゅうばのいへ　弓馬の家　　　　　　　うちかへ　打ち違へ　　　　　　　　ゆくへ　行方

　　　ひのいへ　火の家　　　　　　　　うちがへ　打ち飼へ　　　　　おいのゆくへ　老いのゆくへ

　　　さはいへ　（接）　　　　　　　　さちがへ　幸替へ　　　　　　　　　こへ　小家

　　　からいへ　空家　　　　　　　　　すちかへ　筋交へ　　　　　　　　　どこへ　（感）

　　　　わいへ　我家　　　　　　　　いのちがへ　命換へ　　　　　　　　みやこへ　都方

　　　　　うへ上（名）　　　　　　ゆめちがへ夢違へ　　　　　　　　　さへ怯
　　　　一うへ　上（接尾）　　　　　　まくつかへ　幕支へ　　　　　　　　　一さへ　（副助）

　　　　　うへ答　　　　　　　しゃくつかへ癩病へ　　　　　　　　おさへ押へ

　　　　　うべ宜　　　　 はせつかべ杖部　　　　あとおさへ後押へ
　　　　おうへ　御上　　　　　　　　　てつかへ　手支へ　　　　　　ささへこさへ　支へ小さへ

　　　　かうべ首　　　　 かねつかへ金支へ　　　　 ささへ支へ
　　　　かうべ　頭　　　　　　　　　かはつかへ　川支へ　　　　　　　あまっさへ　剰へ

　　　すかうべ　素頭　　　　　　　　しもつかへ　下仕へ　　　　　　　　あまさへ　剰へ

　　このかうべ　兄部　　　　　　　　みやつかへ　宮仕へ　　　　　　　　うまさへ　馬副へ

　　されかうべ　髄艘　　　　　　うへみやつかへ　上宮仕へ　　　　　　　　　しべ　稽

　しゃれかうべ　曝れ首　　　　　　なまみやつかへ　生宮仕へ　　　　　　　　あしべ　葦辺

　　　　こうへ　故上　　　　　　　　　　なかヘ　ヰ重　　　　　　　　　　おしへ　磯辺

　はちすのうへ　蓮の上　　　　　　　　たながへ店替へ　　　　　　　むかしへ　昔へ

　　かぜのうへ　風の上　　　　　　　　くにがへ　国替へ　　　　　　　　　こしへ　越辺

　　うちのうへ　内の上　　　　　　　　　はがへ　葉替へ　　　　　　　　とこしへ　常しへ

　　ひとのうへ　人の上　　　　　　　　うはがへ　上交へ　　　　　　　　ふたしへ　二し重

　　もとのうへ　本の上　　　　　　　　　ひかへ控へ　　　　　　　　　たとしへ　讐へ

　　とののうへ　殿の上　　　　　　　　かへがへ　替へ替へ　　　　　　　いにしへ　古へ

おゆどののうへ　御湯殿の上　　　　　　　しまがへ　島替へ　　　　　　　　　はじべ　土師部

　　いまのうへ　今の上　　　　　　　　むかへ　迎へ　　　　　　　　わらしべ　藁稽
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　　にはのをしへ　庭の訓　　　　　　　　　一てへ　（連語）　　　　　　　　うちのへ　内の重

　　　　　すべ　術　　　　　　　　　　一とべ　（接尾）　　　　　　　みちのべ　道の辺

　　　　　すべー皇　　　　　　　　　　　あとへ　後方　　　　　　　　　　てのべ　手延べ

　　　　ふすべ　贅　　　　　　　てらからさとへ　寺から里へ　　　　　　　とのへ　外の重

　　　せむすべ為む術　　　　　　　　たとへ　讐へ　　　　　　　　　ことのへ　（名）
　　いはむすべ　言はむすべ　　　　　ことのたとへ　事のたとへ　　　　　　　ふなのへ　船の舳

　　　わらすべ藁階　　　　　　　　　ひとへ　一重　　　　　　　　　もののべ　物部

　　　　　そへ添へ　　　　　ひとへ単　　　 うちのもののべ内の物部

　　　　　そへ　候へ　　　　　　　　　ひとへ　偏　　　　　　　　　　やまのへ　山の辺

　　　かいそへ　介添へ　　　　　　　じふにひとへ　十二単　　　　　　　　みやのべ　宮嘩

　　　　かぞへ　数へ　　　　　　　ちへのひとへ　千重の一重　　　　　　おりのべ　織り延べ

　　　はきぞへ　侃き添へ　　　　　　くらびとべ　蔵部　　　　　　　　　　をのへ　尾の上

　　　こしそへ　輿添へ　　　　　　　　　もとへ　本方　　　　　　　　　　をのへ　尾上

　　　さしそへ　差し添へ　　　　　　　　もとへ　本辺　　　　　　　　　　　一はへ　（助数）

　　　　なぞへ　準へ　　　　　　　　　　　なへ　並へ　　　　　　　　　　　きばへ　気ぱへ

　　　そべそべ　（副）　　　　　　　　　一なへ　（助動連体）　　　　　　　さばへ　五月蝿

　　　　よそへ　寄そへ　　　　　　　　　かなへ　鼎　　　　　　　　　　　さはべ　沢辺

　　　ありそへ　荒磯辺　　　　　　　あしがなへ　足鼎　　　　　　　　　としばへ　年延へ

　　　　　たへ拷　　　　　　　　　　さなへ　早苗　　　　　　　　　ひとばへ　人ばへ

　　　　　たへ　妙　　　　　　　　　　一さなへ　（格助）　　　　　　　　わらはべ　童部

　　　　　たべ　田部　　　　　　　　　あしなへ　養へ　　　　　　きゃうわらはべ　京童部

　　　　うたへ　訴へ　　　　　　　　　とこしなへ　常しなへ　　　　　　　　おりはへ　織り延へ

　　　　かたへ片方　　　　　　　　　さしなべ　さし鍋　　　　　　つゑとりばへ杖取りぱへ

　　　しきたへ敷き妙　　　　　　よろしなへ宜しなへ　　　　　　ふりはへ　（副）

　　　にきたへ和拷　　　　　　　　　　そなへ　備へ　　　　　　　　こころばへ　心ばへ

　　　　こたへ　答へ　　　　　　　　さきぞなへ　先備へ　　　　　　　　いはひへ　斎ひ金

　　　くぎごたへ　釘応へ　　　　　　　わきぞなへ　脇備へ　　　　　　　いぬかひべ　犬飼部

　　　　したへ下方　　　　　　　　　ひなへ　鄙辺　　　　　　　　　ゐかひべ猪飼部
　　うへをしたへ　上を下へ　　　　　　　はりまなべ　播磨鍋　　　　　　　　　ゆけひべ　紋負部

　　おくつすたへ奥つ棄戸　　　　　　　むらなへ　群苗　　　　　　　　　ゆふべ　夕べ

　　　　ったへ　伝へ　　　　　　　　くすりなべ　薬鍋　　　　　　　　　　いほへ　五百重

　　　うつたへ　打つ拷　　　　　　　てとりなべ　手取り鍋　　　　　　　　やほへ　八百重

かけこみうったへ　駆け込み訴へ　　　　　かんなべ　燗鍋　　　　　　　　しほのやほへ　潮の八百重

　　いへのつたへ家の伝へ　　　　 にへ賛　　　　　　まへ前
　　　　はだへ肌　　　　　　　　　　にべ鰯膠　　　　　　　だいせうまへ大小前
　　　　ひたへ　（名）　　　　　　　　　くにへ　国辺　　　　　　　　　　おまへ　御前

　　　　ふたへ二重　　　　　　もとのくにべ　本の国辺　　　　　おほきおまへ大御前．
　　　こしふたへ　腰二重　　　　　　　　いけにへ　生け賛　　　　　　　　つりおまへ　釣り御前

　　　あらたへ　粗拷　　　　　　　　　おほにへ　大費　　　　　　　　　　かまへ　構へ

　　あかるたへ　明かる妙　　　　　　　はやにへ　速賛　　　　　ちゃうだいがまへ　帳台構へ

　　　てるたへ　照る拷　　　　　　もずのはやにへ　鴫の速昔　　　　　　　そうがまへ　総構へ

　　　　しろたへ　白拷　　　　　　　　　　うねべ　采女　　　　　　　　　こがまへ　小構へ

　　　　　ちへ　千重　　　　　　　　　　みねへ　峰辺　　　　　　　　としがまへ　年構へ

　　　きさいちべ　私部　　　　　　　　　　　一のへ　（助動連体）　　　　　　　つかまへ　柄前

　　かんだちべ　上達部　　　　　　　　　　のべ　延べ　　　　　　　　ふゆがまへ　冬構へ

　ふるかんだちべ　古上達部　　　　　　　　　のべ　野辺　　　　　　　　こころがまへ　心構へ

　　　　みちべ　道辺　　　　　　　　　なかのへ　中の重　　　　　　　　わきまへ　弁へ

　　　　いっへ　五重　　　　　　　　　きのへ柵の戸　　　　　　　　かくまへ　隠まへ

　　　　いつへ厳食　　　　　　　　いけのへ　池の辺　　　　　　　　　こまへ小前
　　　　いつへ　何処　　　　　　　　　ここのへ　九重　　　　　　　　　　しまへ　島辺

　　　　へつへ　辺つ方　　　　　　をちかたのへ　彼方野辺　　　　　　　さしまへ差し前
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　　　たらずまへ足らず前　　　　　あとまくらべ後枕べ　　　　　　　　すゑへ末辺
　　　いざたまへいざ給へ　　　　　　　めくらべ　目比べ　　　　　　　　　をへ終へ

　　　させたまへ　させ給へ　　　　　　こころくらべ　心較べ　　　　　　　　　かんべ　神戸

　いざさせたまへ　（連語）　　　　　　　げんくらべ　験競べ　　　　　　　　　しんべ　新部

　あなかまたまへ　（連語）　　　　　　　　こらへ堪へ　　　　　　　　おほんべ　（名）

　　　　たちまへ　立ち前　　　　　　　　　さらへ　竹杷　　　　　　　　　よんべ　昨夜

　　　ひとつまへ　一つ前　　　　　　　こまざらへ　細杷　　　　　　　　　わらんべ　童部

　　　　　てまへ　手前　　　　　　　　　　しらべ　調べ　　　　　　きゃうわらんべ　京童部

　　　　おてまへ　御手前　　　　　　　　こしらへ　椿へ

　　　　えどまへ　江戸前　　　　　　　きぐこしらへ　木具推へ

　　　　ひとまへ　人前　　　　　　こもつこしらへ　御物装へ

　　　　まのまへ　眼の前　　　　　　しらこしらへ　白持へ

　　みるめのまへ　見る目の前　　　　きんこしらへ　金持へ

　　　　ものまへ　物前　　　　　　　ぎんこしらへ　銀推へ

　　　　うはまへ　上前　　　　　ちゃうにんこしらへ　町人椿へ

　　　　おほまへ　大前　　　　　　　あきのしらべ　秋の調べ

　　　　　みまへ　御前　　　　　　　はるのしらべ　春の調べ

　　　　ひろまへ　広前　　　　　　　　つましらべ　爪調べ

　　　　　やまべ’山辺　　　　　　　　　なずらへ　準へ

　　　　　やまべ　山部　　　　　　　　　はらへ　祓へ

　　　　みやまべ　深山辺　　　　　みなづきばらへ　六月祓へ

　　　てどらまへ　手捕まへ　　　　　　なつばらへ　夏祓へ

　　　　いりまへ　入り前　　　　　　なごしのはらへ　夏越しの祓へ

　　　ひだりまへ　左前　　　　　　　ななせのはらへ　七瀬の祓へ

　　かいどりまへ　かい取り前　　　　　ずそのはらへ　呪咀の祓へ

　　　　ねんまへ　年前　　　　　　　みのひのはらへ　巳の日の祓へ

　　　　かみへ　上辺　　　　　　　　おほはらへ　大祓へ

　　　　　むべ宜　　　　　すめらへ皇辺
　　　　　いむべ　斎部　　　　　　　　　　わらべ　童

　　　　かむべ　神戸　　　　　　　　ひとわらへ　人笑へ

　　　　　よむべ　（名）　　　　　　　をんなわらべ　女童

　　　　　くめべ　久米部　　　　　　　　　しりへ　後方

　　　一とおもへ　と思へ　　　　　　　　かたりべ　語り部

　　　　　しもへ　下辺　　　　　　　　　　あまりべ　余り戸

　　　　　しもべ　下部　　　　　　　　　　もりへ　守部

　　　　　ともべ　部曲　　　　　　　　　　しるへ　後方

　　　　　ももへ　百重　　　　　　　　　　しるべ　導

　　　　　やへ　八重　　　　　　　　みちしるべ　路導

　　　　　おやへ　お八重　　　　　　　　　つるべ　釣瓶

　　　　やへやへ　八重八重　　　　　　　　はるへ　春へ

　　　　　よべ　昨夜　　　　　　　　　　ふるへ　古家

　　　　いらへ　答へ　　　　　　　　　　よるべ　寄るべ

　　　さしいらへ　さし答へ　　　　　　　　うれへ　憂へ

　　　　　うらへ　占へ　　　　　　　　かくろへ隠ろへ
　　　　　うらベ　ト部　　　　　　　　せいそろへ　勢揃へ

　　　　　うらべ　浦辺　　　　　　　　あしそろへ　足揃へ

なにともさうらへ　何とも候へ　　　　　ふなぞうへ船揃へ

　　　　　くらべ　比べ　　　　　　　　うまそろへ　馬揃へ

　　　あだくらべ・徒比べ　　　　　　　むしゃそろへ　武者揃へ

　　いのちくらべ　命競べ　　　　　　こころえたろべ　心得太郎兵衛

　　　　まくらへ　枕辺　　　　　　　　　　すゑへ　末方
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　　　　　　　　　　　　　　　　　つつこかしのかほ　筒こかしの顔　　　　　うきしほ　憂き潮

　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　はなのかほ　花の顔　　　　　　　　あげしほ　上げ潮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そばがほ　側顔　　　　　　　　　さしじほ　差し潮

　　　　　　　ほ　秀　　　　　　　　　われはがほ　我は顔　　　　　　　　かたしほ　堅塩

　　　　　　　ほ穂　　　　　　　　おもひがほ　思ひ顔　　　　　　　　　ちしほ　千入
　　　　　　　ほ一火　　　　　　　　　　　ゆふがほ　夕顔　　　　　　　　　　　ちしほ　血汐

　　　　　　　一ほ　百　　　　　　　　　えんまがほ　閻魔顔　　　　　　　　おちしほ　落ち潮

　　　　　　　ぽ戊　　　　　いどみがほ挑み顔　　　　 うつしほ渦潮・

　　　　　　いほ　庵　　　　　　　　　　ゑみがほ　笑み顔　　　　　　　　　はつしほ　初入

　　　　　　いほ一五百　　　　　　　　　　　めかほ　目顔　　　　　　　　　　はつしほ　初潮

　　　　　まげいほ　曲げ庵　　　　　　　をさめがほ　納め顔　　　　　　　　　てしほ　手塩

　　　　　すいほ　推歩　　　　　　　　おためがほ　御為顔　　　　　　　　　でしほ　出潮

　　　　　せいぼ歳暮　　　　　　　　　ありがほ　有り顔　　　　　　　　いでしほ　出で潮

　　　　ふせいほ　伏せ庵　　　　　　ことありがほ　事有り顔　　　　　つきのでしほ　月の出潮

　　　　ささのいほ笹の庵　　　　　　　つくりがほ　作り顔　　　　　　　　ひとしほ　一入

　　　かりほのいほ　刈り穂の庵　　　　　　まさりがほ　勝り顔　　　　　　　　　はなじほ　花塩

　　　　かりいほ　仮庵　　　　　　　　　しりがほ　知り顔　　　　　　　きりめにしほ　切り目に塩

　　　せいわうぽ　西王母　　　　　　ききしりがほ　聞き知り顔　　　　　　　ひしほ　醤

　　　　　　おほ凡　　　　ときしりがほ時知り顔　　　　ひしほ醸
　　　　　　おほ一大　　　　　　こひしりがほ恋知り顔　　　　　ししびしほ肉醤
　　　　　　かほ顔（名）　　　　　をりしりがほ折り知り顔　　　　　ゆふしほ夕潮
　　　　　　一がほ顔（接尾）　　　　　えたりがほ　得たり顔　　　　　　　おほしほ　大潮

　　　　すいがほ　粋顔　　　　　　　　したりがほ　し’たり顔　　　　　　　　しほしほ　（副）

　　　たうせいがほ当世顔　　　　　　めだりがほ　目垂り顔　　　　　　　みしほ　御修法
　　　ぢざうがほ　地蔵顔　　　　　　　　めだれがほ　目垂れ顔　　　ざさまさずのみしほ　座冷まさず

　　　こころえがほ　心得顔　　　　　　　　なれがほ　馴れ顔　　　　　　　　　　　　　　　の御修法

　　　ところえがほ　所得顔　　　　　　いんげんがほ　いんげん顔　　　　　いためじほ　いため塩

　　　　いきがほ生き顔　　　　　　うさんがほ　胡散顔　　　　　　　　もしほ　藻塩
　　　ありつきがほ有り付き顔　　　　　けでんがほ　怪顛顔　　　　　　　　やしほ　八入

　　　　わきがほ　脇顔　　　　　　　　　　　きぼ　規模　　　　　　　　　あらしほ　荒塩

　　　もののけがほ　物の怪顔　　　　　　　　かきほ　垣穂　　　　　　　　　うらしほ　浦潮

　　　　あさがほ朝顔　　　　　　　　　　ぬきほ　抜き穂　　　　　　　　からしほ　戯塩

　　　せうしがほ　笑止顔　　　　　　　　　　くぼ　凹　　　　　　　　　　いりしほ　入り潮

　　　ことなしがほ事成し顔　　　　　　　あしくぼ　足久保　　　　　　　のぽりしほ　上り潮

ひとのことなしがほ人の事成し顔　　　　　おちくぼ　落ち窪　　　　　　　　しるしほ　汁塩

　　つれなしがほ　つれなし顔　　　　　　ぽのくぼ　盆の窪　　　　　　　　わすれじほ　忘れ汐

　　　もよほしがほ　催し顔　　　　　　　ぼんのくぽ　盆の窪　　　　　　　　あわしほ　泡塩

　　　　うんじがほ　倦んじ顔　　　　　　　きょくほ　曲浦　　　　　　　　　　ますほ　真緒

　　　えびすがほ　恵比須顔　　　　　　　きょくほ　極浦　　　　　　　　　　　そほ　緒

　　　　しらずがほ　知らず顔　　　ちゃうていきょくほ　長汀曲浦　　　　　　　　まそほ　真緒

　　　　ただがほ　唯顔　　　　　　　　　ごほごほ　（副）　　　　　　　　　　　たぽ　髭

　　　かζちがほ託ち顔　　　　　　　　　わさほ　早稲穂　　　　　　　　　かたほ　片帆

　　　　まちがほ　待ち顔　　　　　　　　　　しほ　塩　　　　　　　　　　　かたほ　片ほ

　　　　やつかほ　八束穂　　　　　　　　　　　しほ　潮　　　　　　　　　　っまみたぽ　摘み髭

　　　へだてがほ　隔て顔　　　　　　　　　一しほ　入　　　　　　　　　　　っぽ　坪

　　　きかぬかほ　聞かぬ顔　1　　　　　　　　しぼ　雛　　　　　　　　　　　　　っぼ　壼

　　　うてぬかほ打てぬ顔　　　　　　　　うしほ　潮　　　　　　　　　　　うっほ　空

　　　すめぬかほ　すめぬ顔　　　　　　　さかしほ　酒塩　　　　　　　　　　うっぼ　靱

　　　さらぬがほ　さらぬ顔　　　　　　　たかしほ　高潮　　　　　　さるかはうつぼ　猿皮収

　　　しらぬがほ知らぬ顔　　　　　　　ながしほ　長潮　　　　　　　　やまうつぼ　山収

　　　つきのかほ月の顔　　　　　　　みかしほ　みか潮　　　　　　かりうつぼ狩り収



　　　さかつほ　酒壼　　　　　　　　　　しほほ　（形動）

　　　わきっぽ　脇壼　　　　　　　　　うっぽぽ　（名）

　　　なしつぼ　梨壷　　　　　　　　　さるぽほ猿頬

　　　ひぢつぼ　肘壼　　　　　　　　　はんぽほ　半頬

　　　ふちつぼ　藤壼　　　　　　　　　めんぽほ　面頬

　かうしのつぽ　格子の壼　　　　　　　　　まほ　真帆

かみなりのつぽ　雷の壼　　　　　　　　　　まほ　真ほ

かんなりのつぼ雷鳴の壼　　　　　　　　みほ三保
　　　　はつほ　初穂　　　　　　　　　　　やほ　弥帆

　　　いはっほ　岩壼　　　　　　　　　　　やほ一八百

　　　おはつほ　御初穂　　　　　　　　　　　やぼ　野暮

　　おもふつぼ　思ふ壼　　　　　　　　　きやぼ　生野暮

　　　うぽっぽ　（名）　　　　　　　　　　ちょぼ　（名）

　　　おほつぼ　大壼　　　　　　　　　　ちょぽ　樗蒲

　　　おぽっぽ　（形動）　　　　　　　ちょぼちょぽ　（副）

　　　っぽっぽ　壼壼　　　　　　　　　だんぼらぽ　（副）

　　　　みつほ　瑞穂　　　　　　　　　　かりほ　刈り穂

　　　すみつぼ　墨壷　　　　　　　　　　かりほ　仮庵

　　　うめつぼ梅壼　　　　　　　　　たりほ垂り穂
　　　　やつぼ　矢壷　　　　　　　　　　おんぽ　恩補

　　　ちゃつぽ茶壼　　　　　　　　　たんぽ湯婆
　　　　ゑつぼ笑壼　　　　　　　　　　たんぽ　（名）

　　　くらつぼ　鞍壷　　　　　　　こころえたんぼ　心得たんぽ

　　あぶらつぼ　油壷　　　　　　　　　　てんぽ　（形動）

　　　きりつぼ　桐壷　　　　　　　　　　なんぽ　何ぽ

　おはぐうつぼ　御歯黒壼　　　　　　　　くねんぼ　九年母

　　　　　とほ一遠　　　　　　　はんぱ半蒐
　　　　てどほ　手遠　　　　　　　　　　じゅんぼ　准母

　　　　まどほ　間遠　　　　　　　　　　れんぽ　恋慕

　　　　　なほ　直　　　　　　　　　とられんぽ　（名）

　　　　　なほ　猶

　　　　すなほ　素直

　　　なほなほ　直直

　　　なほなほ　猶猶

　　　　まなほ　真直

　　　　　にほ　鳩

　　　あきのほ　秋の穂

　　　　にのほ　丹の穂

　　　くにのほ　国の穂

　　　たへのほ　拷の穂

　　　　ほのほ　焔

しんいのほのほ　膜恵の炎

　　　なみのほ　波の穂

　　　　　はほ　這

　　　　いはほ　巌

　　　　いひぽ　飯粒

　　はなのふぼ　花の父母

　　　　　ほほ　（名）

　　　　　ほほ　朴

　　　　　ほほ　重皮

　　　　　ほほ頬
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はだせうま　肌背馬　　　　　　　　　のばかま　野袴

　　　　　ましたうま下馬さしぬきのはかま指貫の袴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はつうま　初午　　　　　　　　ひのはかま　緋の袴

　　　　　　ま　馬　　　　　　　　　おほつうま　大津馬　　　　　　　うへのはかま　上の袴

　　　　　　ま　間　　　　　　　　　　ぼんなうま　煩悩騒　　　　　　ぢずりのはかま　地摺りの袴

　　　　　　ま　今　　　　　　　うつしのうま　移しの馬　　　　　あこめばかま　相袴
　　　　　　ま一・真　　　　　　　　　きそひうま　競ひ馬　　　　　　　かりばかま　狩袴

　　　　　　一ま　（接尾）　　　　　　きほひうま　競ひ馬　　　　　　　きりばかま　切り袴

　　　　　　一ま一（造語形）　　　　　　　ざふうま　雑馬　　　　　　　　くさりばかま　鎖袴

　　　　　　ま一目　　　　　　　　　くらべうま　競べ馬　　　　　　　すりばかま　摺り袴

　　　　　あま　天（名）　　　　かものくらべうま　賀茂の競べ馬　　　　　とりばかま　取り袴

　　　　　あま一天（造語形）　　　　　　せめうま　責め馬　　　　　　　ねりばかま　練り袴

　　　　　あま　尼　　　　　　　　　　きゃうま　京間　　　　　　　うまのりばかま　馬乗り袴

　　　　　あま　海人　　　　　　　じゃじゃうま　じゃじゃ馬　　　　　　あをばかま　襖袴

　　　　　あま　案摩　　　　　　　　つづらうま　葛籠馬　　　　　　　すあをばかま　素襖袴

　　　そぎあま　削ぎ尼　　　　　　　あがりうま　騰り馬　　　　　すいかんばかま　水干袴

　　　さげあま　下げ尼　　　　　　　かざりうま　飾り馬　　　　　きゃうげんばかま　狂言袴

　　　　すあま　洲浜　　　　　　　、　しりうま　尻馬　　　　　　　あんどんばかま　行燈袴

　　　　　いま　い間　　　　　　　はしりうま　走り馬　　　　　　　はんばかま　半袴

　　　　　いま　今（名）　　　　　　からじりうま　軽尻馬　　　　　　　　　ふかま　深間

　　　　　いま一今（接頭）　　　　　　かへりうま　帰り馬　　　　　　　　　おほがま　大鎌

　　　　かいま　垣間　　　　　　　　はなれうま　放れ馬　　　　　　　　しほがま　塩釜（名）

　　　　けいま　桂馬　　　　　　　　　しろうま　白馬　　　　　　　　　　しほがま　塩釜（地名）

　　むかしいま　昔今　　　　　　　　　ゑうま　絵馬　　　　　　　　　すみがま　炭竈

　　　ただいま　只今　　　　　　　　　あをうま　青馬　　　　　　　　あしやがま　葦屋釜

こんにちただいま　今日唯今　　　　　　だちんうま　駄賃馬　　　　　　　くさりがま　鎖鎌

　　いにしへいま　古へ今　　　　　　　　　たえま　絶え間　　　　　　　あられがま　霰釜

　　　いまいま今今　　　　　　　　　　かま　蒲　　　　　　　　　　あきま　空き間
　　　　ゆいま　維摩　　　　　　　　　　　かま　鎌　　　　　　　　　　　かきま　垣間

　　　　　うま馬　　　　　　　　　　．かま一嵩　　　　　　　　　　すきま　透き間
　　　　　うま　午　　　　　　　　　　　ないがま　薙い鎌　　　　　　　　　　ゆきま　雪間

　　　　　う．ま一甘　　　　　　　なぎがま薙ぎ鎌　　　　　　　くま隈
　　ざいがううま　在郷馬　　　　　　　　かたかま　片鎌　　　　　　　　　　おくま　御供米

　すけがううま　助郷馬　　　　　　　ひうちがま　火打ち鎌　　　　　　　　やそくま　八十隈

　　ひのえうま　丙午　　　　　　　　　　とがま　利鎌　　　　　　　　　かたくま　肩くま

　　　　がうま　降魔　　　　　　　　　あなかま　（連語）　　　　　　　　すぢぐま　筋隈

　さいおうがうま塞翁が馬　　　　　さわぎなかま　騒ぎ仲間　　　　　　　つくま　筑摩

　　　さかうま　逆馬　　　　　　　　　ゐなかま　田舎間　　　　　　　もののくま　物の隈

　　はだかうま　裸馬　　　　　　　こがねのかま　黄金の釜　　　　　　こころのくま　心の隈

　　くらおきうま鞍置き馬　　　　　　　　はかま　袴　　　　　　　　　　はぐま　白熊

　　　つきうま付き馬　　　　　　　　 はがま　羽釜　　　　　　　　　かはくま　川隈

　　　つぎうま　継ぎ馬　　　　　　　いがばかま　伊賀袴　　　　　　　でくまひくま　凸間凹間

　　　ひきうま　引き馬　　　　　　　　ながばかま　長袴　　　　　　　　　　くまぐま　隈隈

　　ざふやくうま　雑役馬　　　　　　　　こばかま　小袴　　　　　　　　　　みぐま　水隈

　　　あげうま　揚げ馬　　　　　　　　くずばかま　葛袴　　　　　　　　　　　　めぐま　目隈

　のりかけうま　乗掛け馬　　　　　　　したばかま　下袴　　　　　　　　　　ももくま　百隈

　　　たけうま　竹馬　　　　　　　　はだばかま　肌袴　　　　　　　　　しゃぐま　赤熊

　　はたごうま　旅籠馬　　　　　　　　ふちばかま　藤袴　　　　　　すんぜんしゃくま　寸善尺魔

　　　うっしうま　移し馬　　　　　　　　ぬばかま　奴袴　　　　　　　　こころぐま．心隈

　　とほしうま　通し馬　　　　　かりぎぬばかま　狩衣袴　　　　　　　　　かげま　陰間

　　　やじうま　やじ馬　　　　　　　はねばかま　撰ね袴　　　　　　　、　　こま　駒



191

　　　　　こま　木間　　　　　　　　　ひがざま　僻様　　　　　　　　　おのさま　己様

　　　　　こま　高麗（名）　　　　　　　ほかざま　外方　　　　　　　おのおのさま　各様

　　　　　こま一高麗（接頭）　　　　　　　きさま　貴様　　　　　　　　　かのさま　彼の様

　　　　　ごま　護摩　　　　　　　　かきざま　書き様　　　　　　　　とのさま　殿様

　　　　うごま　（名）　　　　　　　　　ぢきさま　直様　　　　　　　　ζとのさま　事のさま

　ぶしゃうごま　不精独楽　　　　　　　つぎざま　次様　　　　　　　　　　はさま　狭間

　　　あかごま　赤駒　　　　　　　　　そむきざま　背きざま　　　　　　　　そばざま　側方

　ひまゆくこま　隙行く駒　　　　　　　　おくざま　奥方　　　　　　　　　はばさま　幅様

　うぐひすごま　鶯独楽　　　　　　　　　かくさま　斯く様　　　　　　　　ひまはざま　隙狭間

　　はなちごま　放ち駒　　　　　　　あげさま　上げ様　　　　　　　ぬひざま　縫ひ様

　　　ぶちこま　斑駒　　　　　　　　おほやけざま　公様　　　　　　　　おもふさま　思ふ様

あまのふちこま　天の斑駒　　　　　　　よこさま　横方　　　　　　　　　いへざま　家ざま

　　　ぜにごま　銭独楽　　　　　　　　わこさま　若子様　　　　　　　　うへさま　上方

　　　　ね・こま　猫ま　　　　　　　　　　まさざま　勝ざま　　　　　　　　　うへさま　上様

もちつきのこま　望月の駒　　　　　　　　　しざま　（名）　　　　　　　　　おへさま　御家様

　こころのこま　心の駒　　　　　　　あしざま　悪し様　　　　　　　かへさま　返様
　　しのびごま　忍び駒　　　　　　　むかしざま　昔様　　　　　　　まっかへさま　真っ返様

　　　こまごま　細細　　　　　　　　わたくしざま　私様　　　　　　　いにしへざま　古へざま

　　あひまこま　合間小間　　　　　　うつしざま　現し様　　　　　　　しりへざま　後方ざま

　　　はるごま　春駒　　　　　　　　　　　にしざま　西様　　　　　　　おのがさまざま　己が様様

　　はなれごま　放れ駒　　　　　　　　ぬしさま　主様　　　　　　　　　　みざま　身様

　　　くろこま　黒駒　　　　　　　　　　ふしざま　伏し．ざま　　　　　　　　みざま　見様

　　　あをこま　青駒　　　　　　　かへしざま　返し様　　　　　　　かみさま　上様

　　ざぜんごま　坐禅独楽　　　　　　　　うすさま　烏枢沙摩　　　　　　　かみざま　上様

　　　　　さま　様　　　　　　　　　　　　そさま　其様　　　　　　　　　　きみさま　君様

　　　　一さま方　　　　　かたさま方様　　　　まめざま忠実様
　　　　　さま　狭間　　　　　　　　　　かたざま　方様　　　　　　　　　　しもざま　下様

　　　あさま　朝間　　　　　　　　そのかたさま　其の方様　　　　　いつれもさま　何れも様

　　　　あさま　（形動）　　　　　　　　きたざま　北方　　　　　　　　　　やざま　矢狭間

　　おたあさま　御母様　　　　　　　　たたさま　縦方　　　　　　　　　おやざま　親様

　　　えいざま　永様　　　　　　　　あなたざま　彼方ざま　　　　　　おへやさま　御部屋様

　まっかいさま　真っ返様　　　　　　こなたざま　此方ざま　　　　　　　　よざま　善様

　　　すいさま　粋様　　　　　　　　そなたざま　其方ざま　　　　　　こしょざま　御所ざま

　　　れいざま　例様　　　　　　　　　うちざま　内裏様　　　　　　　あからさま　（形動）

　　　かうざま　格狭間　　　　　　　かたちざま　形様　　　　　　　　　そらざま　空方

　　　かうざま　斯う様　　　　　　　　おかっさま　御方様　　　　　　　　おてらさま　御寺様

とざまかうざま　（連語）　　　　　　　　たてさま　縦方　　　　　　　かたはらざま　傍様

　　むかうさま　向かう様　　　　　　　　　とざま　外様　　　　　　　　　ありさま　有様

　　おごうさま　お御様　　　　　　　　　いとさま　いと様　　　　　　　　　ありさま　（代名）

　てっぱうざま　鉄砲狭間　　　　　つちみかどさま　土御門様　　　　　　まさりざま　勝りざま

　　おもうさま　（名）　　　　　　　　　ことざま　事様　　　　　　　　ひじりざま　聖様

　　きゃうざま　京方　　　　　　　　　ことざま　異様　　　　　　　おζたりざま　怠り方

　おしゅうさま　御主様　　　　　　　　そとざま　外方　　　　　　　　おとりざま　劣り様

きんちゅうさま　禁中様　　　　　　　　ひとざま　人様　　　　　　　　かへりざま　帰りざま

　　　かざま　風間　　　　　　　　　こなさま　此方様　　　　　　　　わりさま　わり様

　　　いかさま　如何様　　　　　　　　なにさま　何方　　　　　　　　きんりさま　禁裏様
　　　おかぎま　（名）　　　　　　　　　なにさま　何様　　　　　　　　かへるさま　帰るさま

　　おかかさま　（名）　　　　　　　　あらぬさま　あらぬ様　　　　　　　　あれさま　（代名）．

　　　くがざま　陸方　　　　　　あられぬさま　有られぬ様　　　　　　それさま　其様

　あまさかさま　天逆様　　　　　　　　　ねざま　寝様　　　　　　　　　われさま　我様

　　　ながさま、長様　　　　　　　　　いねざま　寝ねざま　　　　　おふくろさま　お袋様
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　　こころざま　心ざま　　　　　　　　あはしま　淡島　　　　　　　　　さきたま　幸魂

　　うしろざま後ろざま　　　おばしま欄　　　　　なきたま亡き霊
　　　こわざま　声様　　　　　　、　　　かはしま　川島　　　　　　　　きずなきたま　疵無き玉

　　　すゑざま　末方　　　　　　　　　かひじま　買ひ縞　　　　　　　　　にきたま…和魂

　　　げんさま　玄様　　　　　　　サントメじま　横留縞　　　　　　　　あくだま　悪玉

　　ごぜんさま　御前様　　　　　　　　　やしま　八州　　　　　　　　　　こたま　木霊

　　　ぼんさま　坊様　　　　　　　むろのやしま　室八島　　　　　　　　　こだま　小玉

　　　　　しま　島　　　　　　　　おほやしま　大八汎　　　　　　　しりこだま　尻子玉

　　　　　しま　山斎　　　　　　　ベンガラじま　弁柄縞　　　　　　　　あしだま　足玉

　　　　　しま　四魔　　　　　　　　めくらじま　盲縞　　　　　　　　　けしだま　芥子玉

　　　　　しま　死魔　　　　　　　　いといりじま　糸入り縞　　　　　　　　　すだま　魑魅

　　　　　しま　志摩　　　　　　　　　　　すま　須磨　　　　　　　　　いきすだま　生き霊

　　　　一しま　（接尾）　　　　　　　　　ふすま　蓑　　　　　　　　　　　くすだま　薬玉

　　　　あしま　葦間　　　　　　　　　　ふすま　鍍　　　　　　　　　　ふせだま　伏せ玉

　ぐんないじま　郡内縞　　　　　　　しきぶすま　敷き食．　　　　　　　ただま　手玉

　　チャウじま　茶宇縞　　　　　　　　たくぶすま　精食　　　　　　　　　　くだたま　管玉

はちぢゃうじま　八丈縞　　　　　　’あさぶすま　麻会　　　　　　　　ふたつだま　二つ玉

　　　　かしま　鹿島　　　　　　　　むしぶすま　蒸し食　　　　　　　しほみつたま　潮満つ珠

　よもぎがしま　蓬が島　　　　　　をしのふすま　鴛鳶の食　　　　　　　　てだま　手玉

　　　さかしま　倒　　　　　　　　かみのふすま　紙の会　　　　　　　　ことだま　言霊

　　　なかじま　中島　　　　　　　よるのふすま　夜の食　　　　　　　　　ひとだま　人魂

　　たねがしま　種子島　　　　　　　かみぷすま　紙金　　　　　　　　　あなだま　穴玉

　　　うきしま　浮き島　　　　　　　　やぶすま　矢食　　　　　　　　　しなだま　品玉

　　あさぎじま　浅葱縞　　　　　　　まだらぷすま　斑会　　　　　　　　　かたなだま　刀玉

　　　しきしま　磯城島　　　　　　　とりぷすま　鳥蓑　　　　　　　　　ふなだま　船霊

　　かひきじま　甲斐絹縞　　　　　　　やりぷすま　槍食　　　　　めん

　　．おくじま　奥縞　　　　　　ひたたれぶすま　直垂食　　　　　かうふはいのたま　面向不背の珠

　かもどくしま　鴨どく島　　　　　ざぜんぷすま　坐禅食　　　　　　　おもひのたま　念ひの珠

　　こはくじま　琉珀縞　　　　　　　　　　そま　杣　　　　　　　　　　　ぬぱたま　射干玉

　　　よこしま1邪　　　　　　　　　よもぎがそま　蓬が杣　　　　　　　　　くびたま　頸玉

　　　よこじま　横縞　　　　　　　わがたつそま　我が立つ杣　　　　　あはびたま　飽玉

　　たんごじま　丹後縞　　　　　　　　　　たま　玉（名）　　　　　　　にほひだま　匂ひ玉

　あさくさじま　浅草縞　・　　　　　　　　たま一玉（接頭）　　　　　　　　ふたま　二間

　　　　しじま　（名）　・　　　　　　　　たま　魂　　　　　　　　　　　へだま　膨玉

　　　いせじま伊勢縞　　　　あたま頭　　　　　 またま真玉
　あらいそじま荒磯島　　　　　もっさうあたま　物相頭　　　　　　　　たまたま　（副）

　　　やそしま　八十島　　　　　　やらうあたま　野郎頭　　　　　　　　　みたま　御霊

　　　たじま　但馬　　　　　　　きんかあたま　きんか頭　　　　　　いきみたま　生き身霊

　　うへだじま　上田縞　　　　　　やっこあたま　奴頭　　　　　　　　さきみたま　幸御魂

　　あはちしま　淡路島　　　　　　こうしあたま　孔子頭　　．　　　　にきみたま　和御魂

　　　つしま　対島　　　　　　　　けしあたま　芥子頭　　　　　　　　くしみたま　奇御魂

　　あきつしま　秋津洲　　　　　　　　すあたま　素頭　　　　　　　うかのみたま　宇迦の御魂

とよあきつしま　豊秋津島　　　　　さいづちあたま　才槌頭　　　　　　　　あらみたま　荒御魂

　　　まっしま　松島　　　　　　　　げほふあたま　外法頭　　　　　　　　　おやだま　親玉

　　たまつしま　玉津島　　　　　　くわゐあたま　慈姑頭　　　　　　　あこやだま　阿古屋珠

　　　　としま　年増　　　　　　ちゃびんあたま　茶瓶頭　　　　　　　　まゆだま　繭玉

　ちゅうどしま　中年増　　　　　　　　　いたま　板間　　　　　　　　　あらたま　粗玉

　　いぬじま　犬島　　　　　　　　　あかだま　赤玉　　　　　　　　　からたま　唐玉

　　よそねじま　よそ根島　　　　　　　たかたま　竹玉　　　　　　　　　　しらたま　白玉

ほうらいのしま　麺莱の島　　　　　　　まがたま　曲玉　　　　　　あはびしらたま　飽白玉

　にょこのしま　女護の島　　　やさかにのまがたま　八尺稜の曲玉　　　　　やりだま　槍玉
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よるひかるたま　夜光る玉　　　　　　　　ふつま　（副）　　　　　　　　しほのま　潮の間

　　ひとるたま　火取る玉　　　　　　　　とほづま　遠夫　　　　　　　　　いまのま　今の間

　しほひるたま　潮干る珠　　　　　　　とほづま　遠妻　　　　　　　かがみのま　鏡の間

　しほふるたま　潮乾る珠　　　　　　　つまづま　端端　　　　　　　おちゃのま　御茶の間

　きすめるたま　蔵める玉　　　　　　だんまつま　断末魔　　　　　　　　つゆのま　露の間

　へうきんだま　剥軽玉　　　　　　　　　　めづま　目褄　　　　　　　　　　よのま　夜の間

　　　ぜんだま　善玉　　　　　　　　　きりづま　切妻　　、　　　　　かりのま　雁の間

　しゃりんだま　車輪玉　　　　　　　　よそりづま　寄そり妻　　　　　　たまりのま　溜まりの間

　　　　おちま　落ち間　　　　　　　ひだりづま　左褄　　　　　　　　　がんのま　雁の間

　　　　かちま　揖間　　　　　　　　かいどりづま　かい取り棲　　　　　ていかんのま　帝鑑の間

　　　　　つま　（名）　　　　　　　こもりづま　隠り妻　　　　　　　きんのま　金の間

　　　　　っま　端　　　　　　　　　　うかれづま　浮かれ妻　　　　　　　　さんのま　三の間

　　　　　っま　褄　　　　　　　　　　こころつま　心失　　　　　　　　ちょんのま　ちょんの間

　　　　　っま一爪　　　　　　　　　　　やづま　屋端　　　　　　　　　　　はま　浜

　　　　あづま　吾妻　　　　　　　　　いちやづま　一夜妻　　　　　　　　　　　パマ　（名）

　　　　あづま　東　　　　　　　　　　　よづま　夜妻　　　　　　　　　　いはま　岩間

　　　　いっま　暇　　　　　　　　　ひとよづま　一夜妻　　　　　　　　たかはま　高浜

　　　　かっま　（名）　　　　　　　ひとよづま　一夜夫　　　　　　　　　すはま　洲浜

　　たまかつま　玉勝間　　　　　　　　　くでま　工手間　　　　　ふきあげのはま　吹上の浜

　びしゅかつま　毘首掲磨　　　　　　　　くちでま　ロ手間　　　　　　　たかしのはま　高師の浜

　　　わがつま．我が夫　　　　　　　　　　とま　苫・　　　　　　　うちでのはま　打ち出の浜

　　　　きづま　気棲　　　　　　　　　　　いとま　暇　　　　　　　　　　　ぐりはま　（名）

　　　　くつま　個倭　　　　　　こころのいとま　心の暇　　　　　　　　ぐれはま　（名）

　　　おくづま　奥妻　　　　　　　　　　　ひとま　一間　　　　　　　　　　　ひま　隙

　　　　こづま』小棲　　　　　　　　　　　ひとま　人間　　．　　　　　　　あひま　合間
かいどりこづま　かい取り小褄　　　　　ひらどま　平土間　　　　　　　　かけひま　掛け暇9

　　　　さつま　薩摩　　　　　　　　　　　　なま　生（名）　　　　　　こころのひま　心の暇

　　おほざつま　大薩摩　　　　　　　　　　なま一生（接頭）　　　　　　　　しほま　潮間

　　いだしづま　出だし棲　　　　　　　　ふなま　船間　　　　　　　　　　　まま　崖

　　けだしづま　蹴出し褄　　　　　　　なまなま　生生　　　　　　　　　　まま　乳母

　　　はしづま　愛し妻　　　　　　　　　　まにま　随　　　　　　　　　　　　　まま　間間

　　ともしづま　乏し妻　　　　　　あさかのぬま　安積の沼　　　　　　　　まま　儘（名）

　ことよせづま　言寄せ妻　　　　　　　　　みぬま　水沼　　　　　　　　　　　一まま　儘（接尾）

　　さいたづま　（名）　　　　　　　　とけいのま　土圭の間　　　　　　　　　　まま一継

　　はなつつま　花つ妻　　　　　　てんじゃうのま　殿上の間　　　　　　　　あまま　雨間

　　　　てづま　手妻　　　　　　　　　　つかのま　束の間　　　　　　　　ほしいまま　檀

　　　そでつま　袖棲　　　　　　　　　ときのま　時の間　　　　　　　　あがまま　吾が儘

　　　えどづま　江戸褄　　　　　　　　　がくのま　額の間　　　　　　　　おのがまま　己が儘

　　　ひとづま　他夫　　　　　　　　　　きくのま　菊の間　　　　　　　　　みがまま　身が儘

　　　ひとづま　他妻　　　　　　　　　　このま　木の間　　　　　　　　わがまま　我が儘

　　　いなづま　稲妻　　　　　　　はしがくしのま　階隠しの間　　　　　　　きまま　気儘

　　　はなづま　花妻　　　　　　　　ひがくしのま　日隠しの間　　　　　きずいきまま　気随気まま

　　　おのづま　己妻　　　　　　　　　ひさしのま　庇の間　　　　　　　　ほしきまま　檀

　　にせのつま　二世の夫　　　　　　　ふしのま　節の間　　　　　　　　　じまま　自儘

　　にせのつま　こ世の妻　　　　あしのふしのま　芦の節の間　　　　　　　つまま　（名）

　　こひのつま　恋のつま　　　　　　　たつのま　龍の馬　　　　　　　　きのまま　着の儘

　　であひづま　出合ひ妻　　　　　　　　まつのま　松の間　　　　　　　　そのまま　（連語）

　　　こひづま　恋妻　　　　　　　　　おにのま　鬼の間　　　　　　　たちのまま　（形動）

　　いはひつま　斎ひ妻　　　　　　ゆきあひのま　行き合ひの間　　　　みちのまま　道のまま

　　おもひづま　思ひ妻　　　　　　　　よひのま　脊の間　　　　　　こころのまま　心のまま

　　おもひづま　思ひ夫　　　　　　あさがれひのま　朝餉の間　　　　　　　　みまま　身儘
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　　　　みま　御馬　　　　　　　　みつやま　瑞山　　　　　　　かがみやま　鏡山
　　　　みま　御孫　　　　　　　　をばすてやま　嬢捨山　　　　　　　ふたがみやま　二上山

　　　おほみま　大御馬　　　　　　　　　とやま　外山　　　　　　　はるのみやま　春の深山

　　　すめみま　皇御孫　　　　　　　　ひとやま　一山　　　　　　　　　あめやま　天山

　　　　むま　馬　　　　　　　たかまどやま　高円山　　　　　　　　かめやま　亀山
　　　はやむま　早馬　　　　　　　　　かなやま　金山　　　　　　　　　よもやま　四方山

　　　　くもま　雲間　　　　　　　さらしなやま　更科山　　　　　　　　　ちゃやま　茶山

　　　　やま　山　　　　　　　　　いぬやま　犬山　　　　　　　　　まゆやま　眉山

　　　　あやま　綾間　　　　　　　　　はこねやま　箱根山　　　　　　　　　あらやま　荒山

　　おほえやま　大江山　　　　　　ほうらいのやま　蓬莱の山　　　　　　　　うらやま　浦山

　　　　おやま　（名）　　　　　　　へうのやま　標の山　　　　　　　からやま枯ら山

　　　　おやま　御山　　　　　　　　せきのやま　関の山　　　　　　　をぐらやま　小倉山

　　あさかやま　安積山　　　　　　　ゆきのやま　雪の山　　　　　　くめのさらやま　久米の佐良山

　あふさかやま　逢坂山　　　　　　なさけのやま　情けの山　　　　　　　ひらやま　比良山

　　　すがやま　清山　　　　　　　みかさのやま　三笠の山　　　　　　　むらやま　群山

　　かすがやま　春日山　　　　　　　よしのやま　吉野山　　　　　　ひれふりやま　領巾振山

　　すずかやま　鈴鹿山　　　　　　　わしのやま　鷲の山　　　　　　　　もりやま　守山

きびのなかやま　吉備の中山　　　　　すがたのやま　姿の山　　　　　　　　みむろやま　三室山

さやのなかやま　小夜の中山　　　　　　うつのやま　宇津の山　　　　　　　みわやま　三輪山

　　うみがやま　海が山　　　　　　　みつのやま　三つの山　　　　　　　　をやま　（名）

　あをかきやま　青垣山　　　　　　　しでのやま　死出の山　　　　　　　あをやま　青山

　　　せきやま　関山　　　　　　　　あひのやま　間の山　　　　　　　たてをやま　立て女方

　　いぶきやま　伊吹山　　　　　　しほひのやま　潮干の山　　　　　　　ぼんやま　盆山

　かづらきやま葛城山　　　はこやのやま貌姑射の山　　　 はゆま駅
　　　おくやま　奥山　　　　　　　　まこやのやま　貌姑射の山　　　　　　　　　よま　四間

うゐのおくやま　有為の奥山　　　　そめいろのやま　蘇迷盧の山　　　　　　　　よま　夜間

あまのかぐやま　天の香具山　　　　くらゐのやま　位の山　　　　　　　　　一らま　（接尾）

　まきむくやま　巻向山　　　　　　　ひをのやま　標の山　　　　　　　　まほらま　（名）

　　　うけやま　請け山　　　　　　　　　はやま　端山　　　　　　　　　　ありま　有馬

　　　しげやま　繁山　　　　　　　　　くはやま　桑山　　　　　　　　　　はりま「播磨

　　　とこやま　床山　　　　　　　　　さはやま　沢山　　　　　　　　　　いるま　入間

　　　きさやま象山　　　　 しばやま柴山　　　　　くるま車
　　いるさやま　入佐山　　　　　　　　おとはやま　音羽山　　　　　にょうばうぐるま　女房車

　　　　じゃま　邪魔　　　　　　　　いなばやま　因幡山　　　　　　　あふぎぐるま　扇車

　　　いしやま　石山　　　　　　　かむなびやま　神奈備山　　　　　ざふやくぐるま　雑役車

　みみなしやま　耳成山　　　　　　　うねびやま　畝傍山　　　　　　　よこぐるま　横車

　　　にしやま　西山　　　　　　　　ひとへやま　一重山　　　　　　　かざぐるま　風車

　　あらしやま嵐山　　　　　　　　いほへやま　五百重山　　　　　　　うしぐるま　牛車

　　はつせやま　初瀬山　　　　　　　　やへやま　八重山　　　　　　　　きじぐるま　堆子車

　　ちとせやま　千歳山　　　　　　　とりべやま　鳥部山　　　　　　　　こしぐるま　腰車

　　いもせやま　妹背山　　　　　　　　さほやま　佐保山　　　　　　　いだしぐるま　出だし車

　　　かたやま　片山　　　　　　　　　とほやま　遠山　　　　　　　げんじぐるま　源氏車

　　　きたやま　北山　　　　　　　　いこまやま　生駒山　　　　　　　かたぐるま　肩車

はらがきたやま腹が北山　　　　　　　しまやま　島山　　　　　　　　わたぐるま　綿車

　　たつたやま立田山　　　　　おきつしまやま　沖つ島山　　　　　　　ぢぐるま　地車

　　　うちやま　宇治山　　　　　　　　そまやま　杣山　　　　　　　　くちぐるま　口車

　おほうちやま大内山　　　　　　　ありまやま　有馬山　　　　　　　みつぐるま　水車

　　まつちやま　真土山　　　　　　　　　みやま　み山　　　　　　　　　てぐるま　手車

　　　かつやま　勝山　　　　　　　　　　みやま　御山　　　　　　　　　うでぐるま　腕車

　　　なつやま　夏山　　　　　　　　　　みやま　深山　　　　　　　　むなぐるま　空車

すゑのまつやま　末の松山　　　　　　　うみやま　海山　　　　　　　をんなぐるま　女車



195

　　　　ぜにぐるま　銭車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふたつのうみ二つの海

　びらうげのくるま横榔毛の車みいきし生き死にの
　　いとげのくるま　糸毛の車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にのふたつのうみ　　二つのうみ

あをいとげのくるま　青糸毛の車　　　　　　　　　み　巳　　　　　　　　　よつのうみ　四つの海

　　　うしのくるま　牛の車　　　　　　　　　　　み　身　　　　　　　　　ふでのうみ　筆の海

あまびさしのくるま　雨庇の車　　　　　　　　　　み　妻　　　　　　　　　ちぬのうみ　茅淳の海

からびさしのくるま　唐庇の車　　　　　　　　　　み　見　　　　　　　　　ちかひのうみ　誓ひの海

　　　みつのくるま　三つの車　　　　　　　　　．み一（接頭）　　　　　　　にほのうみ　嶋の海

　　　　ひのくるま　火の車　　　　　　　　　　　み一御　　　　　　　　あふみのうみ　近江の海

　はちえふのくるま　八葉の車　　　　　　　　　一み　（接尾）　　　　　　　あめのうみ　天の海

こはちえふのくるま　小八葉の車　　　　　　　　　み一水（造語形）　　　　　よものうみ　四方の海

　あままゆのくるま　雨眉の車　　　　　　　　　　一み　水（造語形）　　　　うきよのうみ　浮き世の海

むしろばりのくるま　錘張りの車　　　　　　　　　一み　廻　　　　　　　　　そらのうみ　空の海

　　こうんのくるま　五雲の車　　　　　　　　　一み　海　　　　　　　　すずりのうみ　硯の海

　　　しのびぐるま　忍び車　　　　　　　　　　あみ　網　　　　　　　　のりのうみ　法の海

　　　かよひぐるま　通ひ車　　　　　　　　たうあみ　唐網　　　　　　　　あはうみ、淡海

　　　　　ふぐるま　文車　　　　　　　　　おきあみ　置き網　　　　　　　　おほうみ　大海

　　　　あまぐるま　雨車　　　　　　　　　がきあみ　餓鬼阿弥　　　　　　　しほうみ　塩海

　　しほくみぐるま　潮汲み車　　　　　　ほそびきあみ　細引き網　　　　　　　　しゃうみ　正味

　　はじとみ．ぐるま　半蔀車　　　　　もとのもくあみ　元の木阿弥　　　　　　　　おみ　臣

　　　ものみぐるま　物見車　　　　　　　　　らくあみ　楽阿弥　　　　　　　　　　おみ　使主

　　　　ふみぐるま　文車　　　　　　　　　くちあみ　口網　　　　　　　　　　　おみ　御身

　　　　　やぐるま　矢車　　　　　　　』　　とあみ　投網　　　　　　　　うつしおみ　現しおみ

　　　こしょぐるま　御所車　　　　　　　ちかひのあみ　誓ひの網　　　　　　　　　　かみ　上

　　　　からぐるま　唐車　　　　　　　　　てんのあみ　天の網　　　　　　　　　　かみ　長官．

　　　ちからぐるま　力車　　　　　　　　　　　ゆあみ　湯浴み　　　　　　　　　　　かみ　神

　　わたくりぐるま　綿繰り車　　　　　　　しほゆあみ　潮浴み　　　　　　　　　　かみ　髪

　　　かざりぐるま　飾り車　　　　　　やがらあみ矢柄網　　　　　　　　あがみ吾が身
　　　あじろぐるま　網代車　　　　　　　　　　いみ　斎み　　　　　　　　じだいがみ　時代紙

　　　かたわぐるま　片輪車　　　　　　　　　こいみ　子忌み　　　　　　　　　うかみ　斥候

　　あしよわぐるま　足弱車　　　　　　　　　さいみ　貴布　　　　　　　　むかうがみ　向かう髪

　　　　　をぐるま　小車　　　　　　　　　　　ちいみ　血忌み　　　　　　　　たたうがみ　畳紙

うきよ　　　　　　浮き世は牛　　　　　　つちいみ　土忌み　　　　　　　しはうがみ　四方髪

　はうしのをぐるま　　　　の小車　　　　　　こといみ　言忌み　　　　　　　ゑはうがみ　恵方神

いんぐわのをぐるま　因果の小車　　　　　　　こといみ　事忌み　　　　　　やくびゃうがみ　疫病神

　　　　もんぐ奄ま　文車　　　　　　　　　　　ねいみ　子忌み　　　　　　じゅりゃうがみ　受領神

　　　　　　だるま　達磨　　　　　　　　　ものいみ　物忌み　　　　　　　　　おかみ　書

　　　　　ぬるま　（名）　　　　　　　　　　まいみ　真忌み　　　　　　　　　おかみ　御上

　　　　かほふるま　顔振る間　　　　　　　あらいみ　荒忌み　　　　　　　　　かかみ　白藪

　　　　　のろま　野呂間　　　　　　　　　　うみ　海　　　　　　　　　　　かがみ　鏡

　　　　　　ゑま　絵馬　　　　　　　　とみかうみ　と見かう見　　　　　　おかがみ　御鏡

　　　　　えんま　閻魔　　　　　　　　ありそうみ　荒磯海　　　　　　　　さかがみ　逆髪

　　　　　おんま　陰魔　　　　　　　　　うちうみ　内海　　　　　　　　ますかがみ　真澄鏡

　　　　　せんま　（名）　　　　　　　　おきつうみ　沖つ海　　　　　　　まそかがみ　まそ鏡

　　　　　てんま　天魔　　　　　　　　ときつうみ　時つ海　　　　　　　やたかがみ　八腿鏡
　　　　　てんま　伝馬　　　　　　　　わたつうみ　わた’つ海　　　　　　はつかがみ　初鏡

　　　　つぎてんま　継ぎ伝馬　　　　しほならぬうみ塩ならぬ海　　　　　みつかがみ　水鏡

　　　　　ほんま　本馬　　　　　　　　ぐぜいのうみ　弘誓の海　　　　　　　てかがみ　手鑑

　　　　　ほんま　本真　　　　　　　　なごのうみ　奈古の海　　　　　　　なかがみ　天一神

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃうじのうみ　生死の海　　　　　やたのかがみ　八腿の鏡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いせのうみ　伊勢の海　　　　　　はなのかがみ　花の鏡
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　　ますみのかがみ　真澄みの鏡　　　　いたちはじかみ　闘はじかみ　　　　かづらきのかみ　葛城の神

　　かめのかがみ　亀の鑑　　　　　　まどはしがみ　惑はし神　　　　だいがくのかみ　大学の頭

　　からのかがみ　唐の鏡　　　　　　　すべしがみ　垂髪　　　　　　　　ふくのかみ　福の神

　　はりのかがみ破璃の鏡　　　　　　えぽしがみ　鳥帽子髪　　　　　　むくのかみ　木工の頭

じゃうはりのかがみ　浄破璃の鏡　　　　しゅぜんじがみ　修善寺紙　　　　　　　もくのかみ　木工の頭

　のもりのかがみ野守の鏡　　　　　　　うすがみ　薄紙　　　　　　てんやくのかみ　典薬の頭

　　もちひかがみ　餅鏡　　　　　　　　　えびすがみ　恵比須紙　　　　　とようけのかみ　豊受けの神

　　　のべかがみ延べ鏡　　　　　　　　みすがみ　御簾紙　　　　　　たむけのかみ　手向けの神

　　　かみがかみ　上が上　　　　　　　　　ぞぞがみ　ぞぞ髪　　　　　　　　　このかみ　兄

　　　まそみかがみ　まそみ鏡　　　　　　　やそがみ　八十神　　　　　　うちのこのかみ　氏の子の上

　　　よめかがみ　嫁鑑　　　　　　　　　たかみ　手上　　　　　　　ひとこのかみ　人兄
　　　いもがかみ　妹が髪（枕）　　　　　はたたがみ　欝震神　　　　　　ないしのかみ　尚侍

　　　ともかがみ　友鏡　　　　　　　　　　はだかみ　裸身　　　　　　　　　くしのかみ　酒の司

　　　ひもかがみ　紐鏡　　　　　　　　　わたがみ　綿上　　　　　　　　　よしのがみ　吉野紙

　　　からかがみ　唐鏡　　　　　　　　　　ちがみ　地紙　　　　　　　すみよしのかみ　住吉の神

　　　をりかがみ折り屈み　　　　　　　ちがみ　地髪　　　　　　　いすのかみ　石の上
　　　てるかがみ　照る鏡　　　　　　　　うちがみ　氏神　　　　　　　　かぜのかみ　風の神

　　うぬぼれかがみ　己惚れ鏡　　　　　　あくうちがみ　灰汁打ち紙　　　　　　　そのかみ　其の上

　ちゃうにんかがみ　町人鑑　　　　　　　　おちがみ　落ち髪　　　　　　　いそのかみ　石の上（枕）

　　　びんかがみ　髪鏡　　　　　　　　　　つかみ　掴み　　　　　　　　　うたのかみ　雅楽の頭

　　　　かきがみ　柿紙　　　　　　　　　あつがみ　厚紙　　　　　　　　いちのかみ　市の正

　　　　しきがみ　式神　　　　　　　　　なかつかみ　中つ神　　　　　　　　いちのかみ　一の上

　　　　すきがみ　硫き髪　　　　　　　あきつかみ　現つ神　　　　　　　うちのかみ　氏の上

　　　やなぎがみ　柳髪　　　　　　　　をっつかみ　をっ掴み　　　　　　　　つのがみ　角髪

　　　さばきがみ　捌き髪　　　　　　　　くにつかみ　国つ神　　　　　　　くなとのかみ　久那斗の神

　　　あるきがみ歩き神　　　　　　　とほっかみ　遠っ神（枕）　　　　ふなとのかみ　岐神

　　みちのくがみ陸奥紙　　　　　　　あまつかみ　天つ神　　　　　はらひどのかみ　祓ひ戸の神

　　とりあげがみ　取り上げ髪　　　　　　みつがみ　水髪　　　　　　　　かまどのかみ　竈の神

　　　　かけがみ　懸け紙　　　　　　　　をつかみ　小掴み　　　　　　　くにのかみ　国の守

　　　　さげがみ　下げ髪　　　　　　　　たてがみ　立て髪　　　　　　げんばのかみ　玄蕃の頭

　　　　つけがみ　付け紙　　　　　　　　ことがみ　琴頭　　　　　　　ゆけひのかみ　載負の頭

　　　　つけがみ　付け髪　　　　　　　　　つとがみ　髭髪　　　　　　　　おほひのかみ　大炊の頭

　　　はらけがみ　散髪　　　　　　　　みなとがみ　湊紙　　　　　　　　　うぶのかみ　産の神

　　ふりわけがみ　振り分け髪　　　　あらひとがみ　現人神　　　　　　　ゑふのかみ　衛府の督

　　　　　こがみ　小紙　　　　　　　　　うなかみ　海上　　　　　　　　さへのかみ　塞への神

　　　とりのこがみ　鳥の子紙　　　　　　うぶすながみ　産土神　　　　　　　かずへのかみ　主計の頭

　　　　ひこかみ　彦神　　　　　　　　　はながみ　鼻紙　　　　　　　　　うまのかみ　馬の頭

　　　かみこがみ　紙子紙　　　　　　　あをばながみ　青花紙　　　　　　　　うまのかみ　右馬の頭

　　　　よこがみ　軸　　　　　　　　　みなかみ　水上　　　　　みぎのうまのかみ　右の馬の頭

　　　　よこがみ　横上　　　　　　　　　みなかみ　水神　　　　　ひだりのうまのかみ　左の馬の頭

　　　　よこがみ　横紙　　　　　　　　　をみながみ　女神　　　　　　　　つくまのかみ　筑摩の神

　　　　　さがみ相模　　　　　　　　おにがみ　鬼神　　　　　　　　さまのかみ　左馬の頭

　　　いくさがみ　軍神　　　　　　　みちのくにがみ　陸奥紙　　　　　　　　やまのかみ　山の神

　　　　　しかみ　獅噛み　　　　　　　　いぬがみ　犬神　　　　　　　　よものかみ　四方の神

　　　　いしがみ　石神　　　　　　　　あさねがみ　朝寝髪　　　　　　　　みのがみ　美濃紙

　　　　おしがみ押し紙　　　　　　　　のがみ　野髪　　　　　　　たくみのかみ　内匠の頭

　　まよはかしがみ迷はかし神　　　　　さいのかみ　塞の神　　　　うちのたくみのかみ　内匠頭

　　　　こじがみ　巾子紙　　　　　　はうさうのかみ　庖瘡の神　　　　　　うねめのかみ　采女の正

　　　　さしがみ指し紙　　　　　おんやうのかみ　陰陽の頭　　　　　いつものかみ　出雲の神

　あげやさしがみ　揚げ屋差し紙　　　　　しきのかみ　式の神　　　　　　　とこよのかみ　常世の神

　　　　は、じかみ　（名）　　　　　　　やなぎのかみ　柳の髪　　　　　　　づしょのかみ　図書の頭
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　　からのかみ　唐の紙　　　　　　あきつみかみ　現つ御神　　　　　おっぼろがみ　おっぼろ髪

　　ちからのかみ　主税の頭　　　　　　くにつみかみ　国つ御神　　　　　　　　もろがみ　諸神

　　　くらのかみ　内蔵の頭　　　　　　　すめかみ　皇神　　　　　　　　　わがみ　我が身

　　くすりのかみ　典薬の頭　　　　　　　そめがみ　染め紙　　　　　　　　わがみ　我が身

　　はなりのかみ　放りの髪　　　　　　ひめかみ　女神　　　　　　　うなゐがみ髪髪

　　ちぷりのかみ　道触りの神　　　　　　つくもがみ　江浦草髪　　　　　　　　をかみ　岡見

　とのもりのかみ　主殿の頭　　　　　　　かうやがみ　紙屋紙　　　　　　　　　をかみ　尾髪

　　はもりのかみ　葉守の神　　　　　　　かみやがみ　紙屋紙　　　　　　　　ふしをがみ　伏し拝み

　　しゅりのかみ　修理の大夫　　　　　　ゆみやがみ　弓矢神　　　　　　おほみをがみ　大斎会

べろべろのかみ　べろべろの神　　　　　かんやがみ　紙屋紙　　　　　　　そらをがみ　空拝み

　ひゃうゑのかみ　兵衛の督　　　　　　　　　ゆがみ　歪み　　　　　　　　ふしんがみ　不審紙

うひゃうゑのかみ　右兵衛の督　　　　　　　　ゆがみ　結髪　　　　　　　　ちゃせんがみ　茶禿髪

さひゃうゑのかみ　左兵衛の督　　　　　わかしゅがみ　若衆髪　　　　　　　たたんがみ　畳紙

　　　ごんのかみ　権の守　　　　　　　ほうしょがみ　奉書紙　　　　　　　おほんがみ　大神

　　　ごんのかみ　権の頭　　　　　　　　あらがみ　荒神　　　　あまてるおほんかみ　天照る御神

　ないぜんのかみ　内膳の正　　　　　　　あらがみ　現神　　　　　　　　　　　きみ　君

　　かもんのかみ　掃部の頭　　　　　　　からかみ　唐紙　　　　　　　　　　きみ　公

　ゑもんのかみ　衛門の督　　　　　　ちからがみ　力紙　　　　　　　　　　きみ　稜
　うゑもんのかみ　右衛門の督　　　　　　まくらがみ　枕上　　　　　　　　　　　きみ　気味

　さゑもんのかみ　左衛門の督　　　　　　まくらがみ　枕神　　　　　　　　　　いきみ　生き身

　　　　はがみ　歯噛み　　　　　　　　まくらがみ　枕紙　　　　　　　　　おほいぎみ　大君

　　　かはかみ　川上　　　　　　　　ばさらがみ　婆娑羅髪　　　　　　　　うきみ　憂き身

　　　わらはがみ　童髪　　　　　　　　かしらがみ　頭神　　　　　　　　　あがきみ　吾が君

　　　　ひがみ　日髪　　　　　　　　　ますらがみ　益荒神　　　　　　　よめがきみ　嫁が君

　　　あひがみ　間紙　　　　　　　すぎはらがみ　杉原紙　　　　　　　　わがきみ　我が君

　　　　くびかみ　顎上　　　　　　　　ざんばらがみ　ざんばら髪　　　　　　　わかぎみ　若君

　　むすびがみ　結び髪　　　　　　　すべらがみ　皇神　　　　　　　　こわかぎみ　小若君

　　　ひたひがみ　額髪　　　　　　　　　　えりがみ　襟髪　　　　　　　　　　　こきみ　小気味

　　　とびがみ　飛び神　　　　　　　　きりかみ　切り紙　　　　　　　　　こぎみ　故君

　　あきなひがみ　商ひ神　　　　　　　　　きりかみ　切り髪　　　　　　　　をとこぎみ　男君

　　　まよひがみ　迷ひ神　　　　　　ゆきふりがみ　雪降り髪　　　　　　　すさきみ洲崎廻

　　　　うぶがみ　産神　　　　　　　　はやりがみ　流行神　　　　　　　　みさきみ　岬廻

　　あつえふがみ　厚葉紙　　　　　　　　をりがみ　折紙　　　　　　　　　　しきみ　閾

　　びんぽふがみ　貧乏神　　　　　　なかをりがみ　中折り紙　　　　　　　つじぎみ　辻君

　　　ゆふかみ　結ふ髪　　　　　　　　さんりがみ　三里紙　　　　　　　　とじきみ　戸閾

　　　ゆふかみ　木綿超　　　　　　　ひかるかみ　光る神　　　　　　　　とじきみ　拭

　　　すべかみ　皇神　　　　　　　　　なるかみ　鳴る神　　　　　　　　うちぎみ　内君

　　　そへがみ　添へ髪　　　　　　　あらぶるかみ　荒らぶる神　　　　　　まうちぎみ　公卿

　　　のべがみ　延べ紙　　　　　　　　いれがみ　入れ髪　　　　おほいまうちぎみ　大臣

　　　まへがみ　前髪　　　　　　　　ねくたれがみ　寝腐れ髪　　　おほき

　すみまへがみ　角前髪　　　　　　　うちたれがみ　うち垂れ髪　　　おほいまうちぎみ　太政大臣

　　　おほかみ狼　　　　さみだれがみさ乱れ髪　みぎの
　　　おほかみ　大神　　　　　　　　　もつれがみ　縫れ髪　　　　　おほいまうちぎみ　右の大臣

　　　さほがみ　佐保神　　　　　　　すきやれがみ　漉き破れ紙　　ひだりの

　　　　しぼがみ　敏紙　　　　　　　　　くろかみ　黒髪　　　　　おほいまうちぎみ　左の大臣

　　ふたほがみ　（名）　　　　　みどりのくろかみ　緑の黒髪　　　　　おほまうちぎみ　大臣

　　　　まかみ　真神　　　　　　　ふところがみ　懐紙　　　　　　ひめまうちぎみ　姫大夫

　ふなだまがみ　船霊神　　　　　　　　　しろかみ’白髪　　　　　　　　　たちぎみ　立ち君

　　うすずみがみ　薄墨紙　　　　　　　うしろがみ　後ろ神　　　　　　　つちぎみ　土公

　　たたみがみ　畳み紙　　　　　　　そぞろがみ　漫ろ神　　　　　　　　まちぎみ　町君

　　　つみがみ　摘み髪　　　　　　　　おどろがみ　棘髪　　　　　　　　　　まちぎみ　公卿
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　　　　つきみ　月見　　　　　　　　おほたくみ　大匠　　　　　　　　　　いさみ　勇み

　　かたつきみ　片月見　　　　　　こころだくみ　心工　　　　　　　　　　かざみ　汗杉

　　　まへつきみ　公卿　　　　　　　　　ゑたくみ　画工　　　　　　　　　　きざみ　刻み

　おほまへつきみ　大臣　　　　　　　　　かちぐみ　徒士組　　　　　　　ひときざみ　一刻み

　　　ててぎみ　父君　　　　　　　　　　てぐみ　手組み　　　　　　　　なぐさみ　慰み

　　ただなきみ　唯なき身　　　　　　さきてぐみ　先手組　　　　　　くちなぐさみ　口慰み

　　　ふなぎみ　船君　　　　　　　　ことのくみ　琴の組　　　　　　　　てなぐさみ　手慰み

　　をんなぎみ　女君　　　　　　あしゆひのくみ　足結ひの組み　　　　はるなぐさみ　春慰み

　　　　にきみ　座癒　　　　　　　　　いはぐみ　岩組み　　　　　　　　　すさみ　荒み

　　　　ぬきみ　抜き身　　　　　　　　　ほくみ　穂組み　　　　　　　　てずさみ　手遊み

　　かうのきみ　かうの君　　　　　　　しほくみ　潮汲み　　　　　　ふでのすさみ　筆のすさみ

　　なかのきみ　中の君　　　　　　　　　めぐみ　恵み　　　　　　　　　　はさみ　挾み

　　まうけのきみ　設けの君　　　　　　　　　やくみ　薬味　　　　　　　　　　きばさみ　木挾

　　　このきみ此の君　　　　　　　　ひゃくみ　百味　　　　　　いちにちはさみ　一日挾み

　　　せのきみ　夫の君　　　　　　　　　ゆくみ　湯汲み　　　　　　かしはばさみ　柏爽み

　じふはちのきみ　十八の公　　　　　　　あゆくみ　鮎汲み　　　　　　　あひばさみ　相挾み

　　いへのきみ家の君　　　　　　　　からくみ　唐組み　　　　　　　　ふばさみ　文挾み

　　たからのきみ　宝の君　　　　　　　　ひらくみ　平組み　　　　　　　ふみばさみ　文挾み

　じふぜんのきみ十善の君　　　　うままはりぐみ　馬廻り組　　　　　　みみはさみ　耳挾み

　　やしなひぎみ　養ひ君　　　　　　　こころぐみ　心ぐみ　　　　　　　　　　しみ　紙魚

　　　おほきみ　大王　　　　　　しのびえんぐみ　忍び縁組み　　　　　　さうじみ　正身

　　わがおほきみ　我が大君　　　　　　ごにんぐみ　五人組　　　　　　　　とうじみ　燈心

　　　きみきみ　君君　　　　　　　こじふにんぐみ　小十人組　　　　　　　　はぎしみ　歯軋み

　　　　めぎみ　女君　　　　　　ひろまのばんぐみ　広間の番組　　　　　　いつくしみ　慈しみ

　　　ひめぎみ姫君　　　　　　　おほばんぐみ　大番組　　　　　　　うつくしみ　慈しみ

　　　むらぎみ　邑君　　　　　　　せうべんぐみ　小便組　　　　　　　　うつしみ　現し身

　　　むらぎみ　漁父　　　　　　　　　　　けみ　毛見　　　　　　　　　　つつしみ　慎み

　　　むろぎみ　室君　　　　　　　　　　かげみ　影身　　　　　　　　　　　としみ　（名）

　　　　　くみ　組み　　　　　　　　　　　こみ　込み　　　　　　　　　　なじみ　馴染み

　　　はうぐみ’方組み　　　　　　　　　　ごみ　五味　　　　　　　　　うらなじみ　裏馴染み

　　　ぼうぐみ　棒組み　　　　　　　　だいごみ　醍醐味　　　　　　こころだのしみ　心楽しみ

　　こしゃうぐみ　小姓組　　　　　　　　　きごみ　着込み　　　　　　　　　　ふしみ　伏見

　　かふがぐみ　甲賀組　　　　　　　　ひきこみ　引き込み　　　　　　　　べしみ　癒見

　　　　きぐみ　気組み　　　　　　　　　けこみ　蹴込み　　　　　　　おほべしみ　大療見

　　おしくくみ　おし含み　　　　　　　かけこみ　掛け込み　　　　　　　しみじみ　（副）

　　そでぐくみ袖包み　　　　　　　　かけこみ　駆け込み　　　　　　　　よしみ　好み
　　たくぼくぐみ　啄木組み　　　　　　　なげこみ　投げ込み　　　　　　　　　すみ　炭

　　　　しぐみ　仕組み　　　　　　　　あさごみ　朝込み　　　　　　　　　はいずみ　掃墨

　　　さしぐみ　（名）　　　　　　　おしこみ押し込み　　　　　　　かすみ霞
　　たちずくみ　立ち疎み　　　　　　　さしこみ　差し込み　　　　　　はつがすみ　初霞

　　　やずくみ　矢疎み』　　　　　　うちこみ　打ち込み　　　　　　ひとかすみ　一霞

　　さんすくみ　三疎み　　　　　　　　つっこみ　突込み　　　　　　　やへがすみ　八重霞

　　　　たくみ　工　　　　　　　　　おひこみ　追ひ込み　　　　　　くもかすみ　雲霞

　　　こだくみ　木工　　　　　　　　　　みこみ　見込み　　　　　　　はるがすみ　春霞

　　そこだくみ　底企み　　　　　　　　ふみこみ　踏み込み　　　　　　くもをかすみ　雲を霞

　　　したぐみ下組み　　　　　　　いりごみ入り込み　　　　　　おきずみ置き墨
　　　くじだくみ　公事工　　　　　　　　はりこみ　張り込み　　　　　　　ひきずみ　引き墨

　　ひだたくみ　飛騨匠　　　　　　　　ふんごみ　踏ん込み　　　　　　　さげすみ　下げ墨

　　ひだのたくみ　飛騨の匠　　　　　　　　　さみ　さ身　　　　　　　　　　こすみ　小隅

きのみちのたくみ　木の道の工　　　　　　　　さみー沙弥　　　　　　　　・にごずみ　和炭

　　よひだくみ　宥工　　　　　　　　　　あさみ　浅み　　　　　　　　　「くさずみ　臭墨
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　　　ざうしずみ　曹司住み　　　　　　　　かたみ　片身　　　　　　さゑさゑしづみ　（連語）

　　　　うすずみ　薄墨　　　　　　　　　　かたみ　形見　　　　　　　　　　たつみ　辰巳

　　　あさすずみ　朝涼み　　　　　　　　あがたみ　県見　　　　　　　　にはたつみ　庭たつみ

　　　いけだずみ　池田炭　　　　　　　はながたみ　花筐　　　　　　　　わたつみ　（名）

　　　　たたずみ　停み　　　　　　　わすれがたみ　忘れ形見　　　　　　　わたっみ　綿摘み

　　　　うちずみ　内住み　　　　　　　　　こたみ　此度　　　　　　　　　　つつみ　包み

　　　　さとずみ　里住み　　　　　　　　　したみ　羅　　　　　　　　　　　つつみ　堤

　　　　　ねずみ鼠　　　　　したみ清み　　　　　つつみ慎み
　あまくちねずみ　甘口鼠　　　　　　　　　したみ　下身　　　　　　　　　つづみ　鼓

　　つきのねずみ　月の鼠　　　　　　　　たたみ　畳　　　　　　　するがつつみ駿河包み

　　　　ひねずみ　火鼠　　　　　　　　　　たたみ　畳み　　　　　　　　　こつづみ　小鼓

　うろたへねずみ　うろたへ鼠　　　　　　　ただみ　直身　　　　　　　　はこつづみ　箱鼓

　　　つぼねずみ　局住み　　　　　　　すがだたみ　菅畳　　　　　　　　こしつづみ　腰鼓

　　　しろねずみ　白鼠　　　　　　　　わがたたみ　我が畳（枕）　　　　　いとつつみ　糸裏み

　　　　きはずみ　際墨　　　　　　　　　しきだたみ　敷き畳　　　　　　　くにつつみ　国つ罪

　　　　あひずみ　相住み　　　　　　　あげだたみ　上げ畳　　　　　　なみのつづみ　波の鼓

　　　　たびずみ　旅住み　　　　　　　　しただみ　（名）　　　　　　　　ものつつみ　物慎み

　　　たりひずみ　（名）　　　　　　　　いしだたみ　石畳　　　　　　　　おほつづみ　大鼓

　　　　おほすみ　大隅　　　　　　　　いはたたみ　岩畳　　　　　　　　あまつつみ　天つ罪

　　　　　ますみ　真澄み　　　　　　　やぶだたみ　藪畳　　　　　　　　あまつつみ　雨つつみ

　　　　やまずみ　山住み　　　　　　　　ゆふたたみ　木綿畳　　　　　　　せめつづみ　攻め鼓

　　　やもめずみ　寡住み　　　　　　　　やへたたみ　八重畳　　　　　　ひとめつつみ　人目包み

　　　　へやずみ　部屋住み　　　　　　こもたたみ　薦畳（枕）　　　　　かつらつつみ　桂包み

　　　　まゆずみ　眉墨　　　　　　　　あらだたみ　新畳　　　　　　　　はらつづみ　腹鼓

かっらのまゆずみ　桂の黛　　　　　　　　　つだみ　（名）　　　　　　　ひらつつみ　平包み

　　　あぶらずみ　油墨　　　　　　　　　　くにたみ　国民　　　　　　　　くすりつつみ　薬包み

　ふりみふらずみ　降りみ降ら　　　　　　ものねたみ　物妬み　　　　　　　ふりつづみ　振り鼓

　　　　　　　　　　　　ずみ　　　うはなりねたみ　後妻嫉妬　　　　　　　くれつづみ　呉鼓

　　　　いりずみ妙り炭　　　　　　　みたみ御民　　　　　　　　なつみ泥み
　　　ひとりずみ　独り住み　　　　　　　　いちみ　一味　　　　　　　　　くひつみ　食ひ積み

　　　　いれずみ　入れ墨　　　　　　　　　うちみ　打ち身　　　　　　　　やまつみ　山砥

　　　　するすみ　摺る墨　　　　　　　　　せちみ　節忌　　　　　　　　　むうつみ　室つみ

　　　　するすみ　匹如身　　　　　　　　　たちみ　立ち身　　　　　　　　　　とみ　富

　　　　　せみ　蝉　　　　　　　　ゑちこちぢみ　越後縮　　　　　　　　　　とみ　跡見

　　　　うつせみ　現人　　　　　　　あかしちぢみ　明石縮　　　　　　　　　　とみ　頓

　　　　うっせみ　空蝉　　　　　　　　　あはちぢみ　阿波縮　　　　　　　　　いどみ　挑み

　　　　なはぜみ　炸蝉　　　　　　　　をぢやちぢみ　小千谷縮　　　　　　　かげとみ　影富

　　　ころもぜみ　衣蝉　　　　　　　　　　　つみ　（名）　　　　　　　　　　さとみ　里廻

　　　　　あそみ　朝臣　　　　　　　　　　　つみ　柘　　　　　　　　　　　しとみ　蔀

　　　　いそみ　磯廻　　　　　　　　　　　つみ　罪　　　　　　　　　あげじとみ　上げ蔀

　　　　すそみ　裾廻　　　　　　　　　　いつみ　和泉　　　　　　　　　こじとみ　小蔀

　　　　うつそみ　（名）　　　　　　　きなるいつみ　黄なる泉　　　　　　いたじとみ板蔀

　　　　のぞみ　望み　　　　　　　　　　うつみ　埋み　　　　　　　　たてじとみ　立て蔀

　　をとこのぞみ　男望み　　　　　　　　　かつみ　（名）　　　　　　　　はじとみ　半蔀

　くほんののぞみ　九品の望み　　　　　　はながつみ　花がつみ　　　　　　　こはじとみ　小半蔀

　　　　ほそみ　細み　　　　　　　　　　こつみ　木積み　　　　　　　　　とどみ　（名）

　　　　ほそみ　細身　　　　　　　　いしこづみ　石子積み　　　　　　　　ひとみ　一身

　　　　ありそみ　荒磯廻　　　　　　　うきしづみ　浮き沈み　　　　　　　　よどみ　淀み

　　　　　たみ　民　　　　　　　かなるましづみ　か鳴る間し　　　　　　　　なみ　波

　　　　いたみ　伊丹　　　　　　　　　　　　　　　　　　づみ　　　　　　　なみ　並み（名）

　　　　かたみ　筐　　　　　　　　さゐさゐしづみ　（連語）　　　　　　　　　一なみ　並み（造語形）
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　　　　なみ　無み　　　　　　　　　　めなみ　女波　　　　　　　　　そらだのみ　空頼み

　　　うなみ　卯浪　　　　　　　　　　やなみ　矢並み　　　　　　　われだのみ　我頼み

　　そうなみ　総並み　　　　　　　　　　よなみ　世並み　　　　　　　こころだのみ　心頼み

　ちゃうなみ町並み　　　　　　　　うらなみ　浦波　　　　　　　　　ちちのみ　乳の実

　　さかなみ　逆浪　　　　　　　　　ささらなみ　ささら波　　　　　　　　さてのみ　（連語）

　　つかなみ　束並み　　　　　　　　しらなみ　白波　　　　　　　　　おにのみ　鬼飲み

おぽっかなみ　（覚束無み）　　　おきつしらなみ　沖つ白波　　　　　　　えぷのみ　閻浮の身

くものうきなみ　雲の浮き波　　　　あとしらなみ　跡白波　　　　　　　　　ものみ　物見

　　しきなみ　頻浪　　　　　　あとのしらなみ　跡の白波　　　　　　1ながものみ　長物見

　　しきなみ　頻並み　　　　　　　わたりなみ　渡り並み　　　　　　　　ちゃのみ　茶飲み

　　たきなみ　滝波　　　　　　　　さざれなみ　細れ波（枕）　　　　　　つゆのみ　露の身

　　つきなみ　月並み　　　　　　　　　わなみ　吾債　　　　　　　　　　ありのみ　有りの実

　　　こなみ．嫡妻　　　　　　　　　とゐなみ　とゐ波　　　　　　　まくりのみ　捲り飲み

　　ささなみ　小波　　　　　　　　　ともゑなみ　巴浪　　　　　　　　　　ちりのみ　塵の身

　　たしなみ　嗜み　　　　　　　　　　をなみ　男波　　　　　　　　　ながれのみ．流れの身

　ふたしなみ　不嗜み　　　　　　　　あをなみ　青波　　　　　かは　　　　　　　　河竹の流れ

　　としなみ　年なみ　　　　　　　かたをなみ　片男波　　　　　たけのながれのみ　　　　　の身

　ひとしなみ　等し並み　　　　ひゃくにんなみ　百人並み　　　　　　　それのみ　（連語）

　ありそなみ　荒磯波（枕）　　　　せんにんなみ　千人並み　　　　　　　　　はみ　馬衡、

　　あだなみ　徒波　　　　　　　　　みんなみ　南　　　　　　　　　　　いはみ　石見

　　　ちなみ　因　　　　　　　　　　　くにみ　国見　　　　　　　　　　かいばみ　垣間見

　　ふちなみ　藤波　　　　　　　　　しにみ　死に身　　　　　　　　　うはみ　摺

　　まちなみ　町並み　　　　　　　　　　ぬみ　（名）．　　　　　　　　　てうばみ　調半

　おきつなみ　沖つ波　　　　　　　　　そねみ　嫉み　　　　　　　　ちょうばみ　重食

　　へつなみ辺つ波　　　　　　　　　　のみ　細　　　　　　　　　　　きはみ　極み

　　みつなみ水波　　　　　　　　　　一のみ　（副助）　　　　　いつくすきはみ　い尽くすき

　　　となみ　門浪　　　　　　　　　　がのみ　我飲み　　　　　　　　　　　　　　　　　はみ

　　　となみ　鳥網　　　　　　　　　ごきのみ　御器の実　　　　　　　よしばみ　由ばみ

　　いとなみ　営み　　　　　　　　　かくのみ　香の実　　　　　　　　かたばみ　酸漿草

　　かどなみ　門並　　　　　　　いっこくのみ　一刻飲み　　　　　けんかたばみ　剣酸漿

　　ひとなみ　人並み　　　　　　　てんもくのみ　天目飲み　　　　　　　　くちばみ　腹

　おいのなみ　老いの波　　　　　こしゃくのみ　五尺の身　　　　　　　くつばみ　錬

　　くものなみ　雲の波　　　　　　　ぎょくのみ　曲飲み　　　　　　　　ものはみ　物食み

　うきよのなみ浮き世の波　　　　　　　このみ　好み　　　　　　　　　うはばみ　癖蛇

　けぷりのなみ　煙の波　　　　　　　　　このみ　木の実　　　　　　　　とりばみ　鳥食み

　りんゑのなみ　輪廻の波　　　　　　　　このみ　此の身　　　　　　　　つるはみ　橡

　　　はなみ　花見　　　　　　　　　ことこのみ　事好み　　　　　あをしらつるばみ　青白橡

　　いはなみ　岩波　　　　　　　かくのこのみ　香の木の実　　　　　　’ゑばみ　餌食み

　　かはなみ川次　　　　ときじ　　　　　時じくの香　　　　　　　ふみ　文
　　　ひなみ　日次み　　　　　くのかくのこのみ　　　の木の実　　　　　　　あふみ　近江

　　にふなみ　新嘗　　　　　　　　とのこのみ　殿好み　　　　　　　　　あぶみ　鐙

　　　へなみ　辺波　　　　　　　　ものこのみ　物好み　　　　　　むさしあぶみ　武蔵鐙

　　　ちへなみ　千重波　　　　　　　いろこのみ　色好み　　　　　　　つぽあぶみ　壷鐙

　　いほへなみ　五百重波　　　　　たんぜんこのみ　丹前好み　　　　　　　もろあぶみ　諸鐙

　　やへなみ　八重波　　　　　　　　　　さのみ　（連語）　　　　　　　けさうぶみ　懸想文

　　　ほなみ　穂波　　　　　　　　　ささのみ　酒飲み　　　　　　　じゃうぶみ　状文

　しらはまなみ　白浜波　　　　　　　　　たのみ　頼み　　　　　　　　　　おふみ　御文

　　やまなみ　山並み　　　　　　　　　たのみ　田の実　　　　　　　いっときぷみ　一時文

　　　みなみ　南　　　　　　　　あいなだのみ　あいな頼み　　　　　　　うけぷみ　請け文

　　　なみなみ　並み並み　　　　　しるしのたのみ　しるしの頼み　　　　うちとけぷみ　うち解け文

　ひとなみなみ　人並み並み　　　　　にせのたのみ　二世の頼み　　　　　せうそこぶみ　消息文
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　　　　はこぶみ　筥文　　　　　　　　　きれぶみ　切れ文　　　　　　　　としやみ　年病み

　　　　あしぶみ　足踏み　　　　　　　　ぬれぷみ　濡れ文　　　　　　　　したやみ　下闇

　　　いしぶみ　石文　　　　　　　こしをれぷみ　腰折れ文　　　　　このしたやみ　木の下闇

　つぼのいしぶみ　壼の碑　　　　　　　　いろぷみ　色文　　　　　　　　　っっやみ　つっ闇

　　　ふうじぷみ封じ文　　　　　　　ちわぷみ痴話文　　　　　　しもつやみ下つ闇
　　　まうしぶみ　申し文　　　　　　　　　ゑぷみ　絵踏み　　　　　　　　　なやみ　悩み

　　　あかしぶみ　明かし文　　　　　　　　　へみ　蛇　　　　　　　　こひちのやみ　恋路の闇

　　みあかしぶみ　御明かし文　　　　　　　一べみ　（助動＋接尾）　　　さんつのやみ　三途の闇

　　　　こしぶみ　腰文　　　　　　　　よつのへみ　四つの蛇　　　　　　こひのやみ　恋の闇

　　　くだしぶみ　下し文　　　　　　　　おほみ　大臣　　　　　　おもひのやみ思ひの闇
　　　うつしぶみ　移し文　　　　　　　　　おほみ　大忌　　　　　　　　　ものやみ　物病み

　　　おとしぶみ　落とし文　　　　　　　　おほみ一大御　　　　　　　ころものやみ　衣の闇

　　　　めしぶみ　召し文　　　　　　　　　とほみ　遠見　　　　　　ちゃうやのやみ　長夜の闇

　　めぐらしぶみ廻らし文　　　　　　　　まみ　目見　　　　　ながきよのやみ長き夜の闇
　　　ゆるしぶみ　赦し文　　　　　　　　　まみ　魔魅　　　　　　　こころのやみ　心の闇

　　　　せぶみ　瀬踏み　　　　　　　　かいまみ　垣間見　　　　こをお　　　　　　子を思ふ心

　　かよはせぷみ　通はせ文　　　　　　　　くまみ　隈廻　　　　　もふこころのやみ　　　　の闇

　　　　よせぷみ　寄せ文　　　　　　　　　しまみ　島廻　　　　　　　こゆゑのやみ　子ゆゑの闇

　　　とほたふみ　遠江　　　　　　　　　　なまみ　生身　　　　いっすんさきはやみ　一寸先は闇

　　　　　ちぷみ　血文　　　　　　　　　　　みみ　耳　　　　　　　　　こひはやみ　恋は闇

　　　　　ぢぷみ　地文　　　　　　　　　　　みみ　身身　　　　　　　　わらはやみ　瘡

　　　　うちぷみ　氏文　　　　　　　　　　ひがみみ　僻耳　　　　　　　　　　こひやみ　恋病み

　　　　すてぷみ　捨て文　　　　　　　　　うきみみ　憂き耳　　　　　　　　よひやみ　宵闇

　　　　たてぷみ　立て文　　　　　　　　　ききみみ　聞き耳　　　　　　　　ゆふやみ　タ闇

　　　　かなぶみ　仮名文　　　　　　　うさぎみみ　兎耳　　　　　　　　　やみやみ　闇闇

　　　をんなぶみ　女文　　　　　　　　ぢごくみみ　地獄耳　　　　　　　　うらやみ　羨み

　　　みくにぶみ　御国文　　　　　　　　　こみみ　小耳　　　　　　　　　　をやみ　小止み

かべのなかのふみ　壁の中の書　　　　　　かごみみ　寵耳　　　　　　　　　　　ゆみ　弓　、

　　ないげのふみ　内外の文　　　　　　　かたみみ　片耳　　　　　　　　　　あゆみ　歩み

　　なさけのふみ　情けの文　　　　　　　きのみみ　木の耳　　　　　　　うきあゆみ浮き歩み

　　　　うはぶみ　上文　　　　　　　　　　おほみみ　大耳　　　　　　　　　うけあゆみ　浮け歩み

　　　　　ひふみ旧文　　　　　　　　おほみみ大御身　　　　　おろしあゆみ下ろし歩み
　　　　　ひぶみ　日文　　　　　　　　そらみみ空耳　　　　　ひつじのあゆみ羊の歩み
　　　ちかひぷみ　誓ひ文　　　　　　　　　ゆめみ　夢見　　　　　　としょのあゆみ　屠所の歩み

　　　しのびぷみ　忍び文　　　　　　　　　　もみ　紅絹　　　　　　　　くりあゆみ　繰り歩み

　　かんがへぷみ　勘へ文　　　　　　　　　　もみ　蝦墓　　　　　　　　　たうゆみ　唐弓

　　いにしへぷみ　古へ典　　　　　　　　じんざもみ　甚三紅　　　　　　　　たつかゆみ　手束弓

　　　うれへぷみ　愁へ文　　　　　　　　いりもみ　いり揉み　　　　　　　つきゆみ　槻弓

　　　　　ほふみ　法味　　　　　　　　　　　やみ　闇　　　　　　　　　　つくゆみ　槻弓

　　　いとまぶみ　暇文　　　　　　　　　　いやみ　嫌味　　　　　　　　　　こゆみ　小弓

　　　　やまぶみ　山踏み　　　　　　　むしゃうやみ　無性闇　　　　　　　まかごゆみ　真鹿児弓

　　うひやまぶみ　初山踏み　　　　　　　　えやみ　疫病　　　　　　　すずめこゆみ　雀小弓

　　　つつみぷみ　包み文　　　　　　　　　きやみ　気病み　　　　　　　あつさゆみ　梓弓

　　　　やぶみ　矢文　　　　　　　　あかっきやみ　暁闇　　　　　　　　　　　しゅみ　須弥

　　　　あやぶみ危ぶみ　　　　　　　さっきゃみ五月闇　　　　　　　　しゅみ　趣味
　　　　うらぷみ　占文　　　　　　　あかときやみ　暁闇　　　　　　　　　いしゆみ　石弓

　　　　からぷみ　漢文　　　　　　　　しはぶきやみ　咳き病　　　　　　　　はじゆみ　櫨弓

　ジャガタラぷみ　ジャガタラ文　　　　　とこやみ　常闇　　　　　　　　えびすゆみ　夷弓

　　　おくりぷみ送り文　　　　　　　　しゃみ三味　　　　　　　　わたゆみ綿弓

　　おこたりぷみ　怠り文　　　　　　　　しゃみ沙弥　　　　　　　　かちゆみ歩弓

　　　ひねりぷみ捻り文　　　　　　　　じゃみ（名）　　　　　　　さつゆみ猟弓
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　　　あらきのゆみ　荒木の弓　　　　　　　　うらみ　恨み

　　　　くはのゆみ桑の弓うらみ浦廻む　　　だいひのゆみ　大悲の弓　　　　　　さかうらみ　逆恨み

　　そばぐろのゆみ　側黒の弓　　　かっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　（感）

　　　　　くはゆみ　桑弓　　　　　　たゐのかさうらみ　癩の瘡うらみ　　　　　　　　　む　（助動）

　　　　おほゆみ　大弓　　　　　　　　ものうらみ　物恨み　　　　　　　　　　　む一身

　　　　　まゆみ檀弓　　　 かたみうらみ片身恨み　　　　　あむ虻
　　　　　まゆみ檀　　　　　 しがらみ柵　　　　　　 あむ浴む
　　　　　うまゆみ馬弓　　　　　　しかのしがらみ鹿の柵　　　　　　　　　．いむ妹

　　そつびこまゆみ　襲津彦真弓　　　　そでのしがらみ　袖の柵　　　　　　　　　　いむ　忌む

　　あだちのまゆみ安達の檀弓　　　　　がんじがらみ　雁字搦み　　　　　　　　　いか斎

　　　　はまゆみ破魔弓　　　　　　　そでがらみ　袖搦み　　　　　　　　　れいむ　霊夢
　　　　しらまゆみ　白真弓　　　　　　　　　つらみ　辛み　　　　　　　　　　　うむ　有無

　　あだたらまゆみ　安達太郎檀弓　　　　うらみつらみ　恨みっらみ　　　　　　　　うむ　倦む

　　　すずめゆみ雀弓　　　　　　　　　ひらみ　摺　　　　　　　　　　　うむ　績む
　　　　っよゆみ強弓　　　　　　　　　いりみ　入り身　　　　　　　　　あうむ　鶏鵡

　　　　のりゆみ賭弓　　　　　　　　かへりみ　顧み　　　　　　　　いもがうむ　妹が績む（枕）

てん　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひよりみ　日和見　　　　　　　　ちゃうむ　庁務

　じゃうののりゆみ殿上の賭弓　　　　　　　あるみ　荒海　　　　　　　　　よをうむ　世を倦．む

　　　　はりゆみ張り弓　　　　　　　一ぐるみ　（接尾）　　　　　　　　おむ怖む
　　　　　　よみ黄泉　　　　　　　　いぐるみ　矯緻　　　　　　　　　　かむ　醸む
　　　　　　よみ　読み　　　　　　おかひこぐるみ　御蚕ぐるみ　　　　　　　一かむ　（終助）

　　　　　ぎょみ　魚味　　　　　　　　どんぐるみ　（名）　　　　　　　　　　あかむ　赤む

　　たいへいきよみ太平記読み　　　　　　　たるみ　垂水　　　　　　　　　　あがむ　崇む

　　　　つきよみ月夜見　　　　　　　あはれみ　憐れみ　　　　　　　　いがむ　歪む
　　　　つくよみ　月夜見　　　　　　　　　いうみ　色身　　　　　　　　　　　うかむ　浮かむ

　　むかしごよみ　昔暦　　　　　　　　　　くろみ　黒み　　　　　てをっ　　　　　　手を束ね膝

　　　いせこよみ伊勢暦　　　　　　　　ひぐうみ　日黒み　　　　かねひざをかがむ　　　を屈む
　　　はつごよみ　初暦　　　　　ちゃ　　　　　　　　　　　　　　　　こごしをかがむ　小腰を屈む

　　　かなごよみ仮名暦　　　　　うだいのこころみ　帳台の試み　　　　　　　きかむ　牙噛む

　　　　うめごよみ　梅暦　　　　　　ごぜんのこころみ　御前の試み　　　　　　　しじかむ　豊かむ

　　　めくらごよみ　盲暦　　　　　　　　　．うしろみ　後ろ見　　　　　　　　　　すがむ　砂む

　　はしらごよみ柱暦　　　　わたくしのうしろみ　私の後ろ見　　　　　　　せがむ　（動）

　　　　ゑごよみ絵暦　　　　　　　　　ひろみ　広み　　　　　　　にれうちかむ　（動）

　　　しんこよみ新暦　　　　　　　　　かむうみ　神漏美　　　　　　　　やっかむ　（他動）

　　まんねんごよみ万年暦　　　　　　　　もろみ　諸味　　　　たふるるとこ　　　倒るる所に

　　　　　さよみ　貴布　　　　　　　　　　　ゑみ　笑み　　　　　うにつちをつかむ　　土をつかむ

　　　　　そよみ　（名）　　　　　　　　ゑみゑみ　笑み笑み　　　　　めづらをつかむ　目面を掴む

　　　　　そよみ　素読み　　　　　　　ひとりゑみ　独り笑み　　　　　　　　とがむ　各む

　　　　うたよみ　歌詠み　　　　　　　　　　をみ　小忌　　　　　　　　ききとがむ　聞き各む

　　　　したよみ　下詠み　　　　　　　　　　　をみ　麻績　』　　　　　　　　みとがむ　見答む

　　　　　どよみ　（名）　　　　　　　　　おんみ　御身　　　　　　　　　　ながむ　眺む

　　　　うたとよみ　歌と読み　　　　　　　　ぎんみ　吟味　　　　　　　　　　ながむ　詠む

　　　やまとよみ　大和訓　　　　　　　　ふぎんみ　不吟味　　　　　　　うちながむ　うち眺む

　　　　ものよみ　物読み　　　　　　　ともぎんみ　共吟味　　　　　　　　　にがむ　苦む

　　　　　ひよみ　日読み　　　　　　　　　けんみ　検見　　　　　　　　にがむにがむ　苦む苦む

　　　　あひよみ　相読み　　　　　　　　　げんみ　現未　　　　　　　　　　ひがむ　僻む

　　　　そらよみ　空読み　　　　　　　くわげんみ　過現未　　　　　　　すきひがむ　透き僻む

　　くわんじんよみ　勧進読み　　　　　　　　さんみ　三位　　　　　　　　　　ふかむ　深む

　　　さいもんよみ　祭文読み　　　　　　　　　しんみ　新身　　　　　　　　　　　ゆがむ　歪む

　　　　　あらみ　新身　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほほゆがむ　頬ゆがむ
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　　をうがむ　拝む　　　　　　　　　すをくむ　巣を組む　　　　　　たたみこむ　畳み込む

　　にれかむ　齢む　　　　　　　ながれをくむ　流れを汲む　　　　　　のみこむ　呑み込む

　ほぞをかむ　瞬をかむ　　　いち　　　　　　　一河の流れ　　　　　　ふみこむ　踏み込む

　きばをかむ　牙を噛む　　　　がのながれをくむ　　　　を汲む　　　　　　きりこむ　切り込む

　　　つきむ拒む　　　　　　　　　一けむ　（助動）　　　　　　にじりこむ閑り込む

　　　　くむ　雲　　　　　　　　　　いけむ　（動）　　　　　　　ほたりこむ　ほたり込む

　　　　くむ　組む　　　　　　　　　　すげむ　（動）　　　　　　　　とりこむ　取り込む

　　　　くむ　汲む　　　　　　　おもひはげむ　思ひ励む　　　　　　　とりこむ　取り籠む

　　　一ぐむ　（接尾）　　　　　　　　　　こむ　子む　　　　　　　　　なりこむ　鳴り込む

　　　あぐむ　（動）　　　　　　　　　　　こむ　籠む　　　　　　　　　はりこむ　張り込む

　　　あぐむ　足組む　　　　　　　　　いこむ　射込む　　　　　　　　ふりこむ　降り籠む

　　　いくむ　い組む　　　　　　　　かいこむ　かい込む　　　　　　　たれこむ　垂れ籠む

　　　いくむ　射組む　　　　　　　　くえこむ　崩え込む　　　　　　　をれこむ　折れ込む

　　　かくむ　囲む　　　　　　　　　にえこむ　にえ込む　　　　　　　　ゐこむ　居籠む

　　　くくむ　街む　　　　　　　　　ひがこむ　日が込む　　　　　　　よをこむ　夜を籠む

　　　くぐむ　屈む　　　　　　　　　　きこむ　着込む　　　　　　　ちよをこむ　千代を籠む

　　さぐくむ　（動）　　　　　　　　　つきこむ　築き込む　　　　　ちぎりをこむ　契りを籠む

　おしくくむ　おし含む　　　　　　　ひきこむ　引き込む　　　　　　　ふんごむ　踏ん込む

　　はぐくむ　（動）　　　　　　　　かみきこむ　髪着込む　　　　　　　　　さむ　冷む

　ふみくくむ　踏み含む　　　　　　　うけこむ　受け込む　　　　　　　　あさむ　（動）

　　かけくむ　駆け組む　　　　　　　かけこむ　駆け込む　　　　　　　　あさむ　浅む

　　はごくむ　（動）　　　　　　　　かけこむ　掛け込む　　　　　　おちあさむ　怖ぢあさむ

　　　さくむ　（動）　　　　　　　　　くけこむ　桁け込む　　　　　　　　みあさむ　見あさむ

　ふみさ’くむ　踏みさくむ　　　　　　　しけこむ　（動）　　　　　　　　　　いさむ　勇む

　　　しぐむ　仕組む　　　　　　　　　しこむ　仕込む　　　　　　　　　いさむ　慰む

　　さしくむ　さし含む　　　　　　　おしこむ　押し込む　　　　　　　　いさむ　禁む

　　　すくむ　煉む　　　　　　　　　かしこむ　畏む　　　　　　　　　　いさむ　諌む

　　いすくむ　射陳む　　　　　　　　さしこむ　さし込む　　　　　　きょうさむ　興さむ

　かきすくむ書き疎む　　　　　　さしこむ指し込む　　　　　　　きざむ刻む
　たちすくむ　立ち疎む　　　　　　　さしこむ　鎖し籠む　　　　　めさききざむ　鯨む

　いひすくむ　言ひ疎む　　　　　　　めしこむ　召し籠む　　　　　　　なぐさむ　慰む

　　ゐすくむ　居疎む　　　　　　　　たらしこむ　証しこむ　　　　　おもひなぐさむ　思ひ慰む

　　おせぐむ　・（動）　　　　　　　　おろしこむ　下ろし籠む　　　　　　やくさむ　（動）

　　をせぐむ　（動）　　　　　　　ふんじこむ　封じ込む　　　　　　　あささむ朝寒

　　　たくむ　工む　　　　　　　　　　せこむ　（動）　　　　　　　　　すさむ　荒む（動）

　　　つぐむ　曝む　　　　　　　　　はせこむ　はせ込む　　　　　　　一すさむ　荒む（接尾）

　　ひっくむ　引っ組む　　　　　　　うちこむ　打ち込む　　　　　　たきすさむ　焚き荒む

　　ふつくむ　（動）　　　　　　　　　たちこむ　立ち込む　　　　　　　くちずさむ　ロ遊む

　　　にくむ　憎む　　　　　　　　　おっこむ　押っ込む　　　　　　　うそさむ　うそ寒

　　つのぐむ　角ぐむ　　　　　　　　すっこむ　（動）　　　　　　　　　ことさむ　事醒む

　　うはぐむ　．（動）　　　　　　　　　ぼっこむ　ぼっ込む　　　　　　　　はさむ　挾む

　みつはぐむ　瑞歯ぐむ　　　　　　　たてこむ　閉て込む　　　　　　かいはさむ　かい．挾む

　　　ふくむ　含む　　　　　　　　　　なごむ　和む　　　　こわきにかいばさむ　小脇にかい

　　　めぐむ芽ぐむ　　　　　　ねたにこむ妬にごむ　　　　　　　　　　　　　挾む
　　　めぐむ　恵む　　　　　　　こζうにごむ　心に籠む　　　　　　わきばさむ　腋挾む

おにともくむ　鬼とも組む　　　　　　くひこむ　食ひ込む　　　　　　さしはさむ挿む

　　きょくむ　局務　　　　　　　　しのびこむ　忍び込む　　　　　　　たばさむ　手挾む

　　からくむ　絡組む　　　　　　　おもひこむ　思ひ込む　　　　こみみにはさむ　小耳にはさむ

　　　わぐむ　舘ぐむ　　　　　　　　くらひこむ　食ひごむ　　　　　　　　めさむ　目覚む

　　あをくむ　青雲　　　　　　　　　　　へこむ　凹む　　　　　　　　　　よさむ　夜寒

　　ざをくむ　座を組む　　　　　　　　みこむ　見込む　　　　　　　　　をさむ　収む
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　　　をさむ治む　　　　　　　　なををしむ　名を惜しむ　　　　　　　かたむ　蘇む

　かきをさむ書き納む　　　　　　　　すむ住む　　　　　　　　　かたむ固む
　　　　しむ染む　　　　　　　　　　　すむ　澄む　　　　　　　　ひきかたむ　引き固む

　　　　しむ凍む　　　　　　　　　　すむ　済む　　　　　　　　さしかたむ　さし固む．

　　　　しむ　占む　　　　　　　　　かすむ　掠む　　　　　　　　くちかたむ　口固む

　　　　しむ締む　　　　　　　　　ききずむ　聞き済む　　　　　　いひかたむ　言ひ固む

　　　一しむ　（助動）　　　　　　　　くすむ　（動）　　　　　　ほぞをかたむ膳を固む

　なつかしむ　懐しむ　　　　　　　　　さげすむ　（動）　　　　　　　　　　きたむ　懲む

　はつかしむ辱かしむ　　　　　　　　すすむ　進む　　　　　　　　　こぎたむ　漕ぎ廻む

　いぶかしむ語しむ　　　　　　　　たたずむ　停む　　　　　　　　　うちきたむ　打ち懲む

　しほがしむ塩が浸む　　　　　　　ぬすむ　盗む　　　　　　　　わきたむ弁む
　うむがしむ（動）　　　　　　　ほねをぬすむ　骨を盗む　　　　　　　ふくだむ　（動）

　　　きしむ軋む　　　　　　　　　　ねすむ　寝住む　　　　　　　　しこたむ　（動）

　　　ぎしむ軋む　　　　　　　　　はずむ　（動）　　　　　　　　　さだむ　定む

　　たきしむ焚き染む　　　　　　　ひずむ歪む　　　　　　　いひさだむ言ひ定む
　いつくしむ慈しむ　　　　　　　すみすむ住み住む　　　　　おもひさだむ思ひ定む
　うつくしむ　慈しむ　　　　　　　　　やすむ　休む　　　　　　　　まくらさだむ　枕定む

　　　しじむ燈む　　　　　　おもひやすむ思ひ休む　　　　　　　したむ清む
　らうじしむ領じ占む　　　　　　　　せむ迫む　　　　　　　　せたむ責む
　ひきしじむ　引き縮む　　　　　　　　　せむ　責む　　　　　　　　　　たたむ　畳む

　　すずしむ涼しむ　　　　　　　いかがせむ　如何せむ　　　　　　　したたむ　認む

　　いそしむ勤しむ　　　　　　　いかにせむ　如何にせむ　　　　　　しただむ　舌託む

　　　たしむ嗜む　　　　　　　　　なにせむ　何せむ　　　　　　ひきしたたむ　引き認む

　　はちしむ恥ぢ1’む　　　　　いかがはせむ　如何はせむ　　　　いひしたたむ　言ひしたたむ

　　　つしむ　（重1　　　　　　　　ふとりせむ　太り責む　　　　　とりしたたむ　取り認む

　　つつしむ慎む　　　　　　　　　　　そむ　染む　　　　　　　　　　なだむ　宥む

　　おとしむ鹿む　　　　　　　　　　一そむ　初む　　　　　　　　　　ねたむ　妬む
　　　なじむ　馴染む　　　　　　　　きき’そむ　聞き初む　　　　　　　あまだむ　天飛む（枕）

　　かなしむ愛しむ　　　　　　　なづけそむ　名付け初む　　　　　　あらたむ　改む

　　かなじむ吝む　　　　　　　こころにそむ　心に染む　　　　　　　くりたむ　繰り溜む

　　みにしむ身に沁む　　　　　　　　ねそむ寝初む　　　　　　　　　ちぢむ　縮む

　　めにしむ　目に染む　　　　　　　　のぞむ　臨む　　　　　　　　　　とちむ　綴ぢむ

にごりにしむ濁りに染む　　　　　　　のぞむ　望む　　　　　　　　　　つむ　積む

ζころにしむ心に染む　　　　　　　　ひそむ　聾む　　　　　　　　　　　つむ　詰む

　うちはじむ　うち始む　　　　　　　いひそむ　言ひ初む　　　　　　　　　つむ　（動）

　いひはじむ言ひ始む　　　　　　　ごひそむ　恋ひ初む　　　　　　　　つむ　孤む

　うるはしむ　愛しむ　　　　　　　　うちひそむ　うち聾む　　　　　　　　　　つむ　集む

　おもひしむ　思ひ染む　　　　　　　くちひそむ　顧む　　　　　　　　ききあつむ　聞き集む

　　わびしむ　荏i．しむ　　　　　　　おもひそむ　思ひ染む　　　　　　　しあつむ　し集む

　　しほじむ潮染む　　　　　　まゆをひそむ　眉を墾む　　　　　　いひあつむ　言ひ集む

　いとほしむ（動）　　　　　　　　　みそむ見そむ　　　　　　おもひあつむ思ひ集む

　　いましむ戒む　　1　　　　　　なれそむ　馴れ初む　　　　　　　みあつむ見集む

　　かむしむ　神しむ　　　　　　　こころそむ　心染む　　　　　　　　とりあつむ　取り集む

　　ともしむ乏しむ　　　　　　　　　たむ　誰む　　　　　　　　　　うつむ埋む

　　あやしむ怪しむ　　　　　　　　　たむ　廻む　　　　　　　　ふりうつむ　降り埋む

　　いやしむ賎しむ　　　　　　　　　たむ　彩む　　　　　　　　　いきつむ　息詰む

　　ふりしむ降り染む　　　　　　　　たむ　溜む　　　　　　　　かきつむ掻き集む
　　うれしむ嬉しむ　　　　　　　　　たむ　矯む　　　　　　　　なげきつむ　歎きつむ

　　かろしむ軽しむ　　　　　　　　あたむ仇む　　　　　　　　　しきっむ　敷きつむ

　　をしむ愛しむ　　　　　　　　いたむ痛む　　　　　　　　ひきっむ　引き孤む
こころをしむ　心を染む　　　　　　　　いたむ　い廻む　　　　　　　　ひきつむ　引き詰む
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　　　　ふくつむ　（動）　　　　　　　　あととむ　跡尋む　　　　こじ　　　　　　　古人の誕を

　　ぐわんやくつむ　丸薬摘む　　　　　　ききとどむ　聞き留む　　　んのよだれをなむ　　　　　なむ

　　　かいこづむ　（動）　　　　　　　　せきとどむ　塞き止む　　　　　　　　　ねむ　睨む

　　　　　　しつむ　し集む　　　　　　　　ひきとどむ　引き止む　　　　　　　　そねむ　嫉む

　　　　　　しつむ　沈む　　　　　　　　かけとどむ　掛け留む　　　　　　　　　のむ　祈む

　　　　　　しつむ　鎮む　　　　　　　おもひとどむ　思ひ止む　　　　　．　　このむ　好む

　　　　なきしつむ泣き沈む　　　　　　みみとどむ耳留む　　　　　　ことこのむ事好む
　　　　ひきしつむ　弾き鎮む　　　　　　　めとどむ　目とどむ　　　　　　いろこのむ　色好む

　　　　　さしつむ　さし詰む　　　　　　こころとどむ　心留む　　　　　　　　　たのむ　田の実

　　　ふししつむ伏し沈む　　　　　　　のどむ　（動）、　　　　　　　たのむ　田の面

おなじま　　　　　同じ枕に伏　　　　おもひのどむ思ひのどむ　　　　　　　たのむ　頼む
　くらにふししつむ　　　　し沈む　　　　　たふとむ　尊む　　　　　　　　　　たのむ　手飲む

　　　　もてしつむ　もて鎮む　　　　　　　　まどむ　（動）　　　　　　　おもひたのむ　思ひ頼む

　　なみだにしつむ　涙に沈む　　　　　　　　ふみとむ　踏み留む　　　　　すでさいてのむ　酢でさいて

　　　おもひしつむ　思ひ沈む　　　　　　　めとむ　目止む　　　　　　　　　　　　　　飲む
　　　おもひしつむ　思ひ鎮む　　　　　　　　　もとむ　求む　　　　　　　　　　こひのむ　請ひ祈む

　　　　みをしつむ　身を沈む　　　　　　きずをもとむ　疵を求む　　　　　じんずいをのむ　神水を飲む

　　　なりをしつむ　鳴りを静む　　　　　　　きりとむ　切り留む　　　　　　　　　はむ　食む

　　　　　つつむ　惹む　　　　　　　　　とりとむ　取り留む　　　　　　　　　はむ　填む

　　　　　つつむ　包む　　　　　　　　こころとむ　心留む　　　　　　　　　一ばむ　（接尾）

　　　　　つづむ　約む　　　　　　　　　　よどむ　淀む　　　　　　　　　　あはむ　淡む

　　　　おしつつむ　おし包む　　　　　　　　　なむ　南無　　　　　　　　　　いはむ　（動）

　　　　　なつむ　泥む　　　　　　　　　　　　なむ　並む　　　　　　　　　　いはむ　言はむ

　　　　わかなつむ　若菜摘む　　　　　　　　　一なむ　（終助）　　　　　　　　おいばむ　老いばむ

　　　　こしなつむ　腰なつむ　　　　　　　　一なむ　（係助）　　　　　　　かいばむ　垣間む

　はりをくらにつむ　針を蔵に積む　　　　　　　一なむ　（助動）　　　　　　　　ついばむ　啄む

　　　　　いねつむ　稲積む　　　　　　　　　　一なむ　（連語）　　　　　　　　なえばむ　萎えばむ

　　　　　　はつむ　（動）　　　　　　　　　いなむ　辞む　　　　　　　　　　きはむ　極む

　　　　　　ひつむ歪む　　　　　　　　　さいなむ　苛む　　　　　　　　　きばむ　黄ばむ
　　　　　　ひつむ　（動）、　　　　　　　　　はかなむ　（動）　　　　　　　　けしきばむ　気色ばむ

　　　　　くひつむ　食ひ詰む　　　　　　　さきなむ　噴む　　　　　　　　なさけばむ　情けばむ

　　　　おもひつむ思ひ積む　　　　　　　つきなむ着き並む　　　　　　やさばむ優ばむ
　　　　おもひつむ　思ひ詰む　　　　　　　かくなむ　斯くなむ　　　　　　　むしばむ　虫喰む

　　　　おもひつむ思ひ集む　　　　　　おしなむ押し扉む　　　　　あやしばむ怪しばむ
　　　　　こりつむ　樵り積む　　　　　　　たしなむ　署む　　　　　　　　　よしばむ　由ばむ

　　　　　きをつむ　気をつむ　　　　　　　たしなむ　嗜む　　　　　　　　　　そばむ　側む

　　　　あとをつむ　跡を積む　　　　　　きをたしなむ　気をたしなむ　　　　　ひきそばむ　引き側む

　　　　　みをつむ　身を孤む　　　　　　　きたなむ　汚なむ　　　　　　　ひっそばむ　引っ側む

　　　　　　一てむ　（連語）　　　　　　　はしたなむ　端なむ　　　　　　　　　うちはむ　うち填む

　　　　　　　とむ　尋む　　　　　　　　　一となむ　（連語）　　　　　　　　にばむ　鈍む

　　　　　　いどむ　挑む　　　　　　　　　いとなむ　営む　　　　　　　かくろへばむ　隠ろへばむ

　　　　　　うとむ　疎む　　　　　　　　　　ちなむ　因む　　　　　　　　　なまばむ　生ばむ

　　　おもひうとむ　思ひ疎む　　　　　　　たちなむ　立ち並む　　　　　　　ちりばむ　塵ばむ

　　　　　ぬきとむ貫き止む　　　　　　　ななむ　（連語）　　　　　　ほとりばむ辺ばむ

　　　　　ぬぎとむ　脱ぎ留む　　　　　　　おひなむ負ひ並む　　　　　　もりはむ　もり食む
　　　　　　しとむ　（動）　　　　　　　　　あへなむ　敢へなむ　　　　　　　かればむ　優ればむ

　　　　　けしとむ　けし飛む　　　　　一ずもあらなむ　（連語）　　　　　　　　ざればむ　戯ればむ

　　　　　　つとむ勤む　　　　　　　　っらなむ列並む　　　　　　　ぬればむ濡ればむ
　　　　　たっとむ　尊む　　　　　　　　　ありなむ　有り否む　　　　　　　くろばむ　黒ぱむ

　　　　　　とどむ　止む　　　　　　　　　とりなむ　取り並む　　　　　　こころばむ　心ばむ

　　　　　あととむ　跡留む　　　　　　　　　ゐなむ　居並む　　　　　　　　　ゑぱむ　餌食む
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　　　みをはむ身を填む　　　　　　せわをやむ　世話を病む　　　　　　　うるむ　潤む

　　　　　ひむ秘む　　　　　　　　　　あゆむ　歩む　　　　　　　　　　かるむ　軽む

　　　　　ふむ踏む　　　　　　　　さしあゆむ　さし歩む　　　　　　　　つるむ　連るむ

　しりあしふむ後足踏む　　　　　　　　しゅむ　（動）　　　　　　　　　ぬるむ　（動）、

　ともじにふむ　十文字に履む　　　　　　　たゆむ　弛む　　　　　　　　　みつぬるむ　水温む

　　　　ふふむ含む　　　　　　　　をだゆむ　小弛む　　　　　　　　ひるむ怯む
　　　　ほふむ法務　　　　　　　　　なゆむ　悩む　　　　　　あたまをまるむ　頭を丸む

　　　あやぶむ危ぶむ　　　　　　　　あなゆむ　足悩む　　　　　　　　あはれむ　憐れむ

　さそくをふむ早足を踏む　　　　　　　　よむ　読む　　　　　　　　　　かろむ　軽む

　　しほをふむ潮を踏む　　　　　　　　　よむ　詠む　　　　　　　　　　くろむ　黒む

かどづめをふむ　門詰めを踏む　　　　　はききよむ　掃き清む　　　　　　　いひくろむ　言ひくろむ

ちたたらをふむ　地踏篇を踏む　　　　　　　しょむ　所務　　　　　　　　　　こころむ　試む

とらのををふむ虎の尾を踏む、　　　　　つよむ　強む　　　　　　　　からころむ　唐衣

　　　　　ほむ　誉む　　　　　　　　　　とよむ　（動）　　　　　　　　　　しろむ　白む

　　　　しぼむ凋む　　　　　　　　　どよむ　（動）　　　　　　　はなじろむ鼻白む

　　　　つぼむ窄む　　　　　　　　なきとよむ　泣き響む　　　　　　　まどろむ　微睡む

　　　かいまむ　垣間む　　　　　　　なきとよむ　鳴き響む　　　　　　　　ひろむ　広む

　　　かしまむ喧む　　　　　　やましたとよむ　山下とよむ　　　　　いひひろむ　言ひ広む

　　　　つまむ撮む　　　　　　　　たちとよむ　たち動む　　　　　　　　まろむ　丸む

　　　　かみむ　上無　　　　　　　　　よびとよむ　呼びとよむ　　　　　　　　しわむ　繊む

　　　　　むむ　（感）　　　　　　　なりとよむ　鳴り響む　　　　　　　　たわむ　携む

　　　　　もむ揉む　　　　　　　　　よよむ　（動）　　　　　　　すきたわむ好き携む

　　　　しもむ　下無　　　　　　　まゆげをよむ　眉毛をよむ　　　　　おもひたわむ　思ひ携む

　　　おしもむ押し揉む　　　　　　　一らむ　（助動）　　　　　　　　ゑむ笑む
　　　いりもむ　いり揉む　　　なでふことかあらむ　（連語）　　　　　　　ほくそゑむ　ほくそ笑む

　　ざうをもむ臓を揉む　　　　　　さもあらむ　（連語）　　　　　　　かたゑむ　片笑む

　　　てをもむ　手を揉む　　　　　　　　うらむ　恨む　　　　　　　　　ほほゑむ　ほほ笑む

　ざうふをもむ臓蹄を揉む　　　　　　　えらむ　選む　　　　　　　　　　あをむ　青む

　こころをもむ心を揉む　　　　　　　　からむ　絡む　　　　　　　　　　とをむ　擁む

　　　　　やむ止む　　　　　　　　　　からむ　搦む　　　　　　　　　　げんむ　玄武

　　　　　やむ病む　　　　　　　　　しがらむ　柵む　　　　　　　　　　ざんむ　残夢

　　　　あやむ危む　　　　　　　　こしからむ　腰絡む　　　　　　　　くわんむ　官務

　　　　あやむ怪む　　　　　　　　ゆひからむ　結ひ搦む

　　　　いやむ否む　　　　　　　　　あきらむ　明らむ

　　　をだやむ　小弛む　　　　　　ききあきらむ　聞き明らむ

　　　うちやむ　打ち止む　　　　　　みあきらむ　見明らむ

　　　ことやむ　言止む　　　　　　　　　くらむ　暗む

　　　　なやむ　悩む　　　　　　　　　しぐらむ　（動）

　　もてなやむ　もて悩む　　　　　あとをくらむ　跡をくらむ

　そらむねやむ　空胸病む　　　　　　　　しらむ　白む

　うちはやむ　うち早む　　　　　　　　しらむ　調む

　　　こひやむ恋ひ止む　　　　　　おいしらむ　老い白む

　　おもひやむ　思ひ病む　　　　　　　うはじらむ　上白む

　　おもひやむ　思ひ止む　　　　　　一むとすらむ　（連語）

　　　　ややむ（動）　　　　　　　　一たらむ　（連語）

　　　うらやむ　羨む　　　　　　　　　なだらむ　（動）1

　あとばらやむ　後腹病む　　　　　　　　一つらむ　（連語）

　そらばらやむ　空腹病む　　　　　　　いかならむ　如何ならむ

　　こころやむ　心疾む　　　　　　　　　はらむ　孕む

　　　　をやむ　小止む　　　　　　　　　ひらむ　平む

　　　くをやむ苦を病む　　　　　　おしひらむ　押し平む
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　　　　　　　　　　　　　　　　　こぼれうめ　零れ梅　　　　　　　　たたみけめ　畳けめ（枕）

　　　めおめお目わげめ雷目　　　　　　　　　　　　　　　　　　おめおめ　（副）　　　　　　　　　　　　こめ　穀

　　　　　め目　　　　　　かめ瓶　　　　　　こめ小目
　　　　　め牝　　　　　　かめ亀　　　　　 一 こめ籠あ

　　　　　め女　　　　　 あかめ赤女　　　　　あこめ相
　　　　　め　海布　　　　　　　　　　いかめ　厳め　　　　　　　いだしあζめ　出だし相

　　　　一め　（係助）　　　　　　　　　さかめ　逆目　　　　　　　　つつおごめ　筒落米

　　　　一め　（助動已然）　　　　　　　すがめ　砂　　　　　　　　　　　あかごめ　赤米

　　　　・一め奴　　　　 じんだがめ椹駄瓶　　　　 きこめ着込め
　　　　あめ　天　　　　　　　　　　とがめ　答め　　　　　　　　つきこめ突き米
　　　　あめ　雨　　　　　　　　　かさとがめ　笠替め　　　　　　　　やきこめ　焼き米

てっぱうあめ　鉄砲雨　　　　　　　　こととがめ　言答め　　　　　　　　　　ここめ　（名）

　　ながあめ　長雨　　　　　　　　ものとがめ　物答め　　　　　　　おにここめ　鬼ここあ

　とらがあめ　虎が雨　　　　　　ことばとがめ　言葉答め　　　　　　　　しこめ　醜女

　さつきあめ　五月雨　　　　　　　さやとがめ鞘各め　　　　　　　　おしこめ　押し込め

うのときあめ　卯の時雨　　　　　　こじりとがめ　鎖舎め　　　　　　　おこしごめ　粗汝

　　よこあめ　横雨　　　　　　　　はりとがめ　針とがめ　　　　　　おろしごめ　下ろし米

ひちかさあめ　肘笠雨　　　　　　　　　ながめ　眺め　　　　　　　　　　てこめ　手籠め

そでかさあめ　袖笠雨　　　　　　　　ながめ　長雨　　　　　　　　はなごめ　花こめ

わたくしあめ　私雨　　　　　　　　うききのかめ　浮き木の亀　　　　　　　よこめ　横目

　なみだあめ　涙雨　　　　　　　　　みのがめ　蓑亀　　　　　　　　おくよこめ　奥横目

なみだのあめ　涙の雨　　　　　　　　　ひがめ　僻目　　　　　　　　おほよこめ　大横目

いちみのあめ　一味の雨　　　　　　　　ほかめ　外目　　　　　　　　ぬりこめ　塗籠

　うめのあめ梅の雨　　　　おほかめ狼　　　　 むくろこめ躯寵め

じゃくはあめ　寂は雨　　　　　　　　つるかめ　鶴亀　　　　　　　　　　さめ　鮫

　そばへあめ　そばへ雨　　　　　　　どうがめ　泥亀　　　　　　　　　　　さめ　白眼

わがままあめ　我儘雨　　　　　　　　　をかめ　岡目　　　　　　　　　　一さめ　雨

　くだりあめ　下り飴　　　　　　　どんがめ　どん亀　　　　　　　　いさめ禁め
　　てりあめ　照り雨　　　　　　　　　いきめ　生き目　　　　　　　　あきさめ　秋雨

みをしるあめ　身を知る雨　　　　　　　うきめ憂き目　　　　　　　　くさめ　（感）

　　　　いめ　夢　　　　　　　　　　　　うきめ　浮き海布　　　　　こころなぐさめ　心慰め

　　　　いめ射目　　　　　　　　おきめ置き目　　　　　　　　ささめ（名）
　　　さいめ　（名）　　　　　　　　　ひさぎめ　備ぎ女　　　　　　　　　ささめ　（名）

　　　たいめ　対面　　　　　　　　　　つきめ　春き女　　　　　　　　くっさめ　（感）

　　　ないめ　泣い目　　　　　　　　　つぎめ　継ぎ目　　　　　　　　ねざめ　寝覚め

　ちくちいめ　畜類め　　　　　　　　いつきめ　斎女　　　　　　　おいのねざめ　老の寝覚め

さんくわいめ　三会目　　　　　　　　かづきめ　潜き女　　　　　　さよのねざめ　小夜の寝覚め

　　　　うめ梅　　　　　 なきめ泣き女　　　おもひねざめ思ひ寝覚め
　　つけうめ　漬け梅　　　　　　　　　にきめ　和海藻　　　　　　　　　ひさめ　大雨

　　　ざうめ　象馬　　　　　　　　　　ひきめ　墓目　　　　　　　　　　ひさめ　氷雨

　　　たうめ　専女　　　　　　　　　　まきめ　巻き目　　　　　　　　こひざめ　恋醒め

　　　たうめ　唐目　　　　　　　　　　くめ貢馬　　　　　　　おもひざめ思ひ覚め

　　　たうめ専　　　　　 あくめ悪目　　　　やぶさめ流鏑馬
　いがたうめ　伊賀専女　　　　　　かちつくめ　揖つくめ　　　　　　　　まさめ　正目

　そでのうめ　袖の梅　　　　　　　ぎりづくめ　義理尽．くめ　　　　　　　みざめ　見醒め

　　とびうめ　飛び梅　　　　　　　　こぶくめ　小服綿　　　　　　　　　やさめ　優女

　　じゃうめ　上馬　　　　　　　　　　ひふくめ　比比丘女　　　　　　　あめやさめ　雨やさめ

　　りゅうめ　龍馬　　　　　　　　　　つけめ　付け目　　　　　　　　むらさめ　村雨

　　ちょうめ　重目　　　　　　　　うちつけめ　うちつけ目　　　　　　はるさめ　春雨

　　うらうめ　裏梅　　　　　　　　　　　にげあ　逃げ目　　　　　　　　　をさめ　納め
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　　　　　をさめ　長女　　　　　　　　みやはじめ　宮始め　　　　　　よしをかぞめ　吉岡染め

　　　　あきをさめ　秋収め　　　　　　とくしょはじめ　読書始め　　　　　　　　　きぞめ　着初め

　　　　　けをさめ褻納め　　　　　　　はがひじめ　羽交ひ締め　　　　　　かきぞめ　柿染め

　　ふるふだをさめ　古札納め　　　　　　　ざふしめ　雑仕女　　　　　　　　っきそめ　桃染め

　　　　ことをさめ　事納め　　　　　　　　　いましめ　戒め　　　　　　　ようひのきぞめ　鎧の着初め

　　　おことをさめ　御事納め　　　　　　　かまじめ　竈標　　　　　　　　　　まきぞめ　巻き染め

　　　　　　　しめ標　　　　　　　　　しめじめ　（副）　　　　　　からまきぞめ　唐巻き染め

　　　　　　　しめ　鵠　　　　　　　　　　かりしめ　仮標　　　　　　　　ありきぞめ　歩き初め

　　　　　　一しめ　（助動命令）　　　　　とりじめ取り締め　　　　　　ころくぞめ小六染め

　　　　ちゃうじめ帳〆　　　　　　　　よろしめ宜し女　　　　　　こばたけぞめ小畠染め
　　　　　さかしめ　賢し女　　　　　　　　　をじめ　緒締め　　　　　　　　　こそめ　濃染め

　　　　すがしめ　清し女　　　　　　　　　　すめ　素面　　　　　　　　かみこぞめ　紙子染め

　　　　はぎしめ　歯軋め　　　　　　　　　　すめ一皇　　　　　　　　ちゃうじぞめ　丁子染め

　　　　やきしめ　焼き標　　　　　　　　　　うすめ　碓女　　　　　　　　　むかしぞめ　昔染め

　　　　　一さしめ　（助動命令）　　　　　　　すずめ　雀　　　　　　　　　　　さしぞめ　差し初め

　　　　くれさしめ　（動命令）　　　　　きゃうすずめ　京雀　　　　　　　　　　ふしぞめ　柴染め

　　　　すずしめ　（名）　　　　　　　　えどすずめ　江戸雀　　　　　　　うつぶしぞめ　空五倍子染め

　　　　いたじめ　板締め　　　　　　　さとすずめ　里雀　　　　　　　　からすぞめ　鳥染め

　　　　　とじめ　戸締め　　　　　　　たけにすずめ　竹に雀　　　　　　　　　したぞめ　下染め

　　　　　もとじめ　元締　　　　　　はっさくのすずめ　八朔の雀　　　　　　せんすぢぞめ　千筋染め

　　　　まゆとじめ　眉止自女　　　　　　にはすずめ　庭雀　　　　　　　　　　てそめ　手染め

　　　　　ねじめ　音締め　　　　　　がくやすずめ　楽屋雀　　　　　　　　えどぞめ　江戸染め

　　　　　ねじめ　根締め　　　　　　　　みやすずめ　宮雀　　　　　　　　　　はなぞめ　花染め

　　　　　のしめ奥斗目　　　　　ふくらすずめ脹ら雀　　　　　　うすはなぞめ薄花染め
　　　こころのしめ　心の注連　　　　　よしはらすずめ　吉原雀　　　　　　　はつはなぞめ　初花染め

　　　　　はじめ　初め　　　　　　　　むらすずめ　群雀　　　　　　　　あかねぞめ　茜染め

　　　ほういはじめ　布衣始め　　　　　きたきりすずめ　着たきり雀　　　　　ふしかねぞめ　五倍子鉄漿

　　　　つかはしめ使はしめ　　　　　　うまずめ生まず女　　　　　　　　　　　　　　染め
　　　れんがはじめ　連歌始　　　　　　　　　むすめ　娘　　　　　　　　　あけぼのぞめ　曙染め

　　　　　くはしめ美し女　　　　　 いつきむすめ　斎娘　　　　　　　　くはぞめ桑染め
　　　とのこはじめ　殿御初め　　　　　　’ふちむすめ　藤娘　　　　　　　　　えびぞめ　葡萄染め

　　　えぼしはじめ　烏帽子始め　　　　　ひとつむすめ　一つ娘　　　　　　　　　かひぞめ　買ひ初め

　　　なほしはじめ　直衣始め　　　　　　　おとむすめ　弟娘　　　　　　　　　　くひぞめ　食ひ初め

　　　　きそはじめ　着衣始め　　　　　　まなむすめ　愛娘　　　　　　　　　うたひぞめ　謡ひ初め

　　おほうたはじめ　大歌始め　　　　　きんぴらむすめ　金平娘　　　　　　　　あらひぞめ　洗ひ染め

　　　　ことはじめ　事始め　　　　　　　　　せめ　責め　　　　　　　けんばふぞめ　憲法染め

　　　おことはじめ　御事始め　　　　ひゃうらうぜめ　兵糧攻め　　　　　あさがほぞめ　朝顔染め

　　　　まとはじめ　的始め　　　　　　　こぼくぜめ　古木責め　　　　　　　すみぞめ墨染め

　　　　まなはじめ　真魚始め　　　　　　　みつぜめ　水攻め　　　　　　　　　うめぞめ　梅染め

　　やたてのはじめ　矢立ての初め　　　　　　　てぜめ　手攻め　　　　　　　　　そめそめ　（副）

　　　ゆどのはじめ　湯殿始め　　　　　　　　ひぜめ　火攻め　　　　　　　みるちゃぞめ　海松茶染め

　　おゆどのはじめ　御湯殿始め　　　　　　　ひぜめ　火責め　　　　　　　ちゃやぞめ　茶屋染め

　　　もののはじめ　物の初め　　　　　　　えびぜめ　海老責め　　　　　　　こんやぞめ　紺屋染め

　　　　ものはじめ　物始め　　　　　　　やがらぜめ　矢柄責め　　　　　　せんやぞめ　千弥染め

あふ　　　　　　　会ふは別れ　　　　　ちからぜめ　力攻め　　　　　　　　　よそめ　余所目

　はわかれのはじめ　　　のはじめ　　　　　　ひらぜめ　平攻め　　　　　　　　　いよぞめ　伊予染め

　　　ゆばはじめ　弓場始あ　　　　　　　かうぞめ　香染め　　　　　　　　うきよぞめ　浮き世染め

　　　ふみはじめ　書始め　　　　　　　　こうぞめ　紺染め　　　　　　　こしょぞめ　御所染め

　　　みふみはじめ　御書始め　　　　　　さたうぞめ　砂糖染め　　　　　　　あらぞめ　荒染め

　　　ゆみはじめ　弓始め　　　　　　ききゃうぞめ　桔梗染め　　　　　　　おりぞめ　織り初め

　　　ひめはじめ　姫始め　　　　　　あしかがぞめ　足利染め　　　　　　　かりそめ　仮初
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　　　　くくりぞめ括り染め　　　　　　　じちめ実目　　　　　　　　　とめ止め
　　　　いたりぞめ　至り染め　　　　　　　　すぢめ　筋目　　　　　　　　　　　とめ　利目

　　　　　とりぞめ取り染め　　　　　かんだちめ上達部　　　　　　　　一とめ　（接尾）
　　　　しぼりぞめ　絞り染め　　　　　　　　とちめ　（名）　　　　　　　　　いとめ　糸目

　　　　　なれそめ　馴れ初め　　　　　　　　とちめ　綴ぢめ　　　　　　　　しうとめ　姑

　　　　おぼろぞめ　朧染め　　　　　いまはのとちめ　今はのとちめ　　　　　ふだどめ　札留め

　　　いっこんぞめ　一斤染め　　　　　　　たらちめ　垂乳女　　　　　　　　うちどめ　打ち留め

　　　いうぜんぞめ　友禅染め　　　　　　　　　　つめ　爪　　　　　　　　　　　つとめ　勤め

　　　　　だんぞめ　段染め　　　　　　　　　　つめ　詰め　　　　　　　　　おつとめ　お勤め

　　　　　　ため　溜め　　　　　　　　　みあつめ　見集め　　　　　　ねんきつとめ　年季勤め

　　　　　　ため為　　　　　かいづめかい詰め　 せいきうのつとめ井臼の力

　　　　　　だめ　駄目　　　　　　　　　じゃうづめ　常詰め　　　　　　ろくじのつとめ　六時の勤め

　　　　　いため　板目　　　　　　さしつめひきつめ　差し詰め引　　　　　　そでとめ　袖止め

　　　　　わいだめ　弁別　　　　　　　　　　　　　　　　　き詰め　　　　　　とどめ　止め

　　　　　　うため　歌女　　　　　　　　　わきつめ　脇詰め　　　　　　　　しとどめ　鴎目

　　　　りゃうだめ　両為　　　　　　　　　あげづめ　揚げ詰め　　　　　　うまとどめ　馬止め

　　　　　おため　御為　　　　　　　　　　こづめ　小詰め　　　　　　　　かはどめ　川止め

　　　　　かため　固め　　　　　　　　　　こづめ　後詰め　　　　　　　　　ひとめ　一目

　　　　っじがため　辻固め　　　　　　　いしこづめ　石子詰め　　　　　　　　ひとめ　人目

　　　　くちがため　口固め　　　　　　　　みやこづめ　都詰め　　　　　　　　　まひどめ　舞留め

　　　にせのかため　二世の固め　　　　　ななくさづめ　七種爪　　　　　　　　やまとめ　大和目

　　　　よのかため　世の固め　　　　　　　　しづめ　鎮め　　　　　　　　　　みとめ　認め

　　　　　はがため　歯固め　　　　　　　さしづめ　（名）　　　　　　　　おりどめ織り留め

　　　　みがため　身固め　　　　　　　　はしづめ　橋詰め　　　　　　　　　をとめ　少女

　　　　やがため　屋固め　　　　　　　たなばたつめ　棚機つ女　　　　　　　　をとめ　夫妻

　しゃうじんがため　精進固め　　　　　　　　　てづあ　手詰め　　　　　　　　　えをとめ　え女

　　せいもんがため　誓文固め　　　　　　　そでつめ　袖詰め　　　　　　さかえをとめ　栄え少女

　　　　　げため　下駄目　　　　　　　　　えどづめ　江戸詰め　　　　　　にほえをとめ　匂え少女

　　　　　　さだめ　定め　　　　　　　　　かどづめ　門詰め　　　　　　いなきをとめ　稲置少女

　　　　しなさだめ　品定め　　　　　　　　ひなつめ　鄙つ女　　　　　　　とこをとめ　常少女

　　　　ものさだめ　物定め　　　　　　・　　くにづめ　国詰め　　　　　　　　さをとめ　早乙女

　　　　　はしため　端女　　　　　　　　むまのつめ　馬の爪（枕）　　　　あまつをとめ　天つ少女

　　　　　したため　認め　　　　　　　　　ことばづめ　言葉詰め　　　　　　おみのをとめ　臣の少女

　　　　　ぬため　紗目　　　　　　　　　くらひづめ　食ひ詰め　　　　　　あまをとめ　天少女

　　　　　のだめ　箆嶢め　　　　　　　　　おほづめ　大詰め　　　　　　　　あまをとめ　海人少女

　　　　　ひため　大雨　　　　　　　　　　やつめ　八つ目　　　　　　　　やをとめ　八少女

　とほかみゑみため　（名）　　　　　　　　　きゃつめ　彼奴め　　　　　　あからをとめ　赤ら少女

　　　　　ゆだめ　弓矯め　　　　　　　　　　　よつめ　四つ目　　　　　　　すがるをとめ　蝶蔵少女

ひつけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よづめ　夜詰め　　　　　　　　あれをとめ　阿礼少女

　たうそくあらため　火付盗賊改め　　　　　いらつめ　郎女　　　　　　　うなゐをとめ　髪髪少女

　　かぶとあらため　兜改め　　　　　　おほいらっめ　大娘　　　　　　　　　サントメ　桟留

　　　ふなあらため　船改め　　　　　　　　くらづめ　鞍爪　　　　　　　　　かなめ　要

　にんじゅあらため　人数改め　　　　　　だうりづめ　道理詰め　　　　　　　さがなめ　さがな目

しゅうもんあらため　宗門改め　　　　　　いかりづめ　怒り爪　　　　　　　　とこなめ　常滑

　　　　　きりだめ　切り溜め　　　　　　　ぎりづめ　義理詰め　　　　　　をさなめ幼目

　　　　　あちめ　阿知女　　　　　　　　　しろづめ　城詰め　　　　　　　　　　となめ　胃旧占

　　　　　いちめ　市女　　　　　　　　うしろづめ　後ろ詰め　　　　　　　　ななめ　斜め

　　　　　　うちめ　打ち目　　　　　　　　くらゐづめ　位詰め　　　　　　　　にひなめ　新嘗

　　　　　　くちめ　口女　　　　　　　　　　をづめ　（名）　　　　　　　　　　ぬめ　胱

　　　　　　くちあ　朽ち目　　　　　　　　　てめ　手目　　　　　　　　、いぬめ犬目
　　　　　けちめ　（名）　　　　　　　　　　　とめ　姥　　　　　　　　　　しろぬめ　白胱
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　　　　　うねめ采女　　　　　　　　　さほひめ　佐保姫　　　　　　　うきよのゆめ　浮き世の夢

　　　　そねめ其根芽　　　　　　　　やまひめ　山姫　　　　　　　はるのよのゆめ　春の夜の夢

　　　　さいのめ采の目　　　　　　　かよひめ　通ひ女　　　　　えいぐわのゆめ　栄華の夢

　　　　きのめ　木の芽　　　　　　　かぐらひめ　神楽姫　　　　　かんたんのゆめ　郡郭の夢

　　　　　このめ木の芽　　　　　　　　おりひめ　織姫　　　　　　　　　ゆめゆめ　（副）

　　　　　しのめ篠目　　　　　　　　　　うぶめ　産女　　　　　　　　　そらゆめ　空夢

　　　　たのめ頼め　　　　　　　　　うぶめ　姑獲鳥　　　　　　　　　　よめ　夜目

　　　ひとだのめ人頼め　　　　　　　　　まへめ　前目　　　　　　　　　　　よめ　（形動）

　　　そらだのめ　空頼め　　　　　　　　　しほめ　塩目　　　　　　　　あさぎよめ　朝浄め

　　　　しつのめ賎の女　　　　　　　すっぽめ　すっぽ目　　　　　　あとぎよめ　後浄め

　　　はとのめ鳩の目　　　　　　　　とほめ遠目・　　　　　　　おとよめ弟嫁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なのめ斜め　　　　　　　　　みぽめ　身褒め　　　　　　　　あひよめ　相嫁
　　　　しののめ　東雲　　　　　　　　　われぼめ　我褒め　　　　　　　やしなひよめ　養ひ嫁

　　　　しほのめ　塩の目　　　　　　　　　　まめ　忠実　　　　　　　　一こそあらめ　（連語）

　　　のめのめ　（副）　　　　　　　　　　かまめ　鴎　　　　　　　　さもこそあらめ　（連語）

　　　　じゃのめ　蛇の目　　　　とい　　　　　　　戸板にごろ　　　　　おほあらめ　大荒目

　　　　よのめ夜の目　　　　たにごろつきまめ　　　つき豆　　　　　あからめ　あから目

　　　　うはめ上目　　　　　　　　ふくまめ　福豆　　　　　　　　さがらめ　相良布
　　ふたかはめ　二皮目　　　　　　　　　ごまめ　鯉　　　　　　　　一こそなからめ　（連語）

　　　　きはめ　極め　　　　　　　　　としまめ　年豆　　　　　　　　やまがらめ　山雀め

　　　　きはめ際目　　　　　　　そやしまめ　そやし豆　　　　　　　　くらめ　暗め
　　いちきはめ　一極め　　　　　　　　　なまめ　生海布　　　　　　　．つばくらめ　燕

　　　しばしばめ　屡屡目　　　　　　　　さやまめ　爽豆　　　　　　　　　　しらめ　白眼

　　　はすはめ　蓮葉女　　　　　　　　ざぜんまめ　坐禅豆　　　　　　　　　　そらめ　空目

　　　　そばめ側女　　　　　　　　　　みめ　妃　　　　　　　　　　かつらめ　桂女

　　　　そばめ側目　　　　　　　　　　みめ　見目　　　　　　　　おはらめ大原女
　　　たちはめ属軒　　　　　　　　　おほみめ　大眉目　　　　　　　かたはらめ　傍目

　　　　つばめ（名）　　　　　むめ梅　　　 よしこさるらめ由こさるらめ

　　　　なはめ縄目　　　　　　　　　めめ米米　　　　　　　　　いりめ入り目
　　ふしなはめ節縄目　　　　　　　　　もめ揉め　　　　　　　はたおりめ　機織り女
　　　　　ひめ鵠　　　　　　　　　かもめ　鴎　　　　　　　　　はかりめ秤目
　　　　　ひめ姫　　　　　　　　　てもめ　（名）　　　　　　　　きりめ切り目
　　　　．えひめ兄媛　　　　　　　　　　やもめ　寡　　　　　　　　　　　しりめ　後目

　　　　おひめ負ひ目　　　　　　　　　やめ矢目　　　　　　　　ひじりめ聖目
　　　たがひめ違ひ目　　　　　　　　あやめ　文目　　　　　　　　かはりめ替はり目

　　　むかひめ嫡妻　　　　　　　　　あやめ　菖蒲　　　　　　　　　ねぷりめ　眠り眼

　　　　こひめ　小姫　　　　　　　　はなあやめ　花菖蒲　　　　　　　　まもりめ　守り眼

　　　　こひめ乞目　　　　　　むいかのあやめ六日の菖蒲　　　　　　　をりめ折り目
　　　　さひめ　境目　　　　　　　　　　いやめ　いや目　　　　　　　　　かるめ　軽目

　　　はしひめ橋姫　　　　　　　　　くりやめ　厨女　　　　　　　　　一ぐるめ　（接尾）

　うちのはしひめ　宇治の橋姫　　　　　　たわやめ　手弱女　　　　　　　　　さるめ　援女

　　　あそびめ　遊び女　　　　　　　　たをやめ　手弱女　　　　　　　　　さるめ　猿目

　　　うそひめ鶯姫　　　　　　　　　　ゆめ　夢　　　　　　　　まきずるめ　巻き賜
　　　みぞひめ　御衣姫　　　　　　　　　　ゆめ　（副）　　　　　　　　　　ふるめ　古妻

　　　うたひめ歌姫　　　　　　　　　さかゆめ　逆夢　　　　　　　　　　みるめ　海松布

　　たつたひめ立田姫　　　　　　　　．しゅめ　主馬　　　　　　　　　みるめ　見る目

　　　いちひめ　市姫　　　　　　いっすいのゆめ　一炊の夢　　　　　　　　もるめ　守る目

　　　おとひめ弟姫　　　　　きのふの　　　　　昨日の花は　　　　　　うかれめ　浮かれ女

　　　おとひめ　乙姫　　　　　はなはけふのゆめ　　　今日の夢　　　　　たはれめ　戯れ女

　　　まひひめ舞姫　　　　　　　こてふのゆめ　胡蝶の夢　　　　　　　いうめ　色目

こせちのまひひめ五節の舞姫　　　　　ゆめのゆめ　夢の夢　　　　　かさねのいうめ　襲の色目



211

　　はぐうめ　歯黒め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いなをかも　否をかも

　ちろちろめちろちろ目　　　　も　　　　　　　きも肝
　　ひろめ　広布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきぎも　生き肝

　　よわめ弱目　　　　　　も妹　　　　　しきも敷き裳
　　あかんめ　赤ん目　　　　　　　　　　　も　面　　　　　　　　　　ひじきも　ひじき藻

　　　きんめ　金目　　　　　　　　　　　も　喪　　　　　　　　　なびきも　扉き藻

　　　ぎんめ　銀目　　　　　　　　　　　　も　裳　　　　　　　　　　あらぎも　荒肝

　　　じんめ　神馬　　　　　　　　　　　　　も　藻　　　　　　　　　　こころぎも　心肝

　　　なんめ　（代名）　　　　　　　　　　～も　（間助）　　　　　　　　　わぎも　吾妹

ひゃくねんめ　百年目　　　　　　　　　　　～も　（助動）　　　　　　　　　　くも　雲

　　しゅんめ　駿馬　　　　　　　　　　　あも　（名）　　　　　　　　　　　くも　蜘蛛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あも母　　　　 かもかくも（連語）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いも　妹　　　　　　　　　ともかくも　（連語）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いも　痘　　　　　　　　　　 うきぐも　浮き雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いも芋　　　　．　こくも国母
　　　　　　　　　　　　　　おひらのながいも　御平の長芋　　　　　　　よこぐも．横雲

　　　　　　　　　　　　　　　　かりていも　詞梨帝母　　　　　　　　あさくも　朝雲

　　　　　　　　　　　　　　　　いへのいも　家の妹　　　　　　　　いしくも　（連語）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うも芋　　　　けだしくも蓋しくも
　　　　　　　　　　　　　　　　　ともかうも　（連語）　　　　　　　いやしくも　荷しくも

　　　　　　　　　　　　　　　　いやしうも　筍うも　　　　　　　げんじぐも　源氏雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようも　（連語）　　　　　　　　すくも　（名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えも　（連語）　　　　　　　　　たくも　焚く藻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも母　　　　　したぐも下雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも面　　　　　　やへはたぐも八重旗雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふたおも　二面　　　　　　　　とよはたぐも　豊旗雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　くれのおも　呉の母　　　　　　　つちぐも　土蜘蛛

　　　　　　　　　　　　　　　　かみのみおも　神の御面　　　　　　　　つくも　江浦草

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも　鴨　　　　　　　　　しつくも　雫も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも　焼　　　　　　　　　すくなくも　少なくも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも　賀茂　　　　　　　　　たなぐも　棚雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一かも　（終助）　　　　　こしゃうのくも　五障の雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一がも　（終助）　　　　　ふちゃうのくも　不定の雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あかも　赤裳　　　　　　　むらさきのくも　紫の雲

　　　　　　　　　　　　　　　いつのまさかも　何時のまさ　　　　　はなのくも　花の雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かも　　　　　　にのぐも　布雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかも・然も　　　　　　　いなぱのくも　稲葉の雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　あしがも　葦鴨　　　　　　　かたみのくも　形見の雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　なにしかも　何しかも　　　　　　　　やへぐも　八重雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　すがも　菅藻　　　　　　　　　　まくも　莫目

　　　　　　　　　　　　　　　　　あたかも　恰も　　　　　　　　あまくも　天雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　などかも　（連語）　　　　　　　いはまくも　言はまくも

　　　　　　　　　　　　　　　　なにとかも　何とかも　　　　　　やみくも　闇雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　なにかも　何かも　　　　　　　　　やくも　八雲

　　　　　　　　　　　　　　　　一ζせぬかも．（連語）　　　　　あまのしらくも　天の白雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　みかも　水鴨　　　　　　　　　むらくも　叢雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一もがも　（連語）　　　　　　　　あをくも　青雲

　　　　　　　　　　　　　　　　　かもかも　（連語）　　　　　　　　　　こも　菰

　　　　　　　　　　　　　　ちんちんかもかも　（名）　　　　　　　　　おこも　御薦

　　　　　　　　　　　　　　　　いまもかも　今もかも　　　　　　　すがこも　菅薦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くろかも　黒鴨　　　　　　とふのすがこも　十編の菅薦
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　　わかごも　若菰　　　　　　　　　　　なぞも　何ぞも　　　　　　　　　　一とも　（連語）

　　　すごも　簑薦　　　　　　　　　こはそも　（連語）　　　　　　　　　一ども　（接助）

　　たっこも　立つ薦　　　　　　　　そもそも　抑　　　　　　　　　　　　一ども　（接尾）

　　　まこも　真菰　　　　　　　　　そもやそも　（連語）　　　　　　　　　いとも　（連語）

　　　みこも　水菰　　　　　　　　　ありそも　荒磯面　　　　　　　　えいとも　（連語）

　たたみこも　畳薦　　　　　　　　　なのりそも　（名）　　　　　ぎうともすうとも　（連語）

　　しもこも　四も五も　　　　　　　　たも　（補動命令）　　　　　　さきども　先供

　　あらこも　荒薦　　　　　　　　　　一だも　（係助）　　　　　　　　かげとも　影面

　　かりこも　刈り菰　　　　　　　　　いたも　（連語）　　　　　　　　　こども　子供

　　まをこも　真小菰　　　　　　　うたがたも　（副）　　　　　　やくしゃこども　役者子供

　　　　さも　（連語）　　　　　　　　いくだも　（連語）　　　　　　　　一ずとも　（連語）

　　　　しも下　　　　　したも下裳　　　　さらずとも（連語）
　　　　しも　霜　　　　　　いつちもいつちも　（連語）　　　　　　　　　そとも　外面

　　　一しも　（係助）　　　　　　　　　一っも　（接助）　　　　　　　　そっとも　（副）

　　　一しも　（助動）　　　　　　　　いつも　いつ藻　　　　　　　　もっとも　最も

　　　えしも　（連語）　　　　　　　　いつも　出雲　　　　　　　　　もっとも　尤も

　　　おしも　御下　　　　　　　　　おきつも　沖つ藻　　　　　　　　えどとも　江戸供

　しもがしも　下が下　　　　　　　ありつっも　有りつつも　　　　　わひとども　我人ども

　　ときしも　時しも　　　　　　　　　へつも　辺つ藻　　　　　　　　ふなども　船櫨

　　すこしも　少しも　　　　　　　　　　ても　（副）　　　　　　　　をんなども　女共

　　　さしも　（副）　　　　　　　　　　　一ても　（接助）　　　　　　　　　なにとも　何とも

　　一さしも　（助動）　　　　　　　いうても　言うても　　　ものそのも　　　　物その者には

かならずしも　必ずしも　　　いうてもいうても　言うても言　　のにはあらねども　　あらねども

　　まだしも　（副）　　　　　　　　　　　　　　　うても　　　　みつのとも　三つの友

　　はつしも　初霜　　　　　　　　　どうでも　（副）　　　　　　　　ものども　者共

　　いとしも　（連語）　　　　　　　いかでも　如何でも　　　　　こころのとも　心の友

　　ことしも　（副）　　　　　　　かくても　斯くても　　　　　　いへども雌も
　　ふとしも　（連語）　　　　　とてもかくても　（連語）　　　　　　一といへども　（連語）

　　みなしも　水下　　　　　すで　　　　　　　酢でも萄蕩　　　　　　　　みども　身共

　あきのしも　秋の霜　　　　　もこんにゃくでも　　　　　でも　　　　　　　もとも　最も

　つきのしも　月の霜　　　　　　　　　かけても　（副）　　　　　　　　　いやとも　（副）

　　ゆふしも　夕霜　　　　　　　　　　さても　（連語）　　　とあ

　　なほしも　猶しも　　　　　　さてもさても　（連語）　　　　りともかかりとも　（連語）

　　かみしも　上下　　　　　　　いかにしても　如何にしても　　　　　さりとも　（副）

なががみしも　長上下　　　　　　　　　さっても　（感）　　　　　　　　　あれども　（連語）

つぎがみしも　継ぎ上下　　　　　　一にとっても　（連語）　　　　　　　しかれども　然れども

やくがみしも　役上下　　　　　　　　ほっても　（副）　　　　　　　　　なれども　（接）

あさがみしも　麻上下　　　　　　　　　とても　（副）　　　　　　　　　おんども　己共

はんがみしも　半上下　　　　　　　　一とても　（連語）　　　　ちんともかんとも　（連語）

　　しもじも　下下　　　　　　　いかなごとでも　如何なこと　　　　　　　　　なも　南謀

　　つゆしも　露霜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも　　　　　　　一なも　（終助）

　　　よしも　縦しも　　　　　　　さりとても　（接）　　　　　　　　　　一なも　（係助）

　　をりしも　折りしも　　　　　　　一にても　（連語）　　　　　　　　　一なも　（助動）

　わかれじも　別れ霜　　　　　　　さるにても　（連語）　　　　　　　　　一にも　（連語）

　わすれじも　忘れ霜　　　　　　　　さらでも　（接）　　　　　　　　　いかにも　如何にも

　はだれしも　はだれ霜　　　　　　　　なんでも　何でも　　　　　いかにもいかにも　如何にも如

　　ころしも頃しも　　　　　とも友　　　　　　　　 何にも

　　　すも　（動連体）　　　　　　　　　とも　靹　　　　　　　　　　なかにも　中にも

　　　させも　（名）　　　　　　　　　　　とも　櫨　　　　　　　　かにもかくにも　（連語）

　　　一そも　（終助）　　　　　　　　　一とも　（終助）　　　　　とにもかくにも　（連語）

　　　　そも　（連語）　　　　　　　　　一とも　（接助）　　　　　　　　　げにも　実にも
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すにもたこにも　酢にも蛸にも　　　　　からもも　唐桃　　　　　にんにくのころも　忍辱の衣

すにもみそにも　酢にも味噌　　　　　　　　やも　八面　　　　　　　こけのころも　苔の衣

　　　　　　　　　　　にも　　　　　　一やも　（終助）　　　　　　あさのころも　麻の衣

　　　一だにも　（連語）　　　　　　　おそはやも　晩早も　　　　　　ふちのころも　藤の衣

　　　　なにも　何も　　　　　　　　　一めやも　（連語）　　　　　　はなのころも　花の衣

　　　　なにも　なに妹　　　　　　　　　つゆも　露も　　　　　　ほそぬのごろも　細布衣

　なにもなにも　何も何も　　　　　　　　よも　四方　　　　　　　　ひのころも　緋の衣

　　いくへにも　幾重にも　　　　　　　　　よも　（副）　　　　　　たびのころも　旅の衣

　いかさまにも　如何様にも　　　　　　一ながらも　（連語）　　　　　かすみのころも　霞の衣

あからさまにも　（連語）　　　　　　　　いくらも　幾らも　　　　　　くものころも　雲の衣

　　　　よにも　世にも　　　　　　　　あかりも　明かり藻　　　ひたうらのころも　直裏の衣

　あじ？らにも　（連語）　　　　　　ゆめばかりも　夢ばかりも　　　　あさらのころも　浅らの衣

　　　かりにも　（副）　　　　　　　　　よりも　寄り藻　　　　　ねずりのころも　根摺りの衣

けにもはれにも　褻にも晴れ　　　　　　　一よりも　（連語）　　　　　みどりのころも　緑の衣

　　　　　　　　　　　にも　　　　　　かるも　枯るも　　　　　　のりのころも　法の衣

　　　　かのも　彼の面　　　　　　　　　かるも　刈る藻　　　　　　よるのころも　夜の衣

　このもかのも　此の面彼の面　　　　あまのかるも　海人の刈藻　　　　そけんのころも　素絹の衣

　　　　このも　此の面　　　　　　たれもたれも　誰も誰も　　　　　　　はごろも　羽衣

　をてもこのも　彼方此面　　　　　　たれたれも　誰誰も　　　　　　　かはごろも　皮衣

　　　　たのも　田の面　　　　　　　　いつれも　何れも　　　　　　おちばごろも　落ち葉衣

　　　　とのも　主殿　　　　　　　われもわれも　我も我も　　　　あまのはごろも　天の羽衣

　　　　みのも　水の面　　　　　　　　　いうも　（名）　　　　　　せみの．はごろも　蝉の羽衣

　　　　ものも　（感）　　　　　　　　　　ころも　衣　　　　　　　　　　こひごろも　恋衣

　　　　一はも　（連語）　　　　　しほやきごろも　塩焼き衣　　　　　　たびごろも　旅衣

　　　　うはも　上裳　　　　　　　みちゆきごろも　道行き衣　　　　　しろたへころも　白拷衣

　　　　　ひも　氷面　　　　　　たびゆきごろも　旅行き衣　　　　　　しほごろも　潮衣

　　　あかひも　赤紐　　　　　　　　　　けころも　褻衣　　　　　　　　　あまごろも　雨衣

　　　たかひも　高紐　　　　　　　　　　けごろも　毛衣　　　　　　　うすずみごろも　薄墨衣

　　いもがひも　妹が紐（枕）　　　　　あけごろも　緋抱　　　　　　　　をみごろも　小忌衣

　　　したびも　下紐　　　　　　　すずかけごろも　篠懸け衣　　　　　　　しめころも　染め衣

はなのしたひも　花の下紐　　　　　なみかけごろも　波掛け衣　　　　うすそめごろも　薄染め衣

　　さなだひも　真田紐　　　　　そでつけごろも　袖付け衣　　　　はなぞめごろも　花染め衣

　　　　にひも　新喪　　　　　　　つるのけごろも　鶴の毛衣　　　　　すみぞめごろも　墨染め衣

　　はなのひも　花の紐　　　　　　くさわけごろも　草分け衣　　　　　　　さよごろも　小夜衣

　　さんのひも　産の紐　　　　　　ささわけごろも　笹分け衣　　　　　　からころも　唐衣

　　　つめひも　詰め紐　　　　　やまわけごろも　山分け衣　　　　　うづらごろも　鶉衣

　　　いれひも　入れ紐　　　　　つゆわけごろも　露分け衣　　　　　　かりごろも　狩衣

　　　　　ぶも　父母　　　　　　　　　さごろも　狭衣　　　　　　あきさりごろも　秋さり衣

　さいふいふも　さ言ふ言ふも　　　　　あさごろも　麻衣　　　　　　　　すりごろも　摺り衣

　　　　うべも　宜も　　　　　　　くさごろも　草衣　　　　　はなずりごろも　花摺り衣

　　　　なほも　猶も　　　　　　あらはしごろも　著はし衣　　　　うまのりころも　馬乗り衣

　　　　たまも　玉裳　　　　　　　おほよそごろも　大凡衣　　　、　　　ふるころも　古衣

　　　　たまも　玉藻　　　　　　　　・したごろも　下衣　　　　　　　　なれごろも　馴れ衣

　おきつたまも　沖つ玉藻　　　　　いほはたごろも　五百機衣　　　　　しほなれごろも　潮馴れ衣

　　　　はまも　浜藻　　　　　　　　　うちごろも　裏衣　　　　　　　　　いろごろも　色衣

　　　　　もも　桃　　　　　　　　　　ふちごろも　藤衣　　　　　　　はないろごろも　花色衣

　　　　　もも　百（数）　　　　　　なつごろも　夏衣　　　　　　みのしろごろも　蓑代衣

　　　　　もも一百（造語形）　　　　　はなごろも　花衣　　　　　　　　いなもをも　否もをも

　　　むかもも　向股　　　　　　ひとはなごろも　一花衣　　　　　　　　　あんも　餅

　　　　けもも　毛桃　　　　　　　　なかのころも　中の衣　　　　　　　　　いんも　思慶

みちとせのもも　三千年の桃　　　　　かきのころも　柿の衣　　　　　　せんもまんも　千も万も


